
LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release
3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
初版：2013年 01月 11日

最終更新：2013年 03月 08日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

© 2013 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.



目次

clear mac-address-tableから flowcontrolまで 1

clear mac-address-table 2

clear pagp 8

clear vtp counters 10

flowcontrol 11

mac access-groupから private-vlan mappingまで 15

mac access-group 16

mac access-list extended 18

mac-address-table aging-time 23

mac-address-table dynamic 26

mac-address-table limit 31

mac-address-table notification change 35

mac-address-table notification mac-move 37

mac-address-table static 39

mac-address-table secure 45

mls switching unicast 49

mode dot1q-in-dot1q access-gateway 51

name（MST） 56

port-channel load-defer 58

private-vlan 60

show dot1q-tunnelから show udldまで 63

show dot1q-tunnel 64

show errdisable flap-values 66

show mac-address-table 68

show mac-address-table aging-time 80

show mac-address-table dynamic 83

show mac-address-table learning 88

show mac-address-table static 92

show spanning-tree 97

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
iii



show udld 111

show vlanから storm-controlまで 113

show vlan 115

show vlan access-map 121

show vlan mapping 123

show vtp 125

shutdown vlan 138

spanning-tree backbonefast 139

spanning-tree bpdufilter 141

spanning-tree bpduguard 143

spanning-tree cost 145

spanning-tree etherchannel guard misconfig 147

spanning-tree extend system-id 149

spanning-tree guard 151

spanning-tree link-type 153

spanning-tree loopguard default 155

spanning-tree mst 157

spanning-tree mst configuration 159

spanning-tree mst forward-time 162

spanning-tree mst hello-time 164

spanning-tree mst max-age 166

spanning-tree mst max-hops 168

spanning-tree mst pre-standard 170

spanning-tree mst priority 172

spanning-tree mst root 174

spanning-tree portfast（インターフェイス） 176

spanning-tree port-priority 179

spanning-tree transmit hold-count 181

spanning-tree uplinkfast 183

spanning-tree vlan 185

storm-control 189

udldから vtp transparentまで 193

udld 194

udld port 196

udld reset 199

   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
iv

目次



vlan（グローバル） 201

vlan access-map 204

vlan database 206

vlan filter 209

vtp（グローバル） 212

vtp（インターフェイス） 218

vtp client 219

vtp domain 221

vtp password 223

vtp server 225

vtp transparent 227

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
v

目次



   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
vi

目次



clear mac-address-table から flowcontrol まで

• clear mac-address-table, 2 ページ

• clear pagp, 8 ページ

• clear vtp counters, 10 ページ

• flowcontrol, 11 ページ

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
1



clear mac-address-table
指定したアドレス（または一連のアドレス）をMACアドレステーブルから削除するには、特権
EXECモードで clear mac-address-tableコマンドを使用します。

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータの使用

clear mac-address-table [dynamic| restricted static| permanent] [address mac-address] [interface type
module port]

clear mac-address-table notification mac-move counter [ vlan ]

clear mac-address-table dynamic [address mac-address| interface interface-type interface-number| vlan
vlan-id]

___________________
構文の説明

（任意）ダイナミックアドレスだけをクリアし

ます。

dynamic

（任意）セキュアアドレスだけをクリアしま

す。

secure

（任意）スタティックアドレスだけをクリアし

ます。

static

（任意）制限付きスタティックアドレスだけを

クリアします。

restricted static

（任意）永久アドレスだけをクリアします。permanent

（任意）指定したアドレスだけをクリアしま

す。

address

（任意）MACアドレスを指定します。mac -address

（任意）あるインターフェイスのすべてのアド

レスをクリアします。

interface

（任意）インターフェイスタイプ（ethernet、
fastethernet、fddi、atm、または port channelのい
ずれか）。

type

（任意）モジュールインターフェイス番号。slot
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（任意）モジュールおよびポート番号。有効値

については、「使用上のガイドライン」を参照

してください。

interface-type interface-number

MAC移動通知カウンタをクリアします。notification mac-move counter

（任意）VLANを指定してMAC移動通知カウ
ンタをクリアします。

vlan

（任意）DECnet、Banyan VINES、および
AppleTalkなどの割り当てられたプロトコルア
カウントを指定します。

protocol assigned

（任意）クリアするエントリのプロトコルタイ

プを指定します。

protocol ip | ipx

（任意）クリアするエントリのプロトコルタイ

プ（IPまたは IPX以外）を指定します。
protocol other

（任意）VLANIDを指定します。有効値の範囲
は 1～ 4094です。

vlan vlan-id

（任意）次のモジュールインターフェイス番号

を指定します。

• 0：固定

• 1または A：モジュール A

• 2または B：モジュール B

module
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（任意）

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、お
よび Cisco 3700シリーズルータ：

使用しているイーサネットスイッチネットワー

クモジュールのタイプに基づくポートインター

フェイス番号範囲。

• NM-16ESWの場合は 0～ 15

• NM-36ESWの場合は 0～ 35

• Gigabit Ethernetの場合は 0～ 1

Catalystスイッチ

1～28の範囲のポートインターフェイス番号。

•イーサネット（固定）の場合は 1～ 25

•ファストイーサネット（固定）の場合は
26または 27

•ポートチャネル

port

___________________
コマンドデフォルト Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータの使用

設定を行っているルータのすべてのMACアドレスがクリアされます。

Catalystスイッチの使用

ダイナミックアドレスがクリアされます。

ダイナミックアドレスのクリア

このコマンドには、このモードでのデフォルトはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータに導入されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されま
した。

12.2(8)T
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、notificationmac-movecounter [vlan]キーワードおよ
び引数を追加するように変更されました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータの使用

clearmac-address-tableコマンドをオプションなしで実行すると、すべてのMACアドレスが削除
されます。アドレスを指定してインターフェイスを指定しないと、すべてのインターフェイスか

らアドレスが削除されます。インターフェイスを指定してアドレスを指定しないと、指定したイ

ンターフェイス上のすべてのアドレスが削除されます。

Catalystスイッチの使用

clearmac-address-tableコマンドをオプションなしで実行すると、すべてのダイナミックアドレス
が削除されます。アドレスを指定してインターフェイスを指定しないと、すべてのインターフェ

イスからアドレスが削除されます。インターフェイスを指定してアドレスを指定しないと、指定

したインターフェイス上のすべてのアドレスが削除されます。

対象のアドレスがMAC転送テーブルに存在しない場合、次のエラーメッセージが表示されます。

MAC address not found

ダイナミックアドレスのクリア

interface引数の有効値には、Supervisor Engine 2が搭載された Cisco 7600シリーズルータでサポー
トされる ge-wan、atm、および posキーワードが含まれます。

protocol {assigned | ip | ipx| other}キーワードは、Supervisor Engine 2が搭載された Cisco 7600シ
リーズルータでだけサポートされます。

すべてのダイナミックエントリをテーブルから削除するには、clearmac-address-tabledynamicコ
マンドを入力します。

interface-typeで有効な値は次のとおりです。

• fastethernet

• gigabitethernet

• port-channel

モジュールとポートの設定
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interface-number引数では、モジュールおよびポート番号を指定します。 interface-numberの有効な
値は、指定するインターフェイスタイプと、使用するシャーシおよびモジュールによって異なり

ます。たとえば、13スロットシャーシに 48ポート 10/100BASE-Tイーサネットモジュールが搭
載されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイスを指定すると、モジュール番号

の有効値は 1～ 13、ポート番号の有効値は 1～ 48になります。

___________________
例 Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータの使用

次に、MAC転送テーブル内のすべてのダイナミックアドレスをクリアする例を示します。

Router# clear mac-address-table dynamic

次に、イーサネットポート 1上のスタティックアドレス 0040.C80A.2F07をクリアする例を示し
ます。

Router# clear mac-address-table static address 0040.C80A.2F07 interface ethernet 0/1

Catalystスイッチの使用

次に、MAC転送テーブル内のすべてのダイナミックアドレスをクリアする例を示します。

Router# clear mac-address-table dynamic

次に、特定の VLANのMAC移動通知カウンタをクリアする例を示します。

Router# clear mac-address-table notification mac-move counter 202

次に、イーサネットポート 1上で永久アドレス 0040.C80A.2F07をクリアする例を示します。

Router# clear mac-address-table permanent address 0040.C80A.2F07 interface ethernet 0/1

Supervisor Engine 2を使用した 7600上でのダイナミックアドレスのクリア

次に、特定のインターフェイス（abc）およびプロトコルタイプ（IPX）のすべてのダイナミック
レイヤ 2エントリをクリアする例を示します。

Router# clear mac-address-table dynamic interface abc protocol ipx

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スイッチで、ダイナミックMACアドレスが廃
棄される前にメモリに保持される時間の長さを

設定します。

mac -address-tableaging-time

永久ユニキャストまたはマルチキャストMAC
アドレスを特定のスイッチポートインターフェ

イスに関連付けます。

mac -address-tablepermanent

制限付きスタティックアドレスを特定のスイッ

チポートインターフェイスに関連付けます。

mac -address-tablerestrictedstatic
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説明コマンド

セキュアスタティックアドレスを特定のスイッ

チポートインターフェイスに関連付けます。

mac -address-tablesecure

スタティックエントリをMACアドレステーブ
ルに追加するか、IGMPスヌーピングをアドレ
スに対してディセーブルにしてスタティック

MACアドレスを設定します。

mac-address-table static

スイッチポートまたはモジュールに対するMAC
アドレステーブルのアドレスを表示します。

show mac -address-table

アドレッシングセキュリティコンフィギュレー

ションを表示します。

show mac -address-tablesecure

アドレッシングセキュリティコンフィギュレー

ションを表示します。

show mac -address-tablesecurity
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clear pagp
ポートチャネル情報をクリアするには、特権 EXECモードで clearpagpコマンドを使用します。

clear pagp {group-number| counters}

___________________
構文の説明

チャネルグループ番号。有効値は 1～ 256の範
囲の最大 64個の値です。

group-number

トラフィックフィルタをクリアします。counters

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
例 次に、特定グループのポートチャネル情報をクリアする例を示します。

Router# clear pagp 324

次に、ポートチャネルトラフィックフィルタをクリアする例を示します。

Router# clear pagp counters

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポートチャネル情報を表示します。show pagp
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clear vtp counters
VLANトランクプロトコル（VTP）カウンタを削除するには、特権EXECモードでclearvtpcounters
コマンドを使用します。

clear vtp counters

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 15.0(1)Mよりも前のリリースに
導入されました。

15.0(1)M

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SREよりも前のリリース
に統合されました。

12.2(33)SRE

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIよりも前のリリース
に統合されました。

12.2(33)SXI

___________________
例 次に、VTPカウンタをクリアする例を示します。

Router# clear vtp counters

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP管理ドメイン、ステータス、カウンタの一
般情報を表示します。

show vtp

グローバル VTPステートを設定します。vtp
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flowcontrol
ポートがポーズフレームを送信または受信するよう設定するには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで flowcontrolコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

flowcontrol {send| receive} {desired| off| on}

no flowcontrol {send| receive} {desired| off| on}

___________________
構文の説明

ポートがポーズフレームを送信するよう指定し

ます。

send

ポートがポーズフレームを処理するよう指定し

ます。

receive

リモートポートがon、off、またはdesiredのい
ずれに設定されていても、予測できる結果を得

ます。

desired

ローカルポートがリモートポートからポーズ

フレームを受信して処理したり、リモートポー

トにポーズフレームを送信したりできないよう

にします。

off

ローカルポートがリモートポートからポーズ

フレームを受信して処理したり、リモートポー

トにポーズフレームを送信したりできるように

します。

on

___________________
コマンドデフォルト フロー制御はディセーブルです。

フロー制御のデフォルト値は、ポートの速度によって異なります。デフォルトの設定は次のとお

りです。

•ギガビットイーサネットポートのデフォルトは、受信については offで、送信については
desiredです。

•ファストイーサネットポートのデフォルトは、受信については offで、送信については on
です。

• 24ポート 100BASE-FXモジュールおよび 48ポート 10/100 BASE-TX RJ-45モジュールのデ
フォルトは、受信についても送信についても offです。
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• WS-X6502-10GE10ギガビットイーサネットポートのポーズフレームに対する応答は設定で
きません。WS-X6502-10GE 10ギガビットイーサネットポートは常にポーズフレームに応
答するように設定されています。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(14)SX

このコマンドが Supervisor Engine 2に追加されました。12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCBに統合されまし
た。

12.2(33)SCB

___________________
使用上のガイドライン sendおよび desiredのキーワードをサポートするのはギガビットイーサネットポートだけです。

ポーズフレームは、バッファが満杯であるために特定の期間フレームの送信を停止する信号を送

信元に送る特殊なパケットです。

Catalyst 6500シリーズスイッチおよびCisco 7600シリーズルータのギガビットイーサネットポー
トはフロー制御を使用して、一定時間、ポートへのパケットの伝送を禁止します。その他のイー

サネットポートは、フロー制御を使用してフロー制御要求に応答します。

ギガビットイーサネットポートの受信バッファが満杯になると、指定された時間中、パケットの

送信を遅らせるようにリモートポートに要求する「ポーズ」パケットが送信されます。すべての

イーサネットポート（1000 Mbps、100 Mbps、および 10 Mbps）は、他の装置から「ポーズ」パ
ケットを受信し、これに応答できます。

ギガビットイーサネット以外のポートを、受信したポーズフレームを無視したり（disable）、対
応したり（enable）するように設定できます。

receiveキーワードを使用すると、onおよび desiredのキーワードの結果は同一になります。

Catalyst 6500シリーズスイッチおよび Cisco 7600シリーズルータ上のすべてのギガビットイーサ
ネットポートは、リモート装置からのポーズフレームを受信および処理できます。

予測できる結果を得るには、次の注意事項に従います。

• sendonは、リモートポートが receiveonまたは receivedesiredに設定されている場合にだけ
使用します。
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• sendoffは、リモートポートが receiveoffまたは receivedesiredに設定されている場合にだけ
使用します。

• receiveonは、リモートポートが sendonまたは senddesiredに設定されている場合にだけ使
用します。

• sendoffは、リモートポートが receiveoffまたは receivedesiredに設定されている場合にだけ
使用します。

___________________
例 次に、ローカルポートがリモートポートによるいかなるレベルのフロー制御もサポートしないよ

う設定する例を示します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet1/9 10.4.9.157 255.255.255.0

Router(config-if)# flowcontrol receive off
Router(config-if)# flowcontrol send off

___________________
関連コマンド

説明コマンド

フロー制御情報を表示します。show interfaces flowcontrol
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mac access-group
MACアクセスコントロールリスト（ACL）を使用して、ギガビットイーサネットインターフェ
イス、802.1Q VLANサブインターフェイス、802.1Q-in-Qスタック VLANサブインターフェイス
で着信トラフィックの受信を制御するには、インターフェイスまたはサブインターフェイスコン

フィギュレーションモードで macaccess-groupコマンドを使用します。MAC ACLを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mac access-group access-list-number in

no mac access-group access-list-number in

___________________
構文の説明

インターフェイスまたはサブインターフェイス

に適用するMAC ACLの番号（access-list
（MAC）コマンドで指定された番号）。これ
は 10進数の 700～ 799です。

access-list-number

インバウンドパケットに対してフィルタリング

します。

in

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスまたはサブインターフェイスにアクセスリストは適用されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）サブインターフェイスコンフィギュレー

ション（config-subif）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 12000シリーズインターネットルータに追
加されました。

12.0(32)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン MACACLは、ギガビットイーサネットインターフェイスおよびVLANサブインターフェイス上

の着信トラフィックに対して適用されます。ネットワーキングデバイスでパケットを受信する

と、Cisco IOSソフトウェアはアクセスリストと、ギガビットイーサネット、802.1Q VLAN、ま
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たは 802.1Q-in-Qのパケットの送信元MACアドレスを照合します。MACアクセスリストでアド
レスが許可されている場合、ソフトウェアはパケットの処理を続行します。アクセスリストでア

ドレスが拒否されている場合、ソフトウェアはパケットを廃棄し、インターネット制御メッセー

ジプロトコル（ICMP）ホスト到達不能メッセージを返します。

指定したMACACLがインターフェイスまたはサブインターフェイス上に存在しない場合、パケッ
トはすべて通過します。

Catalyst 6500シリーズスイッチの場合、このコマンドをサポートするのはレイヤ 2ポートだけで
す。

VLANサブインターフェイス上でmacaccess-groupコマンドをサポートするのは、すでにVLAN
がサブインターフェイス上で設定済みの場合だけです。

（注）

___________________
例 次は、ギガビットイーサネットインターフェイス 0で受信した着信トラフィックに対してMAC

ACL 101を適用する例です。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 0
Router(config-if)# mac access-group 101 in

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MAC ACLを定義します。access-list（MAC）

MAC ACLのカウンタをクリアします。clear mac access-list counters

非同期ホストから送信されたパケットに対して

使用する IPアクセスリストを設定します。
ip access-group

レイヤ2インターフェイスのACLコンフィギュ
レーションを表示します。

show access-group mode interface

1つまたはすべてのMAC ACLの内容を表示し
ます。

show mac access-list
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mac access-list extended
拡張MACアクセスコントロールリスト（ACL）を作成し、アクセスコントロールエントリ
（ACE）を定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで macaccess-listextended
コマンドを使用します。MAC ACLを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mac access-list extended name

no mac access-list extended name

___________________
構文の説明

エントリが属する ACL名name

___________________
コマンドデフォルト 拡張 ACLは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートがSupervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

このコマンドが次のように変更されました。

• vlanvlanおよび cosvalueキーワードおよび引数が追加されまし
た。

• ipキーワードが有効なプロトコル名のリストに追加されまし
た。

12.2(17b)SXA

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

次のEthertypeプロトコル値が、有効なプロトコルリストに追加され
ました。bpdu-sap、bpdu-snap、dtp、lacp、pagp、vtp。

12.2(33)SRD

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.5Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.5S

このコマンドが、Cisco ASR 901シリーズの集約サービスルータに
実装されました。

15.1(2)SNG
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ACL名を入力するときには、次の命名規則に従ってください。

•最大 31文字で、a～ z、A～ Z、0～ 9、ダッシュ文字（-）、アンダースコア（_）、ピリオ
ド文字（.）を含むことができます。

•英文字で始まり、すべてのタイプのすべての ACLで一意である必要があります。

•大文字と小文字を区別します。

•数字は使用できません。

•キーワードは使用できません。避けるべきキーワードは、all、default-action、map、help、
および editbufferです。

MACアドレスに基づいて Internet Packet Exchange（IPX）、DECnet、AppleTalk、Virtual Integrated
Network Service（VINES）、または Xerox Network Services（XNS）のトラフィックをフィルタリ
ングする名前付き ACLを設定できます（MACACLによる IPXフィルタリングをサポートするの
は、ポリシーフィーチャカード 3（PFC3）が搭載されている場合だけです）。

PFC3が搭載されたシステムで、EtherType 0x8137に適合するMACアクセスリストを使用してす
べての IPXトラフィックを分類する場合、ipx-arpaまたは ipx-non-arpaプロトコルを使用します。

macaccess-listextendednameコマンドを入力したら、次のサブセットを使用して、MAC ACLのエ
ントリを作成または削除します。

no permit deny src-mac mask any dest-mac mask any protocol vlan vlan cos value

vlanvlanおよび cosvalueキーワードおよび引数は、Release12.2(17b)SXA以降のリリースのPFC3BXL
または PFC3Bモードでサポートされます。

vlanvlanおよび cosvalueキーワードおよび引数は、MAC VLANアクセスコントロールリスト
（VACL）ではサポートされません。

___________________
次の表は、macaccess-listextendedコマンドの構文を示します。

表 1：mac access-list extended コマンドの構文

説明構文

（任意）アクセスリストからステートメントを

削除します。

no

条件が一致した場合にアクセスを許可します。permit

条件に一致する場合、アクセスを拒否します。deny

source-mac-addresssource-mac-address-maskの形
式の送信元MACアドレスです。

src-mac mask
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説明構文

任意のプロトコルタイプを指定します。any

（任意）dest-mac-addressdest-mac-address-mask
の形式の宛先MACアドレスです。

dest-mac mask

（任意）プロトコル名または番号。この引数の

有効なエントリのリストについては、次を参照

してください。

protocol

（任意）VLANIDを指定します。有効値は0～
4095です。

vlan vlan

（任意）CoS値を指定します。有効値は 0～ 7
です。

cos value

protocol引数の有効なエントリは次のとおりです。

• 0x0-0xFFFF --任意の EtherType（16進数）

• aarp -- EtherType：AppleTalk Address Resolution Protocol（ARP）

• amber -- EtherType：DEC-Amber

• appletalk -- EtherType：AppleTalk/EtherTalk

• bpdu-sap -- BPDU SAPカプセル化パケット

• bpdu-snap -- BPDU SNAPカプセル化パケット

• dec-spanning -- EtherType：DECスパニングツリー

• decnet-iv -- EtherType：DECnet Phase IV

• diagnostic -- EtherType：DEC-Diagnostic

• dsm -- EtherType：DEC-DSM

• dtp -- DTPパケット

• etype-6000 -- EtherType：0x6000

• etype-8042 -- EtherType：0x8042

• ip -- EtherType：0x0800

• ipx-arpa -- IPX Advanced Research Projects Agency（ARPA）

• ipx-non-arpa -- IPX非 ARPA

• lacp -- LACPカプセル化パケット

• lat -- EtherType：DEC-LAT
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• lavc-sca -- EtherType：DEC-LAVC-SCA

• mop-console -- EtherType：DEC-MOPリモートコンソール

• mop-dump -- EtherType：DEC-MOP Dump

• msdos -- EtherType：DEC-MSDOS

• mumps -- EtherType：DEC-MUMPS

• netbios -- EtherType：DEC-NETBIOS

• pagp -- PAGPカプセル化パケット

• vines-echo -- EtherType：VINES Echo

• vines-ip -- EtherType：VINES IP

• vtp -- VTPパケット

• xns-idp -- EtherType：XNS IDP

src-macmaskまたは dest-macmask値を入力する場合は、次の注意事項および制限事項に注意してく
ださい。

• MACアドレスは、0030.9629.9f84などのドット付き 16進表記で 3つの 4バイト値として入
力します。

• MACアドレスマスクは、ドット付き 16進表記で 3つの 4バイト値として入力します。 1
ビットをワイルドカードとして使用します。たとえば、アドレスを完全に一致させるには、

0000.0000.0000を使用します（0.0.0として入力できます）。

•省略可能な protocolについては、EtherTypeまたはキーワードのいずれかを入力できます。

• protocolなしのエントリはどのプロトコルとも一致します。

•アクセスリストエントリは入力順にスキャンされます。最初に一致したエントリが使用さ
れます。パフォーマンスを高めるには、アクセスリストの冒頭付近に最も一般に使用され

るエントリを置きます。

•リストの最後に明示的な permitanyanyエントリを含めなかった場合、アクセスリストの最
後には暗示的な denyanyanyエントリが存在します。

•新しいエントリはすべて既存のリストの最後に置かれます。リストの中間にエントリを追加
することができません。

変造されたり、無効であったり、故意に破壊されたりした EtherType 0x800 IPフレームは、IPト
ラフィックとして認識されず、IP ACLによりフィルタリングされます。

macaccess-listextendedコマンドを ipキーワードとともに使用して作成された ACEは、変造され
たり、無効であったり、故意に破壊されたりしたEtherType 0x800 IPフレームだけをフィルタリン
グします。その他の IPトラフィックはフィルタリングしません。
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___________________
例 次に、0000.4700.0001から 0000.4700.0009へのトラフィックを拒否する mac_layerという名前の

MAC ACLを作成する例を示します。その他のトラフィックはすべて許可されます。

Router(config)# mac access-list extended mac_layer

Router(config-ext-macl)# deny 0000.4700.0001 0.0.0 0000.4700.0009 0.0.0 dsm

Router(config-ext-macl)# permit any any

___________________
関連コマンド

説明コマンド

イーサネットサービスインスタンスにMAC
ACLを適用します。

mac access-group in

MACアドレステーブルに関する情報を表示し
ます。

show mac-address-table
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mac-address-table aging-time
レイヤ 2テーブルのエントリの最大エージングタイムを設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードでmac-address-tableaging-timeコマンドを使用します。最大エージングタイム
をデフォルト設定にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 2600 Series, Cisco 3600 Series, and Cisco 3700 Series Routers

mac-address-table aging-time seconds

no mac-address-table aging-time seconds

Cisco 7600 Series Routers

mac-address-table aging-time seconds [routed-mac| vlan vlan-id]

no mac-address-table aging-time seconds [routed-mac| vlan vlan-id]

Catalyst Switches

mac-address-table aging-time seconds [routed-mac| vlan vlan-id]

no mac-address-table aging-time seconds [routed-mac| vlan vlan-id]

___________________
構文の説明 MACアドレステーブルエントリの最大エージ

ングタイム。有効値は、0および 5～ 1000000
秒です。エージングタイムは、スイッチが最

後にMACアドレスを検出した時点からカウン
トされます。デフォルト値は 300秒です。

seconds

（任意）変更されたエージングタイムを適用す

る VLANを指定します。有効値は、2～ 1001
です。

vlan vlan -id

（任意）ルーテッドMACエージングインター
バルを指定します。

routed-mac

（任意）変更するエージングタイムを適用させ

る VLANを指定します。有効値は、1～ 4094
です。

vlan vlan-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトエージングタイムは 300秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.1(1)E

このコマンドがCisco2600シリーズ、Cisco3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータに導入されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータのCisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されまし
た。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドが Supervisor Engine 720を搭載した Catalystスイッチおよ
び Cisco 7600インターネットルータに実装されました。

12.2(14)SX

このコマンドが Supervisor Engine 2を搭載した Catalystスイッチおよび
Cisco 7600インターネットルータに実装されました。

12.2(17d)SXB

routed-macキーワードが追加されました。このキーワードがサポート
されるのは、Cisco 7600インターネットルータおよび Catalyst 6500ス
イッチの Supervisor Engine 720上だけです。

12.2(18)SXE

seconds引数の最小値が、10秒から 5秒に変更されました。12.2(18)SXF5

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドの出力では、追加のフィールドと説明のテキストを含む

ように変更されました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータ

エージングタイムのエントリには、指定された値が使用されます。有効なエントリは、10～
1000000秒です。

このコマンドをディセーブルにすることはできません。

Catalystスイッチおよび Cisco 7600ルータ

VLANを入力しない場合、変更はすべてのルーテッドポート VLANに適用されます。

エージングをディセーブルにするには、0秒を入力します。
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routed-macキーワードを入力して、ルーテッドMAC（RM）ビットが設定されたトラフィックの
MACアドレスのエージングタイムを設定できます。

___________________
例

___________________
例 次に、エージングタイムを 300秒に設定する例を示します。

mac-address-table aging-time 300

___________________
例 次に、エージングタイムを設定する例を示します。

mac-address-table aging-time 400

次に、RMエージングタイムを 500秒に変更する例を示します。

mac-address-table aging-time 500 routed-mac

次に、OOBによるエージングタイムの変更に対する影響の例を示します。

mac-address-table aging-time 250
%% Vlan Aging time not changed since OOB is enabled and requires aging time to be atleast
3 times OOB interval - default: 480 seconds

次に、エージングタイムをディセーブルにする例を示します。

mac-address-table aging-time 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブルに関する情報を表示し
ます。

show mac-address-table

MACアドレスのエージングタイムを表示しま
す。

show mac address table aging time
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mac-address-table dynamic
ダイナミックアドレスをMACアドレステーブルに追加するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで mac-address-tabledynamicコマンドを使用します。ダイナミックアドレスは、
アドレステーブルに自動的に追加され、使用されていない場合はアドレステーブルから廃棄され

ます。ダイナミックエントリをMACアドレステーブルから削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータ

mac-address-table dynamic hw-addressinterface {fa| gi}[slot/port]vlan vlan-id

no mac-address-table dynamic hw-address vlan vlan-id

Catalyst スイッチ

no mac-address-table dynamic hw-address [atm slot/port][vlan vlan-id]

___________________
構文の説明

テーブルに対して追加または削除するMACア
ドレス。

hw -address

hw-address宛てのパケットが転送されるポート。interface

FastEthernetを指定します。fa

GigabitEthernetを指定します。gi

（任意）ダイナミックアドレスを追加するス

ロット（スロット 1またはスロット 2）。
slot

（任意）ポートインターフェイス番号。使用

されているイーサネットスイッチのネットワー

クモジュールのタイプに応じた範囲は次のとお

りです。

• NM-16ESWの場合は 0～ 15

• NM-36ESWの場合は 0～ 35

• GigabitEthernetの場合は 0～ 1

port

（任意）ダイナミックアドレスをスロット1ま
たはスロット 2の ATMモジュールに追加しま
す。 ATMインターフェイス用のポートは常に
0です。

atm slot /port
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vlan vlan -id
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Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、お
よび Cisco 3700シリーズルータ

interfaceおよび vlanパラメータを合わせて使用
して、hw-address宛てのパケットを転送する宛
先を指定します。

ポートがスタティックアクセスまたはダイナ

ミックアクセスの VLANポートである場合、
vlanキーワードは省略可能です。この場合、
ポートに割り当てられている VLANは、MAC
アドレスに関連付けられたポートのVLANであ
ると見なされます。

複数の VLANポートおよびトランクポートに
対しては、vlanキーワードが必要です。トラン
クポートの場合は、ダイナミックアドレスが

割り当てられた VLANを指定するためにこの
キーワードが必要です。

vlan-idは、hw-address宛てのパケットが転送さ
れる VLANの IDの値です。有効な IDは 1～
1005です。先行してゼロを入力しないでくださ
い。

Catalystスイッチ

（任意）interfaceおよび vlanパラメータを合わ
せて使用して、hw-address宛てのパケットを転
送する宛先を指定します。

ポートがスタティックアクセスまたはダイナ

ミックアクセスの VLANポートである場合、
vlanキーワードは省略可能です。この場合、
ポートに割り当てられている VLANは、MAC
アドレスに関連付けられたポートのVLANであ
ると見なされます。

このコマンドをダイナミックアクセ

スポートで実行すると、VLANメン
（注）

バーシップポリシーサーバ（VMPS）
へのクエリーは行われません。VMPS
は、アドレスが許可されていることを

確認できません。また、ポートを割り

当てる必要がある VLANを判断でき
ません。このコマンドは、テスト用

に限定して使用する必要があります。

複数の VLANポートおよびトランクポートに
対しては、vlanキーワードが必要です。トラン
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クポートの場合は、ダイナミックアドレスが

割り当てられた VLANを指定するためにこの
キーワードが必要です。

vlan-idは、hw-address宛てのパケットが転送さ
れる VLANの IDの値です。有効な IDは 1～
1005です。先行してゼロを入力しないでくださ
い。

___________________
コマンドデフォルト ダイナミックアドレスは、MACアドレステーブルに追加されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2(8)SA

vlanキーワードが追加されました。11.2(8)SA3

atmキーワードが追加されました。11.2(8)SA5

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されま
した。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン vlan-id引数を省略して、このコマンドのno形式を使用した場合、MACアドレスがすべてのVLAN

から削除されます。
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___________________
例 次に、ポート fa1/1のMACアドレスを VLAN 4に追加する例を示します。

Switch(config)# mac-address-table dynamic 00c0.00a0.03fa fa1/1 vlan 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブルからエントリを削除し
ます。

clear mac -address-table

ダイナミックエントリが使用または更新された

後、MACアドレステーブル内に保持される時
間を設定します。

mac -address-tableaging-time

MACアドレステーブルにスタティックアドレ
スを追加します。

mac -address-tablestatic

MACアドレステーブルを表示します。show mac -address-table
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mac-address-table limit
MAC制限機能をイネーブルにし、制限が適用されるように設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードでmac-address-tablelimitコマンドを使用します。MAC制限をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mac-address-table limit{action| }

___________________
構文の説明

（任意）Encoded Address Recognition Logic
（EARL）ごとに許容されるVLAN単位のMAC
エントリ最大数を指定します。有効値は、5～
32768のMACアドレスエントリです。

maximum num

（任意）違反が生じた場合にとるアクションの

タイプを指定します。

action

（任意）違反が生じた場合に、Syslogメッセー
ジを 1回送信し、それ以上のアクションはとら
ないように指定します。

warning

（任意）違反が生じた場合に、Syslogメッセー
ジの送信1回またはMAC制限に対応するトラッ
プの生成のいずれか（またはその両方）を行う

ように指定します。

limit

（任意）違反が生じた場合に、Syslogメッセー
ジの送信 1回または VLANのブロックステー
トへの移行のいずれか（またはその両方）を行

うように指定します。

shutdown

（任意）違反が生じた場合に送信される通知の

タイプを指定します。

notification

（任意）違反が生じた場合に、Syslogメッセー
ジを送信します。

syslog

（任意）違反が生じた場合に、トラップ通知を

送信します。

trap

（任意）違反が生じた場合に、Syslogおよびト
ラップ通知を送信します。

both
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（任意）VLAN単位でMAC制限をイネーブル
にします。

vlan vlan

（任意）ポート単位でMAC制限をイネーブル
にします。

interface type mod / port

（任意）VLANで不明なユニキャストフラッ
ディングをイネーブルにします。

flood

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

• maximum numは 500MACアドレスエントリです。

• actionは warningです。

• notificationは syslogです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(17b)SXA

SupervisorEngine2上のこのコマンドのサポートがRelease12.2(17d)SXB
に拡張されました。

12.2(17d)SXB

vlanvlanキーワードおよび引数が組み込まれ、VLAN単位のMAC制
限をサポートするように、このコマンドが変更されました。

12.2(18)SXD1

interfacetypemod/portキーワードおよび引数が組み込まれ、ポート単
位のMAC制限をサポートするように、このコマンドが変更されまし
た。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン MAC制限は、インターフェイス単位（つまり、インターフェイスを指定）またはVLAN単位（つ

まり、VLANを指定）でイネーブルにできます。ただし、MAC制限はグローバルコンフィギュ
レーションモード（config）で最初にルータ（上位レベル）用にイネーブルにする必要がありま
す。
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MAC制限に関する一般的なポイント

MAC制限をイネーブルにするには、次の点に注意してください。

• MACエントリの最大数は VLAN単位および EARL単位で決まります

•最大数、アクション、または通知を指定しない場合、デフォルト設定が使用されます。

• VLAN単位のMAC制限をイネーブルにした場合、MAC制限は指定された VLAN上でだけ
イネーブルになります。

• floodキーワードがサポートされるのは、VLANインターフェイス上だけです。

• limitアクションが設定され、違反が生じた場合にだけ、floodアクションが実行されます。

• shutdownステートでは、VLANはコマンド構文を使用して再度イネーブルにするまでブロッ
クステートのままになります。

VLAN単位のMAC制限をイネーブルにするための構文

次は VLAN単位のMAC制限をイネーブルにするために使用できるサンプル構文です。両方のコ
マンドを使用して、正しく VLAN単位のMAC制限をイネーブルにする必要があります。

mac-address-table limit

このコマンドは、ルータのMAC制限機能をイネーブルにします。（注）

mac-address-table limit [vlanvlan] [maximumnum] [action {warning | limit | shutdown}] [ flood ]

このコマンドは VLANレベルで適用する特定の制限と任意のアクションを設定します。（注）

インターフェイス単位のMAC制限をイネーブルにするための構文

次はインターフェイス単位のMAC制限をイネーブルにするために使用できるサンプル構文です。
両方のコマンドを使用して、正しくインターフェイス単位のMAC制限をイネーブルにする必要
があります。

mac-address-table limit

このコマンドは、ルータのMAC制限機能をイネーブルにします。（注）

mac-address-table limit [interfacetypemod/port] [maximumnum] [action {warning | limit | shutdown}]
[ flood ]

このコマンドはインターフェイスレベルで適用する特定の制限と任意のアクションを設定し

ます。

（注）
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___________________
例 次に、VLAN単位のMAC制限をイネーブルにする例を示します。 mac-address-tablelimitコマン

ドの最初のインスタンスが、MAC制限をイネーブルにします。コマンドの 2番目のインスタン
スでは VLANレベルで適用する制限と任意のアクションを設定します。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# mac-address-table limit
Router(config)# mac-address-table limit vlan 501 maximum 50 action shutdown
Router(config)# end

次に、インターフェイス単位のMAC制限をイネーブルにする例を示します。mac-address-tablelimit
コマンドの最初のインスタンスが、MAC制限をイネーブルにします。コマンドの 2番目のイン
スタンスではインターフェイスレベルで適用する制限と任意のアクションを設定します。

Router# enable
Router# configure terminal
Router(config)# mac-address-table limit
Router(config)# mac-address-table limit fastethernet0/0 maximum 50 action shutdown
Router(config)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブル情報を表示します。show mac-address-table limit
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mac-address-table notification change
MACアドレステーブルに対する動的な変更についての通知を送信するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで mac-address-tablenotificationchangeコマンドを使用します。デフォル
ト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mac-address-table notification change [history size| interval seconds]

no mac-address-table notification change

___________________
構文の説明

（任意）履歴バッファのエントリ数を設定しま

す。有効値は、0～ 500エントリです。
history size

（任意）変更を送信する最小インターバルを設

定します。有効値は、0～ 2147483647秒です。
interval seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト設定は、次のとおりです。

•ディセーブル

• MACアドレステーブルに対する動的な変更についての通知がイネーブルの場合、デフォル
ト設定は次のとおりです。

• historysizeは 1エントリです。

• intervalvalueは 1秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXH

___________________
例 次に、MACアドレステーブルへのアドレスの動的な追加に関する簡易ネットワーク管理プロト

コル（SNMP）通知を設定する例を示します。

Router(config)# mac-address-table notification change interval 5 history 25
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブルに関する情報を表示し
ます。

show mac-address-table

アドレステーブルに対してMACアドレスが追
加または削除されたときの LANポートでの
SNMPトラップ通知をイネーブルにします。

snmp-server trap mac-notification
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mac-address-table notification mac-move
MAC移動通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
mac-address-tablenotificationmac-moveコマンドを使用します。MAC移動通知をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

mac-address-table notification mac-move [counter [syslog]]

no mac-address-table notification mac-move [counter [syslog]]

___________________
構文の説明

（任意）MAC移動カウンタ機能を指定します。counter

（任意）MAC移動通知がMAC移動の最初のイ
ンスタンスを検出したときに、syslogging機能
を指定します。

syslog

___________________
コマンドデフォルト MAC移動通知はイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが 12.2SXリリース
に拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドは、counterと syslogキーワードを追加するように変
更されました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン MACアドレスまたはホストが異なるスイッチポート間で移動した場合、MAC移動通知は Syslog

メッセージを生成します。

新しいMACアドレスが連想メモリ（CAM）に追加された場合またはMACアドレスがCAMから
削除された場合には、MAC移動通知は生成されません。
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MAC移動通知をサポートするのは、スイッチポート上だけです。

MAC移動カウンタ通知は、VLANのMAC移動が最大制限を超えた場合に syslogメッセージを生
成します。最大制限は 1000 MAC移動です。

MAC移動カウンタの syslog通知では、MACが VLAN内で移動した回数およびシステムで発生し
たこれらのインスタンス数をカウントします。

___________________
例 次に、MAC移動通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# mac-address-table notification mac-move

次に、MAC移動通知をディセーブルにする例を示します。

Router(config)# no mac-address-table notification mac-move

次に、MAC移動カウンタの syslog通知をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# mac-address-table notification mac-move counter syslog

次に、MAC移動カウンタ通知をディセーブルにする例を示します。

Router(config)# no mac-address-table notification mac-move counter

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブル情報を表示します。show mac-address-table notification mac-move

MACアドレステーブル通知カウンタをクリア
します。

clear mac-address-table notification mac-move
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mac-address-table static
スタティックエントリをMACアドレステーブルに追加する、または特定のスタティックマルチ
キャストMACアドレスに対する Internet Group Multicast Protocol（IGMP）のスヌーピングをディ
セーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでmac-address-table staticコマ
ンドを使用します。指定されたエントリ情報の組み合わせによって作成されたエントリを削除す

るには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 2600 Series, Cisco 3600 Series, Cisco 3700 and Cisco 7600 Series Routers

mac-address-table static mac-address vlan vlan-id interface type slot/port

no mac-address-table static mac-address vlan vlan-id interface type slot/port

Catalyst Switches

mac-address-table static mac-address vlan vlan-id interface type number drop [disable-snooping][dlci
dlci| pvc vpi/vci][auto-learn| disable-snooping][protocol] {ip| ipx| assigned}

no mac-address-table static mac-address vlan vlan-idinterface type number drop [disable-snooping][dlci
dlci| pvc vpi/vci][auto-learn| disable-snooping][protocol] {ip| ipx| assigned}

___________________
構文の説明 MACアドレステーブルに追加するアドレス。mac-aadress

MACアドレスエントリに関連付けるVLANを
指定します。範囲は 2～ 100です。

vlan vlan-id

設定するインターフェイスタイプ、およびス

ロットとポートを指定します。

Catalystスイッチでは、typeおよび number引数
は、インターフェイスタイプおよび slot/portま
たは slot/subslot/port番号を指定する必要があり
ます（interface pos 5/0または interface ATM
8/0/1など）。

interface type slot/port または interface type
number

指定のVLAN内の設定済みのMACアドレスと
の間で送受信されるすべてのトラフィックをド

ロップします。

drop

（任意）マルチキャストMACアドレスの IGMP
スヌーピングをディセーブルにします。

disable-snooping
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（任意）このMACアドレスにマッピングする
データリンク接続識別子（DLCI）を指定しま
す。有効な値の範囲は 16～ 1007です。

指定されたインターフェイス上でフ

レームリレーカプセル化がイネーブ

ルになっている場合にだけ、このオ

プションが利用可能です。

（注）

dlci dlci

（任意）このMACアドレスにマッピングする
相手先固定接続（PVC）を指定します。仮想パ
ス識別子（VPI）および仮想回線識別子（VCI）
の両方をスラッシュで区切って指定する必要が

あります。

このオプションは、ATMインター
フェイスにだけ利用できます。

（注）

pvc vpi/vci

（任意）ルータがこれと同じMACアドレスを
別のポート上で見つけた場合、MACエントリ
をその新しいポートで更新する必要があること

を指定します。

auto-learn

（任意）フレームリレーDLCIまたはATMPVC
の IGMPスヌーピングをディセーブルにしま
す。

disable-snooping

（任意）エントリに関連付けられたプロトコル

を指定します。

protocol

（任意）IPプロトコルを指定します。ip

（任意）Internetwork Packet Exchange（IPX）プ
ロトコルを指定します。

ipx

（任意）DECnet、Banyan VINES、および
AppleTalkなどの割り当てられたプロトコルの
バケットアカウントを指定します。

assigned

___________________
コマンドデフォルト スタティックエントリは、MACアドレステーブルに追加されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

Catalyst 6000シリーズスイッチにおけるこのコマンドのサポートが、
12.1Eトレインにまで拡張されました。

12.1(1)E

このコマンドが変更されました。マルチキャストアドレスのサポート

が追加されました。

12.1(5c)EX

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されまし
た。

12.2(8)T

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

マルチキャストMACアドレスには、mac-address-table staticmac-address
vlan vlan-id {interface type number drop}コマンドを適用できません。

12.2(17a)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが変更されました。 dlci dlciおよび pvc vpi/vciキーワード
と引数のペアは、MACアドレスのフレームリレー DLCIまたは ATM
PVCへのマッピングを許可するために追加されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。Cisco7600シリーズルータのHigh-Speed
Serial Interface（HSSI）、MLPP、およびシリアルインターフェイスにサ
ポートが追加されました。

12.2(33)SRC

___________________
使用上のガイドライン Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータ

指定する出力インターフェイスをスイッチ仮想インターフェイス（SVI）にすることはできませ
ん。

このコマンドの no形式は、システムのMACアドレスを削除しません。

MACアドレスを削除する場合、interface type slot/port引数の入力は省略可能です。ユニキャスト
エントリの場合、エントリは自動的に削除されます。マルチキャストエントリの場合、インター
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フェイスを指定しないとエントリ全体が削除されます。インターフェイスを指定することによ

り、削除する選択ポートを指定できます。

Catalystスイッチ

指定する出力インターフェイスを SVIにすることはできません。

適切な方法として、レイヤ2EtherChannelでだけスタティックMACアドレスを設定し、EtherChannel
のレイヤ 2物理メンバーポートでは設定しません。この方法は、レイヤ 3 EtherChannelsとメン
バーには適用されません。

このコマンドの no形式は、次の場合に使用します。

•指定したエントリ情報の組み合わせによって作成されたエントリを削除する場合

•指定したアドレスの IGMPスヌーピングを再びイネーブルにする場合

dlci dlciキーワードおよび引数が有効なのは、指定されたインターフェイス上でフレームリレー
カプセル化がイネーブルになっている場合だけです。

pvcvpi/vciキーワードおよび引数をサポートするのは、ATMインターフェイスだけです。pvcvpi/vci
引数とキーワードのペアを指定する場合は、VPIおよび VCIの両方をスラッシュで区切って指定
する必要があります。

スタティックMACアドレスをインストールすると、スタティックMACアドレスはポートに関連
付けられます。別のポートに同じMACアドレスが表示される場合には、auto-learnキーワード
を入力すると、エントリが新しいポートによってアップデートされます。

指定する出力インターフェイスはレイヤ 2インターフェイス記述子ブロック（IDB）である必要
があります。SVIにすることはできません。

1つの入力コマンドで入力できるインターフェイス数は最大 15個ですが、コマンドを繰り返すこ
とによりさらに多くのインターフェイスを入力できます。

プロトコルタイプを入力しない場合、各プロトコルタイプについてエントリが自動的に作成され

ます。

このコマンドの no形式を入力しても、システムMACアドレスは削除されません。

MACアドレスを削除する場合、interface type numberの入力は省略可能です。ユニキャストエン
トリの場合、プロトコルエントリは自動的に削除されます。マルチキャストエントリの場合、

インターフェイスを指定しないとプロトコルエントリ全体が削除されます。インターフェイスを

指定することにより、削除する選択ポートを指定できます。

mac-address-table staticmac-address vlan vlan-id interface type numberdisable-snoopingコマンドは、
指定されたスタティックMACアドレス/VLANペアのスヌーピングだけをディセーブルにします。
スヌーピングをイネーブルにするには、まずMACアドレスをこのコマンドの no形式を使用して
削除し、mac-address-table static mac-address vlan vlan-id interface type numberコマンドを
disable-snoopingキーワードを入力せずに使用して、MACアドレスを再インストールします。

mac-address-table static mac-address vlan vlan-id dropコマンドをマルチキャストMACアドレスに
適用することはできません。
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ユニキャストMACアドレスもマルチキャストMACアドレスもWANインターフェイスを 1
つだけ許可します。

（注）

複数のインターフェイスに同じスタティックMACアドレスを設定できません。別のインター
フェイスに既存のスタティックMACアドレスを設定しようとすると、mac-address-table static
コマンドが、スタティックMACアドレスをこのインターフェイスの新しいMACアドレスに
上書きします。

（注）

DLCI回線または PVC回線のMACアドレスの指定

Cisco IOS Release 12.2(18)SXE以降のリリースでは、ATMおよびフレームリレーのインターフェ
イスにおいて、次のコマンドの動作が、マルチポイントブリッジングおよびその他の機能をサ

ポートするように変更されています。以前のリリースでは、VLANIDおよびインターフェイスだ
けを指定する必要がありました。

Device(config)# mac-address-table static 000C.0203.0405 vlan 101 interface ATM6/1

次の例に示すように、Cisco IOS Release 12.2(18) SXE以降のリリースでは、フレームリレーイン
ターフェイスに対して dlciオプション、または ATMインターフェイスに対しては pvcオプショ
ンを指定してください。

Device(config)# mac-address-table static 000C.0203.0405 vlan 101 interface ATM6/1 pvc6/101

フレームリレーインターフェイスの dlciオプションを省略すると、MACアドレスはこのイン
ターフェイス上で指定された VLANに最初に設定された DLCI回線にマッピングされます。
同様に、ATMインターフェイスの pvcオプションを省略すると、MACアドレスはこのイン
ターフェイス上で指定された VLANに設定された最初の PVCにマッピングされます。MAC
アドレスが正しく設定されていることを確認するために、常に適切なインターフェイスでdlci
キーワードおよび pvcキーワードを使用することを推奨します。

（注）

___________________
例 次に、MACアドレステーブルにスタティックエントリを追加する例を示します。

Device(config)# mac-address-table static 0050.3e8d.6400 vlan 100 interface fastethernet5/7

次に、指定されたアドレスに対して IGMPスヌーピングをディセーブルにしてスタティックMAC
アドレスを設定する例を示します。

Device(config)#
mac-address-table static 0050.3e8d.6400 vlan 100 interface fastethernet5/7 disable-snooping
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次に、ATM PVC回線およびフレームリレー DLCI回線のMACアドレステーブルにスタティッ
クエントリを追加する例を示します。

Device(config)# mac-address-table static 0C01.0203.0405 vlan 101 interface ATM6/1 pvc 6/101
Device(config)# mac-address-table static 0C01.0203.0406 vlan 202 interface POS4/2 dlci 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のMACアドレスのMACアドレステーブ
ル情報を表示します。

show mac-address-table address
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mac-address-table secure
セキュアアドレスをMACアドレステーブルに追加するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードでmac-address-tablesecureコマンドを使用します。セキュアエントリをMACアドレス
テーブルから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 2600 シリーズ、Cisco 3600 シリーズ、および Cisco 3700 シリーズルータ

no mac-address-table secure hw-address vlan vlan-id

Catalyst スイッチ

mac-address-table secure hw-address [atm slot/portvlan vlan-id]

no mac-address-table secure hw-address [vlan vlan-id]

___________________
構文の説明

テーブルに追加するMACアドレス。hw -address

hw-address宛てのパケットが転送されるポート。interface

FastEthernetを指定します。fa

Gigabit Ethernetを指定します。gi

（任意）ダイナミックアドレスを追加するス

ロット（スロット 1またはスロット 2）。
slot

（任意）ポートインターフェイス番号。使用

されているイーサネットスイッチのネットワー

クモジュールのタイプに応じた範囲は次のとお

りです。

• NM-16ESWの場合は 0～ 15

• NM-36ESWの場合は 0～ 35

• GigabitEthernetの場合は 0～ 1

port

（任意）セキュアアドレスをスロット1または
スロット 2の ATMモジュールに追加します。
ATMインターフェイス用のポートは常に 0で
す。

atm slot / port
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Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、お
よび Cisco 3700シリーズルータ

interfaceおよび vlanパラメータを合わせて使用
して、hw-address宛てのパケットを転送する宛
先を指定します。

ポートがスタティックアクセスの VLANポー
トである場合、vlanキーワードは省略可能で
す。この場合、ポートに割り当てられている

VLANは、MACアドレスに関連付けられたポー
トの VLANであると見なされます。複数の
VLANポートおよびトランクポートに対して
は、このキーワードが必要です。

vlan-idの値は、セキュアエントリを追加する
VLANの IDです。有効な IDは 1～ 1005で
す。先行してゼロを入力しないでください。

Catalystスイッチ

（任意）interfaceおよび vlanパラメータを合わ
せて使用して、hw-address宛てのパケットを転
送する宛先を指定します。

ポートがスタティックアクセスの VLANポー
トである場合、vlanキーワードは省略可能で
す。この場合、ポートに割り当てられている

VLANは、MACアドレスに関連付けられたポー
トの VLANであると見なされます。複数の
VLANポートおよびトランクポートに対して
は、このキーワードが必要です。

vlan-idの値は、セキュアエントリを追加する
VLANの IDです。有効な IDは 1～ 1005で
す。先行してゼロを入力しないでください。

vlan vlan -id

___________________
コマンドデフォルト セキュアアドレスは、MACアドレステーブルに追加されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2(8)SA
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変更内容リリース

vlanキーワードが追加されました。11.2(8)SA3

atmキーワードが追加されました。11.2(8)SA5

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されま
した。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン Catalystスイッチ

セキュアアドレスを割り当てることができるポートは、一度に 1つだけです。したがって、指定
したMACアドレスおよびVLANに対するセキュアアドレステーブルのエントリが他のポート上
にすでに存在する場合、エントリがそのポート上から削除されて、指定されたポートに割り当て

られます。

ダイナミックアクセスポートをセキュアアドレスで設定することはできません。

___________________
例 次に、セキュアMACアドレスをポート fa1/1の VLAN 6に追加する例を示します。

Router(config)# mac-address-table secure 00c0.00a0.03fa fa1/1 vlan 6

___________________
例 次に、セキュアMACアドレスをポート fa1/1の VLAN 6に追加する例を示します。

Switch(config)# mac-address-table secure 00c0.00a0.03fa fa1/1 vlan 6

次に、セキュアMACアドレスを ATMポート 2/1に追加する例を示します。

Switch(config)# mac-address-table secure 00c0.00a0.03fa atm 2/1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブルからエントリを削除し
ます。

clear mac -address-table

ダイナミックエントリが使用または更新された

後、MACアドレステーブル内に保持される時
間を設定します。

mac -address-tableaging-time

ダイナミックアドレスをMACアドレステーブ
ルに追加します。

mac -address-tabledynamic

MACアドレステーブルにスタティックアドレ
スを追加します。

mac -address-tablestatic

MACアドレステーブルを表示します。show mac -address-table
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mls switching unicast
インターフェイスのユニキャストトラフィックのハードウェアスイッチングをイネーブルにする

には、インターフェイスコンフィギュレーションモードでmlsswitchingunicastコマンドを使用し
ます。インターフェイスのユニキャストトラフィックのハードウェアスイッチングをディセー

ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mls switching unicast

no mls switching unicast

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスのユニキャストトラフィックのハードウェアスイッチングはイネーブルになり

ません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Supervisor Engine2が搭載された Cisco 7600シリーズルータではサポートされま

せん。

___________________
例 次に、インターフェイスのハードウェアスイッチングをイネーブルにする例を示します。

Router(config-if
)# mls switching unicast
Router(config-if)#

次に、インターフェイスのハードウェアスイッチングをディセーブルにする例を示します。

Router(config-if
)# no mls switching unicast
Router(config-if)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ハードウェアスイッチングをイネーブルにしま

す。

mls switching
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mode dot1q-in-dot1q access-gateway
ギガビットイーサネットWANインターフェイスをイネーブルにして、802.1Q-in-802.1Q（Q-in-Q）
VLAN変換のゲートウェイとして動作させるには、modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドを
使用します。Q-in-QVLAN変換をインターフェイスでディセーブルにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

mode dot1q-in-dot1q access-gateway

no mode dot1q-in-dot1q access-gateway

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ギガビットイーサネットWANインターフェイスは 802.1Q-in-802.1Q（Q-in-Q）VLAN変換のゲー

トウェイとして機能しません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(18)SXD

仮想ポートチャネルインターフェイスを使用した Q-in-Qリンク
バンドルのサポートが追加されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Optical Services Module（OSM）-2+4GE-WAN+ OSMモジュールだけで設定され

た Cisco 7600シリーズにおけるギガビットイーサネット（GE）WANインターフェイスでサポー
トされます。

OSMは、Supervisor Engine 32が搭載された Cisco 7600シリーズルータでサポートされていませ
ん。

802.1Qは、パケットに 2つの VLANタグでタグ付けするトランキングオプションを提供して、
複数のVLANが中間ネットワーク間で同時にトランキングできるようにします。この二重タグ付
きトンネルの使用方法は、Q-in-Qトンネリングとも呼ばれます。
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modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドは、2つのVLANタグでパケットにタグ付けすること
によりQ-in-Qトンネリングを拡張し、中間ネットワーク間で複数のVLANを同時にトランキング
できるようにします。この二重タグ付きトンネルを使用して、次の機能が実行されます。

• 2つの 802.1QVLANタグでタグ付けされたパケットを、VLANタグの組み合わせに基づく宛
先サービスにスイッチングします。

• VLANタグに基づくトラフィックシェーピングをサポートします。

• 802.1P優先順位ビット（P bit）を内部（カスタマー）VLANタグから外部（サービスプロバ
イダー）VLANタグにコピーします。

Cisco IOS Release 12.2(18)SXE以降のリリースでは、複数の GE-WANインターフェイスを 1つの
仮想ポートチャネルインターフェイスに組み合わせて、Q-in-Qリンクバンドルをイネーブルにす
ることもできます。インターフェイスを組み合わせると、コンフィギュレーションを簡略化する

だけではなく、GE-WANOSMがバンドルのメンバである物理インターフェイス間のプロバイダー
エッジ（PE）VLANをロードバランスできるようになります。また、リンクバンドルのインター
フェイスメンバの 1つがダウンした場合、PE VLANは自動的に他のバンドルメンバへと再割り
当てされます。

modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドを使用する前に、インターフェイス上で設定され
ているすべての IPアドレスを削除する必要があります。

（注）

modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドを設定したあと、各サブインターフェイス上で使用さ
れるVLANマッピングを設定するには、bridge-domain（サブインターフェイスコンフィギュレー
ション）コマンドを使用します。

インターフェイス上で modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドを使用することにより、イ
ンターフェイスで設定されている可能性のあるすべてのサブインターフェイスは自動的に削除

されます。また、インターフェイスおよびそのサブインターフェイス上で事前に使用された

可能性のあるすべての内部 VLANがリリースされ、Q-in-Q変換で再利用できるようになりま
す。コマンドのno形式の使用時にも同じ状況が発生します。no形式でも、すべてのサブイン
ターフェイスが削除され、インターフェイスとサブインターフェイスで現在使用中の VLAN
がすべてリリースされます。 modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドを入力する前に、イ
ンターフェイスのコンフィギュレーションを保存しておくことを推奨します。

注意

ポートチャネルインターフェイスカウンタ（showcountersinterfaceport-channelコマンドおよ
び showinterfaceport-channelcountersコマンドで表示される）は、Q-in-Qリンクバンドルに
GE-WANインターフェイスを使用するチャネルグループではサポートされません。ただし、
showinterfaceport-channel{number | number.subif }コマンド（countersキーワードなし）は、サ
ポートされます。

（注）
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mlsqostrustコマンドは、modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドで設定された GE-WAN
インターフェイスまたはポートチャネルグループには影響しません。これらのインターフェ

イスおよびポートチャネルは常に、このコンフィギュレーションにおける VLANサービスク
ラス（CoS）ビットを信頼します。

ヒント

___________________
例 次に、modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドの一般的なコンフィギュレーションの例を示し

ます。

Router# configure terminal

Router(config)# interface GE-WAN 4/1

Router(config-if)# mode dot1q-in-dot1q access-gateway

Router(config-if)#

次に、IPアドレスの設定を最初に削除せずに modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドを設定
しようとした場合に表示されるシステムメッセージの例を示します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface GE-WAN 3/0

Router(config-if)# mode dot1q-in-dot1q access-gateway

% interface GE-WAN3/0 has IP address 192.168.100.101
configured. Please remove the IP address before configuring
'mode dot1q-in-dot1q access-gateway' on this interface.
Router(config-if)# no ip address 192.168.100.101 255.255.255

Router(config-if)# mode dot1q-in-dot1q access-gateway

Router(config-if)#

次に、modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドの no形式を使用してインターフェイス上の
Q-in-Qマッピングをディセーブルにする例を示します。さらに、このコマンドはインターフェイ
ス上のすべてのサブインターフェイス、およびサブインターフェイス Q-in-Qマッピング
（bridge-domain（サブインターフェイスコンフィギュレーション）コマンド）とサービスポリ
シーのすべてを自動的に削除します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface GE-WAN 3/0

Router(config-if)# no mode dot1q-in-dot1q access-gateway

Router(config-if)#

次に、2つのGE-WANインターフェイスで作成され割り当てられた仮想ポートチャネルインター
フェイスの例を示します。modedot1q-in-dot1qaccess-gatewayコマンドはポートチャネルインター
フェイス上でイネーブルとなり、ポートチャネルインターフェイスが Q-in-Qリンクバンドルと
して動作できるようになります。

Router(config)# interface port-channel 20

Router(config-if)# interface GE-WAN 3/0

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
53

mac access-group から private-vlan mapping まで
mode dot1q-in-dot1q access-gateway



Router(config-if)# port-channel 20 mode on

Router(config-if)# interface GE-WAN 3/1

Router(config-if)# port-channel 20 mode on

Router(config-if)# interface port-channel 20

Router(config-if)# no ip address

Router(config-if)# mode dot1q-in-dot1q access-gateway

Router(config-if)#

次に、1つまたは複数の無効なインターフェイスを含むポートチャネルインターフェイス上で
Q-in-Q変換をイネーブルにしようとした場合に表示されるエラーメッセージの例を示します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface port-channel 30

7600-2(config-if)# mode dot1q-in-dot1q access-gateway

% 'mode dot1q-in-dot1q access-gateway' is not supported on Port-channel30
% Port-channel30 contains 2 Layer 2 Gigabit Ethernet interface(s)
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定された VLAN IDに PVCをバインドしま
す。

bridge-domain（サブインターフェイスコンフィ
ギュレーション）

QoSクラスマップコンフィギュレーションモー
ドにアクセスして QoSクラスマップを設定し
ます。

class-map

QoSポリシーマップを設定するための QoSポ
リシーマップコンフィギュレーションモード

にアクセスします。

policy-map

ポリシーマップをインターフェイスに付加しま

す。

service-policy

Q-in-Q変換された送信パケットのトランク
VLANタグの 802.1Q優先順位ビットを、内部
カスタマーエッジの VLANタグからのプライ
オリティ値で設定します。

set cos cos-inner（ポリシーマップコンフィギュ
レーション）

Q-in-Q変換で使用される内部、外部、およびト
ランク VLANを表示します。

show cwan qinq
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説明コマンド

ギガビットイーサネットWANインターフェイ
スでQ-in-Q変換に使用されるプロバイダーエッ
ジ VLAN IDを表示するか、特定プロバイダー
エッジ VLANに使用されるカスタマーエッジ
VLANを表示します。

show cwan qinq bridge-domain

1つまたはすべてのギガビットイーサネット
WANインターフェイスおよびポートチャネル
インターフェイス上の IEEE Q-in-Q変換のイン
ターフェイス統計を表示します。

show cwan qinq interface

Q-in-Q変換に関連した、スーパーバイザエン
ジンに搭載された XCMに保存されている情報
を表示します。

show cwtlc qinq
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name（MST）
マルチスパニングツリー（MST）のリージョン名を設定するには、MSTコンフィギュレーション
サブモードでnameコマンドを使用します。デフォルト名に戻すには、このコマンドのno形式を
使用します。

name name

no name name

___________________
構文の説明 MSTリージョンに付ける名前を指定します。

最大 32文字の任意のストリングです。
name

___________________
コマンドデフォルト 空の文字列

___________________
コマンドモード MSTコンフィギュレーション（config-mst）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されま
した。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS XE Release XE 3.7Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XE Release XE 3.7S

___________________
使用上のガイドライン 同じ VLANマッピングおよびコンフィギュレーションバージョン番号を持つ 2つ以上の Cisco

7600シリーズルータは、リージョン名が異なっている場合は別個のMSTリージョンにあると考
えられます。
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nameコマンドを使用してMSTリージョン名を設定する場合には注意してください。設定を
間違えると、Cisco 7600シリーズルータが別のリージョンに配置されます。設定名は、大文
字と小文字が区別されるパラメータです。

注意

___________________
例 次に、リージョンに名前を付ける例を示します。

Device(config-mst)# name Cisco
Device(config-mst)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VLANまたは VLANセットをMSTインスタン
スにマッピングします。

instance

MSTコンフィギュレーションのリビジョン番号
を設定します。

revision

MSTコンフィギュレーションを確認します。show

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

MSTコンフィギュレーションサブモードを開
始します。

spanning-tree mst configuration
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port-channel load-defer
すべてのポートチャネルのポートロードシェアの延期間隔を設定するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードでport-channelload-deferコマンドを使用します。ポート延期間隔をデフォ
ルト設定にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

port-channel load-defer seconds

no port-channel load-defer seconds

___________________
構文の説明

ロードシェアリングがスイッチで延期される間

隔を秒で設定します。有効な範囲は、1～1800
秒です。デフォルトの延期間隔は、120秒で
す。

seconds

___________________
コマンドデフォルト ポート延期間隔は、120秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXH

このコマンドが導入されました。Cisco IOS Release 12.2(50)SYで
使用する seconds変数が追加されました。

12.2(50)SY

___________________
使用上のガイドライン ステートフルスイッチオーバー（SSO）後に発生するデータの損失を減らすために、Multichassis

EtherChannel（MEC）によって Virtual Switching System（VSS）に接続されるスイッチのポート
チャネルでport-channelportload-deferコマンドを入力して、ポートロードシェアの延期をイネー
ブルにできます。ポートロードシェアの延期により、VSSが SSOから回復する間に、スイッチ
が、VSSの失敗したシャーシにおけるMECメンバポートに一時的にデータトラフィックを転送
できないようにします。

ロードシェア延期間隔は、port-channelload-deferコマンドで設定可能な 1つのグローバルタイ
マーで決まります。 SSOスイッチオーバー後の数秒から数分までの期間が、ラインカードの再初
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期設定およびフォワーディングテーブルの再確立、特にマルチキャストトポロジーに対して必要

となります。

secondsの有効な範囲は 1～ 1800秒であり、そのデフォルトは 120秒です。

___________________
例 次に、グローバルポート延期間隔を 60秒に設定する例を示します。

Router(config)#
port-channel load-defer 60
Router(config)#

次に、ポートチャネルにおけるポート延期間隔のコンフィギュレーションを確認する例を示しま

す。

Router# show etherchannel 50 port-channel

Port-channels in the group:
----------------------

Port-channel: Po50 (Primary Aggregator)
------------
Age of the Port-channel = 0d:00h:22m:20s
Logical slot/port = 46/5 Number of ports = 3
HotStandBy port = null
Port state = Port-channel Ag-Inuse
Protocol = LACP
Fast-switchover = disabled
Load share deferral = enabled defer period = 60 sec

time left = 57 sec
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポートチャネル仮想インターフェイスを作成

し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードに入ります。

interface port-channel

ポートチャネルにおけるポートロードシェア

延期機能をイネーブルにします。

port-channel port load-defer

チャネルの EtherChannel情報を表示します。show etherchannel
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private-vlan
プライベート VLAN（PVLAN）を設定するには、VLANコンフィギュレーションサブモードで
private-vlanコマンドを使用します。 PVLANコンフィギュレーションを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

private-vlan {isolated| community| primary}

no private-vlan {isolated| community| primary}

___________________
構文の説明 VLANを独立 PVLANとして指定します。isolated

VLANをコミュニティ PVLANとして指定しま
す。

community

VLANをプライマリPVLANとして指定します。primary

___________________
コマンドデフォルト PVLANは設定されていません。

___________________
コマンドモード VLANコンフィギュレーション（config-vlan）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(14)SX

このコマンドが変更されました。設定に関する制限事項が追加され

ました。詳細については、「使用上のガイドライン」の項を参照し

てください。

12.2(17a)SX

このコマンドが変更されました。 Supervisor Engine 2上のこのコマン
ドのサポートが Release 12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M
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___________________
使用上のガイドライン PVLANをポートセキュリティポートには設定できません。ポートセキュリティが設定されたポー

トで pvlanコマンドを入力すると、次のエラーメッセージが表示されます。

Command rejected: Gix/y is Port Security enabled port.

12ポートから構成されるグループ（1～ 12、13～ 24、25～ 36、および 37～ 48）内のポートの
1つがトランクやスイッチポートアナライザ（SPAN）の宛先、または無差別 PVLANポートの場
合は、ポートを独立 VLANポートまたはコミュニティ VLANポートとして設定しないでくださ
い。設定すると、12ポート内の他のポートの独立またはコミュニティ VLAN設定が非アクティ
ブになります。これらのポートを再びアクティブにするには、独立VLANポートまたはコミュニ
ティ VLANポートの設定を削除して、shutdownおよび noshutdownコマンドを入力します。

PVLAN（プライマリまたはセカンダリ）における VLANコンフィギュレーションモードで
shutdownコマンドを入力し、次に noshutdownコマンドを入力すると、PVLANタイプおよび
アソシエーション情報が削除される場合があります。 VLANを PVLANとして設定し直しま
す。

注意

Release 12.2(17a)SXでは、この制約事項はWS-X6548-RJ-45およびWS-X6548-RJ-21を除く
Ethernet 10 Mb、10/100Mb、100Mbモジュールに適用されます。 Release 12.2(17a)SXよりも前
のリリースでは、この制約事項は Ethernet 10 Mb、10/100 Mb、100 Mbモジュールに適用され
ます。

（注）

VLAN 1または VLAN 1001～ 1005を PVLANとして設定できません。

VLANトランキングプロトコル（VTP）は PVLANコンフィギュレーションを伝播しません。各
保護ポートまたはプライベートポートは、VTPにサポートされない PVLANに関連付けられま
す。したがって、PVLANポートを必要とするデバイスごとに、PVLANを設定する必要がありま
す。

無差別ポートは、プライマリ VLANに割り当てられたプライベートポートです。

独立 VLANは、混合モードポートと通信するために独立ポートが使用する VLANです。同じ
VLAN上の他のすべてのプライベートポートでは、独立VLANのトラフィックはブロックされま
す。独立 VLANのトラフィックは、対応するプライマリ VLANに割り当てられた標準トランキ
ングポートおよび無差別ポートだけが受信できます。

プライマリVLANは、ルータからプライベートポート上の顧客端末ステーションにトラフィック
を伝送するために使用される VLANです。

コミュニティ VLANは、対応するプライマリ VLAN上にある、コミュニティポート間のトラ
フィックおよびコミュニティポートから無差別ポートへのトラフィックを運ぶ VLANです。

複数のコミュニティVLANが許可されますが、vlanコマンドには独立 vlan-idを 1つだけ指定でき
ます。独立 VLANおよびコミュニティ VLANは、1つの VLANにだけ関連付けることができま
す。関連付けられた VLANリストには、プライマリ VLANが含まれていてはなりません。すで
にプライマリVLANに関連付けられているVLANは、プライマリVLANとして設定できません。
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VLANコンフィギュレーションモードを終了するまで、private-vlanコマンドは作用しません。

プライマリ VLANまたはセカンダリ VLANを削除すると、その VLANに関連付けされたポート
は非アクティブになります。

その他の設定ガイドラインについては、『Cisco 7600 Series Router Cisco IOS Software Configuration
Guide』を参照してください。

___________________
例 次に、コミュニティ LANとして VLAN 303を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# vlan 303
Router(config-vlan)# private-vlan community
Router(config-vlan)# end

次に、独立 VLANとして VLAN 440を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# vlan 440
Router(config-vlan)# private-vlan isolated
Router(config-vlan)# end

次に、プライマリ LANとして VLAN 233を設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# vlan 233
Router(config-vlan)# private-vlan primary
Router(config-vlan)# end

次に、PVLAN関係を削除し、プライマリ VLANを削除する例を示します。関連付けられたセカ
ンダリ VLANは削除されません。

Router(config-vlan)# no private-vlan

___________________
関連コマンド

説明コマンド

PVLAN間のアソシエーションを作成します。private-vlan association

VLAN情報を表示します。show vlan

PVLAN情報を表示します。show vlan private-vlan

特定の VLANを設定します。vlan（VLAN）
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show dot1q-tunnel から show udld まで

• show dot1q-tunnel, 64 ページ

• show errdisable flap-values, 66 ページ

• show mac-address-table, 68 ページ

• show mac-address-table aging-time, 80 ページ

• show mac-address-table dynamic, 83 ページ

• show mac-address-table learning, 88 ページ

• show mac-address-table static, 92 ページ

• show spanning-tree, 97 ページ

• show udld, 111 ページ
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show dot1q-tunnel
802.1Qトンネル対応ポートのリストを表示するには、ユーザ EXECモードで showdot1q-tunnelコ
マンドを使用します。

show dot1q-tunnel [interface interface interface-number]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスタイプを指定しま

す。有効値は ethernet、fastethernet、
gigabitethernet、tengigabitethernet、
port-channel、および ge-wanです。

interface interface

（任意）インターフェイス番号。有効値につい

ては、「使用上のガイドライン」の項を参照し

てください。

interface-number

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC (>)

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン キーワードを入力しないと、すべてのインターフェイスの 802.1Qトンネルポートが表示されま

す。

ge-wanキーワードは、Supervisor Engine 720が搭載された Cisco 7600シリーズルータではサポー
トされません。

interface-number引数は、ethernet、fastethernet、gigabitethernet、tengigabitethernet、および ge-wan
キーワードに対して、モジュールおよびポート番号を指定します。有効値は、使用するシャーシ

およびモジュールによって異なります。たとえば、13スロットシャーシに48ポート10/100BASE-T
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イーサネットモジュールが搭載されている場合、スロット番号の有効値は 1～ 13、ポート番号の
有効値は 1～ 48です。

interface-number引数は、port-channelキーワードのポートチャネル番号を指定します。有効値は、
1～ 282です。 257～ 282の値は、コンテントスイッチングモジュール（CSM）およびファイア
ウォールサービスモジュール（FWSM）にだけサポートされています。

___________________
例 次の例は、ポートが起動していて、その上に 802.1Qトンネルが 1つ設定されていることを示しま

す。出力にはフィールドの説明も表示されます。

Router# show dot1q-tunnel interface port-channel 10
Interface
---------
Po10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスタイプを設定します。switchport mode

トランク内のすべてのVLANの dot1qタギング
をイネーブルにします。

vlan dot1q tag native
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show errdisable flap-values
フラップエラーを特定の原因の結果として認識する条件を表示するには、ユーザ EXECモードま
たは特権 EXECモードで showerrdisableflap-valuesコマンドを使用します。

show errdisable flap-values

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、Cisco 3845シリーズルータの Cisco IOS Release
15.0(1)よりも前のリリースに導入されました。

15.0(1)

___________________
使用上のガイドライン Flaps列には、指定された時間間隔内にステートへの変更を何回行うと、エラーが検出されてポー

トがディセーブルになるのかが表示されます。たとえば、「例」の項では、3つのダイナミック
トランキングプロトコル（DTP）ステート（ポートモードアクセス/トランク）、またはポート
集約プロトコル（PAgP）フラップが 30秒間隔で変更された場合、または 5つのリンクステート
（リンクアップ/ダウン）が 10秒間隔で変更された場合は、エラーと見なされてポートがシャッ
トダウンすることが示されます。

___________________
例 次に、showerrdisableflap-valuesコマンドの出力例を示します。

Router# show errdisable flap-values

ErrDisable Reason Flaps Time (sec)
----------------- ------ ----------
pagp-flap 3 30
dtp-flap 3 30
link-flap 20 10

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 2：show errdisable flap-values のフィールドの説明

説明フィールド

エラーディセーブルの原因。ErrDisable Reason
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説明フィールド

フラップの総数。Flaps

回復タイマーに設定された時間（秒単位）。Time (sec)

PAgPフラップエラーディセーブル。pagp-flap

DTPフラップエラーディセーブル。dtp-flap

Linkフラップエラーディセーブル。link-flap

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定の原因、またはすべての原因に対して

errdisable検出をイネーブルにします。
errdisable detect cause

回復メカニズム変数を設定します。errdisable recovery
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show mac-address-table
MACアドレステーブルを表示するには、特権 EXECモードで showmac-address-tableコマンドを
使用します。

Cisco 2600, 3600, and 3700 Series Routers

show mac-address-table [secure| self| count][addressmacaddress][interfacetype/number]{fa |
gislot/port}[atmslot/port][atmslot/port ][vlanvlan-id]

Catalyst 4500 Series Switches

show mac-address-table {assigned| ip| ipx| other}

Catalyst 6000/6500 Series Switches and 7600 Series Routers

show mac-address-table [ address mac-addr [all | interface type/number | module number | vlan
vlan-id ] | aging-time [vlan vlan-id ] | count[module number | vlan vlan-id ] | interface type/number | limit
[vlan vlan-id | module number | interface type] | module number | multicast [ count] [igmp-snooping
|mld-snooping | user ][vlan vlan-id ] | notification {mac-move[counter[vlan]]| threshold| change}[interface
[number]] | synchronize statistics | unicast-flood | vlan vlan-id [all|module number]]

___________________
構文の説明

（任意）セキュアアドレスだけを表示します。secure

（任意）スイッチ自体が追加したアドレスだけ

を表示します。

self

（任意）MACアドレステーブル内の現在のエ
ントリ数を表示します。

count

（任意）特定のMACアドレスのMACアドレ
ステーブルに関する情報を表示します。フォー

マットの詳細については、「使用上のガイドラ

イン」の項を参照してください。

address mac-addr

（任意）特定のインターフェイスのアドレスを

表示します。 Catalyst 6500および 6000シリー
ズスイッチの場合、有効値は atm、
fastethernet、gigabitethernet、および
port-channelです。Cisco7600シリーズの場合、
有効値はatm、ethernet、fastethernet、ge-wan、
gigabitethernet、tengigabitethernet、および pos
です。

interface type / number

（任意）ファストイーサネットインターフェ

イスを指定します。

fa
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（任意）ギガビットイーサネットインターフェ

イスを指定します。

gi

（任意）スロット 1または 2のモジュールにダ
イナミックアドレスを追加します。スラッシュ

記号が必要です。

slot / port

（任意）ATMモジュール slot /portにダイナミッ
クアドレスを追加します。スロット番号には

1または 2を使用します。ポート番号として 0
を使用します。スラッシュ記号が必要です。

atm slot /port

（任意）特定の VLANのアドレスを表示しま
す。Cisco 2600、3600、および3700シリーズの
場合、有効値は 1～ 1005です。先行ゼロを入
力しないでください。 Cisco IOS Release
12.4(15)T以降、有効な VLAN IDの範囲は 1～
4094です。

Catalyst 6500および 6000シリーズスイッチお
よび 7600シリーズの場合、有効値は 1～ 4094
です。

vlan vlan -id

割り当てられたプロトコルエントリを指定しま

す。

assigned

IPプロトコルエントリを指定します。ip

IPXプロトコルエントリを指定します。ipx

その他のプロトコルエントリを指定します。other

（任意）転送テーブル内にある、指定された

MACアドレスのすべてのインスタンスを表示
します。

all

（任意）モジュールおよびインターフェイス番

号

type / number

（任意）特定の Distributed Forwarding Card
（DFC）モジュールのMACアドレステーブル
に関する情報を表示します。

module number

（任意）VLANのエージングタイムを表示しま
す。

aging-time
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MAC使用情報を表示します。limit

マルチキャストMACアドレステーブルエント
リに関する情報だけを表示します。

multicast

インターネットグループ管理プロトコル

（IGMP）スヌーピングによって学習されたア
ドレスを表示します。

igmp-snooping

Multicast Listener Discover version 2（MLDv2）ス
ヌーピングによって学習されたアドレスを表示

します。

mld-snooping

手動で入力された（スタティック）アドレスを

表示します。

user

MAC移動通知ステータスを表示します。notification mac-move

（任意）MACが移動した回数およびシステム
で発生したこれらのインスタンス数が表示され

ます。

notification mac-move counter

（任意）表示するVLANを指定します。Catalyst
6500および 6000シリーズスイッチおよび 7600
シリーズの場合、有効値は 1～ 4094です。

vlan

連想メモリ（CAM）テーブル利用通知ステータ
スを表示します。

notification threshold

MAC通知パラメータおよび履歴テーブルを表
示します。

notification change

スイッチプロセッサまたは DFCで収集された
統計情報を表示します。

synchronize statistics

ユニキャストフラッディング情報を表示しま

す。

unicast-flood

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2(8)SA

このコマンドが変更されました。 aging-time、count、self、vlan vlan-id
の各キーワードおよび引数が追加されました。

11.2(8)SA3

このコマンドが変更されました。 atmslot/portのキーワードと引数の組
み合わせが追加されました。

11.2(8)SA5

このコマンドが変更されました。このコマンドは、Cisco 2600、3600、
および 3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが変更されました。このコマンドがCatalyst 4500シリーズ
スイッチに実装されました。

12.1(8a)EW

このコマンドは、Cisco 2600、3600、および 3700シリーズルータのCisco
IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドが変更されました。このコマンドがスーパーバイザエンジ

ン 720に実装されました。
12.2(14)SX

このコマンドが変更されました。 Catalyst 6500および 6000シリーズス
イッチおよび7600シリーズの場合、次のオプションのキーワードおよび
引数をサポートするように、このコマンドが変更されました。

• count module number

• limit [vlan vlan-id | port number | interface interface-type

• notification threshold

• unicast-flood

12.2(17a)SX

このコマンドが変更されました。このコマンドのサポートが Supervisor
Engine 2に追加されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが変更されました。 Catalyst 6500および 6000シリーズス
イッチ、Cisco 7600シリーズのサポートは、Supervisor Engine 720の
mld-snoopingキーワードにだけ追加されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが変更されました。 Catalyst 6500および 6000シリーズス
イッチ、Cisco 7600シリーズのサポートは、Supervisor Engine 720の
synchronizestatisticsキーワードにだけ追加されました。

12.2(18)SXF
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。このコマンドが、Cisco IOS Release
12.2(33)SRAに統合されました。

12.2(33)SRA

このコマンドは、指定されたプラットフォームに対する VLAN IDの有
効範囲を 1～ 4094に拡張するように修正されました。

12.4(15)T

このコマンドが変更されました。changeキーワードが追加されました。12.2(33)SXH

このコマンドが変更され、counterキーワードが追加されました。12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン Cisco 2600、3600、および 3700シリーズルータ

showmac-address-tableコマンドは、スイッチのMACアドレステーブルを表示します。オプショ
ンのキーワードおよび引数を使用することによって、特定のビューを定義できます。複数のオプ

ションのキーワードが使用される場合は、表示されるそのエントリに対して、すべての条件が当

てはまる必要があります。

Catalyst 4500シリーズスイッチ

ルーテッドポートで使用されるMACアドレステーブルエントリの場合、内部 VLAN番号では
なく、ルーテッドポートの名前が [vlan]カラムに表示されます。

Catalyst 6000および 6500シリーズスイッチおよび Cisco 7600シリーズルータ

モジュール番号を指定しないと、showmac-address-tableコマンドの出力に Supervisor Engineに関
する情報が表示されます。DFCのMACアドレステーブルに関する情報を表示するには、モジュー
ル番号または allキーワードを入力する必要があります。

mac-addrの値は 48ビットMACアドレスです。有効なフォーマットは H.H.Hです。

インターフェイス number引数では、モジュールおよびポート番号を指定します。有効値は、指
定されたインターフェイスタイプ、および使用されるシャーシとモジュールによって異なりま

す。たとえば、13スロットシャーシに 48ポート 10/100BASE-Tイーサネットモジュールが搭載
されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイスを指定すると、モジュール番号の

有効値は 1～ 13、ポート番号の有効値は 1～ 48になります。

オプションの module numberのキーワードと引数のペアは、DFCモジュールだけでサポートされ
ます。 module numberのキーワードと引数のペアは、モジュール番号を指定します。

mac-group-address引数の有効値は 1～ 9です。

オプションの countキーワードは、マルチキャストエントリ数を表示します。

オプションのmulticastキーワードは、VLAN内のマルチキャストMACアドレス（グループ）を
表示したり、スタティックに導入された、または IGMPスヌーピングによって学習されたレイヤ
2テーブル内のすべてのエントリを表示したりします。

show mac-address-table unicast-floodコマンドの出力で表示される情報は次のとおりです。
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•フィルタモードの使用を設定されていないすべての VLAN間で共有された、最大 50のフ
ラッディングエントリを記録できます。

•出力フィールドの表示は、次のように定義されます。

• ALERT：情報は約 3秒ごとに更新されます。

• SHUTDOWN：情報は約 3秒ごとに更新されます。

宛先MACアドレスで表示される情報は、ポートがシャットダウンしてフラッディングが停止
するとただちに削除されます。

（注）

•情報はフィルタを導入するたびに更新されます。この情報はフィルタを削除するまで維持さ
れます。

Learnフィールドに表示されるダイナミックエントリは、常に Yesに設定されます。

show mac-address-table limitコマンドの出力は、次の情報を表示します。

• MACアドレスの現在数

•許可されたMACエントリの最大数

•使用率（%）

show mac-address-table synchronize statisticsコマンドの出力は、次の情報を表示します。

•各時間間隔で処理されるメッセージ数

•同期化用に送信されるアクティブエントリの数

•更新されたエントリ、作成されたエントリ、無視されたエントリ、または失敗したエントリ
の数

___________________
例 次に、show mac-address-tableコマンドの出力例を示します。

Switch# show mac-address-table

Dynamic Addresses Count: 9
Secure Addresses (User-defined) Count: 0
Static Addresses (User-defined) Count: 0
System Self Addresses Count: 41
Total MAC addresses: 50
Non-static Address Table:
Destination Address Address Type VLAN Destination Port
------------------- ------------ ---- --------------------
0010.0de0.e289 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0010.7b00.1540 Dynamic 2 FastEthernet0/5
0010.7b00.1545 Dynamic 2 FastEthernet0/5
0060.5cf4.0076 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0060.5cf4.0077 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0060.5cf4.1315 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0060.70cb.f301 Dynamic 1 FastEthernet0/1
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00e0.1e42.9978 Dynamic 1 FastEthernet0/1
00e0.1e9f.3900 Dynamic 1 FastEthernet0/1

___________________
例 次に、特定のプロトコルタイプ（この場合は「assigned」）のMACアドレステーブルエントリ

を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table protocol assigned

vlan mac address type protocol qos ports
-----+---------------+--------+---------+---+--------------------------------
200 0050.3e8d.6400 static assigned -- Switch
100 0050.3e8d.6400 static assigned -- Switch
5 0050.3e8d.6400 static assigned -- Switch

4092 0000.0000.0000 dynamic assigned -- Switch
1 0050.3e8d.6400 static assigned -- Switch
4 0050.3e8d.6400 static assigned -- Switch

4092 0050.f0ac.3058 static assigned -- Switch
4092 0050.f0ac.3059 dynamic assigned -- Switch

1 0010.7b3b.0978 dynamic assigned -- Fa5/9

次に、上記の例の「other」の出力例を示します。

Switch# show mac-address-table protocol other

Unicast Entries
vlan mac address type protocols port
-------+---------------+--------+---------------------+--------------------

1 0000.0000.0201 dynamic other FastEthernet6/15
1 0000.0000.0202 dynamic other FastEthernet6/15
1 0000.0000.0203 dynamic other FastEthernet6/15
1 0000.0000.0204 dynamic other FastEthernet6/15
1 0030.94fc.0dff static ip,ipx,assigned,other Switch
2 0000.0000.0101 dynamic other FastEthernet6/16
2 0000.0000.0102 dynamic other FastEthernet6/16
2 0000.0000.0103 dynamic other FastEthernet6/16
2 0000.0000.0104 dynamic other FastEthernet6/16

Fa6/1 0030.94fc.0dff static ip,ipx,assigned,other Switch
Fa6/2 0030.94fc.0dff static ip,ipx,assigned,other Switch
Multicast Entries
vlan mac address type ports
-------+---------------+-------+-------------------------------------------

1 ffff.ffff.ffff system Switch,Fa6/15
2 ffff.ffff.ffff system Fa6/16

1002 ffff.ffff.ffff system
1003 ffff.ffff.ffff system
1004 ffff.ffff.ffff system
1005 ffff.ffff.ffff system
Fa6/1 ffff.ffff.ffff system Switch,Fa6/1
Fa6/2 ffff.ffff.ffff system Switch,Fa6/2

___________________
例 次に、show mac-address-tableコマンドの出力例を示します。

Switch# show mac-address-table

Dynamic Addresses Count: 9
Secure Addresses (User-defined) Count: 0
Static Addresses (User-defined) Count: 0
System Self Addresses Count: 41
Total MAC addresses: 50
Non-static Address Table:
Destination Address Address Type VLAN Destination Port
------------------- ------------ ---- --------------------
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0010.0de0.e289 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0010.7b00.1540 Dynamic 2 FastEthernet0/5
0010.7b00.1545 Dynamic 2 FastEthernet0/5
0060.5cf4.0076 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0060.5cf4.0077 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0060.5cf4.1315 Dynamic 1 FastEthernet0/1
0060.70cb.f301 Dynamic 1 FastEthernet0/1
00e0.1e42.9978 Dynamic 1 FastEthernet0/1
00e0.1e9f.3900 Dynamic 1 FastEthernet0/1

分散 Distributed Encoded Address Recognition Logic（EARL）スイッチでは、アスタリスク（*）
はこの EARLに対応付けられたポート上で学習されたMACアドレスを示します。

（注）

次に、Supervisor Engine 720を搭載した特定のMACアドレスのMACアドレステーブルに関する
情報を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table address 001.6441.60ca

Codes: * - primary entry
vlan mac address type learn qos ports

------+----------------+--------+-----+---+--------------------------
Supervisor:
* --- 0001.6441.60ca static No -- Router

次に、Supervisor Engine 720を搭載した特定のMACアドレスのMACアドレステーブル情報を表
示する例を示します。

Router# show mac-address-table address 0100.5e00.0128

Legend: * - primary entry
age - seconds since last seen
n/a - not available

vlan mac address type learn age ports
------+----------------+--------+-----+----------+--------------------------
Supervisor:
* 44 0100.5e00.0128 static Yes - Fa6/44,Router
* 1 0100.5e00.0128 static Yes - Router
Module 9:
* 44 0100.5e00.0128 static Yes - Fa6/44,Router
* 1 0100.5e00.0128 static Yes - Router

次に、すべての VLANに現在設定されているエージングタイムを表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table aging-time

Vlan Aging Time
---- ----------
*100 300
200 1000

次に、特定のスロットのエントリ数を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table count module 1

MAC Entries on slot 1 :
Dynamic Address Count: 4
Static Address (User-defined) Count: 25
Total MAC Addresses In Use: 29
Total MAC Addresses Available: 131072
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次に、Supervisor Engine 720を搭載した特定のインターフェイスのMACアドレステーブルに関す
る情報を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table interface fastethernet 6/45

Legend: * - primary entry
age - seconds since last seen
n/a - not available

vlan mac address type learn age ports
------+----------------+--------+-----+----------+--------------------------
* 45 00e0.f74c.842d dynamic Yes 5 Fa6/45

先行アスタリスク（*）は、外部装置から特定のモジュールへの着信パケットに基づいて学習
されたMACアドレスからのエントリを示します。

（注）

次に、特定のスロットの制限情報を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table limit vlan 1 module 1

vlan switch module action maximum Total entries flooding
-------+--------+---------+-----------+--------+--------------+------------
1 1 7 warning 500 0 enabled
1 1 11 warning 500 0 enabled
1 1 12 warning 500 0 enabled

Router#show mac-address-table limit vlan 1 module 2

vlan switch module action maximum Total entries flooding
-------+--------+---------+-----------+--------+--------------+------------
1 2 7 warning 500 0 enabled
1 2 9 warning 500 0 enabled

次に、MAC移動通知ステータスを表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table notification mac-move

MAC Move Notification: Enabled

次に、MAC移動統計情報を表示する例を示します。

Router# show mac-address-table notification mac-move counter

-----------------------------------------------------------------------------------
Vlan Mac Address From Mod/Port To Mod/Port Count
---- ----------------- ----------------------- ----------------------- ------------
1 00-01-02-03-04-01 2/3 3/1 10
20 00-01-05-03-02-01 5/3 5/1 20

次に、CAM-table利用通知ステータスを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table notification threshold

Status limit Interval
-------------+-----------+-------------
enabled 1 120

次に、MAC通知パラメータおよび履歴テーブルを表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table notification change
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MAC Notification Feature is Disabled on the switch
MAC Notification Flags For All Ethernet Interfaces :
----------------------------------------------------
Interface MAC Added Trap MAC Removed Trap
-------------------- -------------- ----------------

次に、特定のインターフェイスのMAC通知パラメータおよび履歴テーブルを表示する例を示し
ます。

Switch# show mac-address-table notification change interface gigabitethernet5/2

MAC Notification Feature is Disabled on the switch
Interface MAC Added Trap MAC Removed Trap
-------------------- -------------- ----------------
GigabitEthernet5/2 Disabled Disabled

次に、unicast-flood情報を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table unicast-flood

> > Unicast Flood Protection status: enabled
> >
> > Configuration:
> > vlan Kfps action timeout
> > ------+----------+-----------------+----------
> > 2 2 alert none
> >
> > Mac filters:
> > No. vlan source mac addr. installed
> > on time left (mm:ss)
> >
> >-----+------+-----------------+------------------------------+------------------
> >
> > Flood details:
> > Vlan source mac addr. destination mac addr.
> >
> >------+----------------+-------------------------------------------------
> > 2 0000.0000.cafe 0000.0000.bad0, 0000.0000.babe,
> > 0000.0000.bac0
> > 0000.0000.bac2, 0000.0000.bac4,
> > 0000.0000.bac6
> > 0000.0000.bac8
> > 2 0000.0000.caff 0000.0000.bad1, 0000.0000.babf,
> > 0000.0000.bac1
> > 0000.0000.bac3, 0000.0000.bac5,
> > 0000.0000.bac7
> > 0000.0000.bac9

次に、特定の VLANのMACアドレステーブルに関する情報を表示する例を示します。

Switch#show mac-address-table vlan 100

vlan mac address type protocol qos ports
-----+---------------+--------+---------+---+--------------------------------
100 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router
100 0050.7312.0cff dynamic ip -- Fa5/9
100 0080.1c93.8040 dynamic ip -- Fa5/9
100 0050.3e8d.6400 static ipx -- Router
100 0050.3e8d.6400 static other -- Router
100 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch
100 00d0.5870.a4ff dynamic ip -- Fa5/9
100 00e0.4fac.b400 dynamic ip -- Fa5/9
100 0100.5e00.0001 static ip -- Fa5/9,Switch
100 0050.3e8d.6400 static ip -- Router
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次に、MLDv2スヌーピングのMACアドレステーブルに関する情報を表示する例を示します。

Switch# show mac-address-table multicast mld-snooping

vlan mac address type learn qos ports
-----+---------------+--------+-----+---+--------------------------------
--- 3333.0000.0001 static Yes - Switch,Stby-Switch
--- 3333.0000.000d static Yes - Fa2/1,Fa4/1,Router,Switch
--- 3333.0000.0016 static Yes - Switch,Stby-Switch

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 3：show mac-address-table のフィールドの説明

説明フィールド

MACアドレステーブルのダイナミックアドレ
スの総数。

Dynamic Addresses Count

MACアドレステーブルのセキュアアドレスの
総数。

Secure Addresses (User-defined) Count

MACアドレステーブルのスタティックアドレ
スの総数。

Static Addresses (User-defined) Count

MACアドレステーブルのアドレスの総数。System Self Addresses Count

MACアドレステーブルのMACアドレスの総
数。

Total MAC addresses

MACアドレステーブルに表示される宛先アド
レス。

Destination Address

アドレスタイプ：スタティックまたはダイナ

ミック。

Address Type

VLAN番号。VLAN

MACアドレステーブルに表示される宛先ポー
トの情報。

Destination Port

エントリのMACアドレス。mac address

MACアドレステーブルに表示されるプロトコ
ル。

protocol

MACアドレステーブルに関連付けられるQoS。qos

ポートタイプ。ports

   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
78

show dot1q-tunnel から show udld まで
show mac-address-table



説明フィールド

インターフェイスが最後に発生してからの時間

（秒単位）。

age

エントリのエージングタイム。Aging Time

モジュール番号。module

アクションのタイプ。action

フラッディングのステータス。flooding

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレステーブルからエントリを削除し
ます。

clear mac-address-table

レイヤ2テーブル内のエントリにエージングタ
イムを設定します。

mac-address-table aging-time

MAC制限をイネーブルにします。mac-address-table limit

MAC移動通知をイネーブルにします。mac-address-table notification mac-move

MACアドレステーブルにスタティックエント
リを追加するか、アドレスの IGMPスヌーピン
グがディセーブルになっているスタティック

MACアドレスを設定します。

mac-address-table static

レイヤ 2 MACアドレステーブルのエントリを
PFCおよびすべての DFC間で同期化します。

mac-address-table synchronize

スタティックMACアドレステーブルエントリ
だけを表示します。

show mac-address-table static
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show mac-address-table aging-time
MACアドレスのエージングタイムを表示するには、特権 EXECモードで
showmac-address-tableaging-timeコマンドを使用します。

Cisco 2600 Series, Cisco 3600 Series, and Cisco 3700 Series Routers

show mac-address-table aging-time

Catalyst Switches

show mac-address-table aging-time [vlan vlan-id] [[begin| exclude| include] expression]

___________________
構文の説明

（任意）VLANを指定します。有効値は 1～
1005です。

vlan vlan-id

（任意）出力表示が expressionと一致する行で
始まるように指定します。

begin

（任意）出力表示が expressionと一致する行を
除外するように指定します。

exclude

（任意）出力表示が、指定された expressionと
一致する行を含むように指定します。

include

参照ポイントとして使用する出力内の文字列で

す。

expression

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが、Cisco2600シリーズ、Cisco3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco2600シリーズ、Cisco3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
例 次に、すべての VLANに現在設定されているエージングタイムを表示する例を示します。出力

にはフィールドの説明も表示されます。

___________________
例

Router# show mac-address-table aging-time
Mac address aging time 300

___________________
例

Router# show mac-address-table aging-time
Vlan Aging Time
---- ----------
100 300
200 1000

次に、特定の VLANに現在設定されているエージングタイムを表示する例を示します。出力に
はフィールドの説明も表示されます。

Router# show mac-address-table aging-time vlan 100
Vlan Aging Time
---- ----------
100 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のMACアドレスのMACアドレステーブ
ル情報を表示します。

show mac -address-tableaddress

MACアドレステーブルの現在のエントリの数
を表示します。

show mac -address-tablecount

詳細MACアドレステーブル情報を表示しま
す。

show mac -address-tabledetail

ダイナミックMACアドレステーブルエントリ
だけを表示します。

show mac -address-tabledynamic
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説明コマンド

特定のインターフェイスのMACアドレステー
ブル情報を表示します。

show mac -address-tableinterface

マルチキャストMACアドレステーブル情報を
表示します。

show mac -address-tablemulticast

プロトコルに基づくMACアドレステーブル情
報を表示します。

show mac -address-tableprotocol

スタティックMACアドレステーブルエントリ
だけを表示します。

show mac -address-tablestatic

特定のVLANのMACアドレステーブル情報を
表示します。

show mac -address-tablevlan
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show mac-address-table dynamic
ダイナミックMACアドレステーブルエントリだけを表示するには、特権 EXECモードで
showmac-address-tabledynamicコマンドを使用します。

Cisco 2600 Series, Cisco 3600 Series, and Cisco 3700 Series Routers

show mac-address-table dynamic [address mac-addr| interface interface type slot/number | vlan vlan]

Catalyst Switches

show mac-address-table dynamic [address mac-addr| detail| interface interface numberprotocol protocol
|module number| vlan vlan][begin| exclude| include| expression]

Catalyst 6500 Series Switches

show mac-address-table dynamic [address mac-addr| interface interface interface-number [all|module
number]|module num| vlan vlan-id [all|module number]]

___________________
構文の説明

（任意）48ビットMACアドレスを指定しま
す。有効なフォーマットは H.H.Hです。

address mac -address

（任意）MACアドレステーブル情報の詳細表
示を指定します。

detail

（任意）一致するインターフェイスを指定しま

す。有効な type値は FastEthernetおよび
GigabitEthernetで、有効な number値は 1～ 9で
す。

interface type number

（任意）一致するインターフェイスを指定しま

す。有効な type値は FastEthernetおよび
GigabitEthernetです。

interface type

（任意）スロット 1または 2のモジュールにダ
イナミックアドレスを追加します。

slot

（任意）使用するイーサネットスイッチネッ

トワークモジュールのタイプに基づくポート

インターフェイス番号の範囲。

• NM-16ESWの場合は 0～ 15

• NM-36ESWの場合は 0～ 35

• GigabitEthernetの場合は 0～ 1

port
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（任意）プロトコルを指定します。キーワード

の定義については、「使用上のガイドライン」

の項を参照してください。

protocol protocol

（任意）特定の Distributed Forwarding Card
（DFC）モジュールのMACアドレステーブル
に関する情報を表示します。

module number

（任意）特定の VLANのエントリを表示しま
す。有効値は 1～ 1005です。

vlan vlan

（任意）出力表示が expressionと一致する行で
始まるように指定します。

begin

（任意）出力表示が expressionと一致する行を
除外するように指定します。

exclude

（任意）出力表示が、指定された expressionと
一致する行を含むように指定します。

include

参照ポイントとして使用する出力内の文字列で

す。

expression

（任意）すべてのダイナミックMACアドレス
テーブルエントリが出力表示されるように指定

します。

all

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されま
した。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

Catalyst 6500シリーズスイッチにこのコマンドのサポートが導入され
ました。

12.2(14)SX

このコマンドが変更され、Catalyst 6500シリーズスイッチ上で allキー
ワードをサポートするようになりました。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータ

EtherChannelインターフェイスの showmac-address-tabledynamicコマンド出力は、ポート番号指
定（たとえば 5/7）をポートグループ番号に変更します。

Catalystスイッチ

protocol引数のキーワードの定義は、次のとおりです。

• ip：IPプロトコルを指定します。

• ipx：Internetwork Packet Exchange（IPX）プロトコルを指定します

• assigned：割り当てられたプロトコルエントリを指定します。

• other：その他のプロトコルエントリを指定します。

EtherChannelインターフェイスの showmac-address-tabledynamicコマンド出力は、ポート番号指
定（たとえば 5/7）をポートグループ番号に変更します。

Catalyst 6500シリーズスイッチ

mac-addressは 48ビットMACアドレスです。有効なフォーマットは H.H.Hです。

オプションの modulenumキーワードおよび引数は、DFCモジュールにだけサポートされていま
す。 modulenumキーワードおよび引数は、モジュール番号を指定します。

___________________
例 次に、すべてのダイナミックMACアドレスエントリを表示する例を示します。各出力にはフィー

ルドの説明も表示されます。

___________________
例

Router# show mac-address-table dynamic

Non-static Address Table:
Destination Address Address Type VLAN Destination Port
------------------- ------------ ---- --------------------
000a.000a.000a Dynamic 1 FastEthernet4/0
002a.2021.4567 Dynamic 2 FastEthernet4/0___________________

例
Router# show mac-address-table dynamic
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vlan mac address type protocol qos ports
-----+---------------+--------+---------+---+--------------------------------
200 0010.0d40.37ff dynamic ip -- 5/8
1 0060.704c.73ff dynamic ip -- 5/9

4095 0000.0000.0000 dynamic ip -- 15/1
1 0060.704c.73fb dynamic other -- 5/9
1 0080.1c93.8040 dynamic ip -- 5/9

4092 0050.f0ac.3058 dynamic ip -- 15/1
1 00e0.4fac.b3ff dynamic other -- 5/9

次に、特定のプロトコルタイプ（この場合は assigned）を持つダイナミックMACアドレスエン
トリを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table dynamic protocol assigned
vlan mac address type protocol qos ports
-----+---------------+--------+---------+---+--------------------------------
4092 0000.0000.0000 dynamic assigned -- Router
4092 0050.f0ac.3059 dynamic assigned -- Router

1 0010.7b3b.0978 dynamic assigned -- Fa5/9
Router#

次に、上記の例の詳細出力を表示する例を示します。

Router# show mac-address-table dynamic protocol assigned detail
MAC Table shown in details
========================================
Type Always Learn Trap Modified Notify Capture Protocol Flood
-------+------------+----+--------+------+-------+--------+-----+

QoS bit L3 Spare Mac Address Age Byte Pvlan Xtag SWbits Index
-----------------+--------+--------------+--------+-----+----+------+-----
DYNAMIC NO NO YES NO NO assigned NO

Bit Not On 0 0000.0000.0000 255 4092 0 0 0x3

DYNAMIC NO NO YES NO NO assigned NO
Bit Not On 0 0050.f0ac.3059 254 4092 0 0 0x3

DYNAMIC NO NO YES NO NO assigned NO
Bit Not On 0 0010.7b3b.0978 254 1 0 0 0x108

Router#

___________________
例 次に、特定の VLANのすべてのダイナミックMACアドレスエントリを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table dynamic vlan 200 all
Legend: * - primary entry

age - seconds since last seen
n/a - not aevailable

vlan mac address type learn age ports
------+----------------+--------+-----+----------+--------------------------
200 0010.0d40.37ff dynamic NO 23 Gi5/8
Router#

次に、ダイナミックMACアドレスエントリをすべて表示する例を示します。

Router# show mac-address-table dynamic
Legend: * - primary entry
age - seconds since last seen
n/a - not applicable
vlan mac address type learn age ports
------+----------------+--------+-----+----------+--------------------------
* 10 0010.0000.0000 dynamic Yes n/a Gi4/1
* 3 0010.0000.0000 dynamic Yes 0 Gi4/2
* 1 0002.fcbc.ac64 dynamic Yes 265 Gi8/1
* 1 0009.12e9.adc0 static No - Router
Router#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のMACアドレスのMACアドレステーブ
ル情報を表示します。

show mac -address-tableaddress

MACアドレスのエージングタイムを表示しま
す。

show mac -address-tableaging-time

MACアドレステーブルの現在のエントリの数
を表示します。

show mac -address-tablecount

詳細MACアドレステーブル情報を表示しま
す。

show mac -address-tabledetail

特定のインターフェイスのMACアドレステー
ブル情報を表示します。

show mac -address-tableinterface

マルチキャストMACアドレステーブル情報を
表示します。

show mac -address-tablemulticast

プロトコルに基づくMACアドレステーブル情
報を表示します。

show mac -address-tableprotocol

スタティックMACアドレステーブルエントリ
だけを表示します。

show mac -address-tablestatic

特定のVLANのMACアドレステーブル情報を
表示します。

show mac -address-tablevlan
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show mac-address-table learning
MACアドレスラーニングステートを表示するには、ユーザ EXECモードで
showmac-address-tablelearningコマンドを使用します。

show mac-address-table learning[vlan]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたスイッチポート VLANの
MACアドレスラーニングステートに関する情
報を表示します。有効値は 1～ 4094です。

vlan vlan-id

（任意）指定されたルーテッドインターフェイ

スタイプ、スロット番号、およびポート番号の

MACアドレスラーニングステートに関する情
報を表示します。

interface interface slot / port

（任意）指定したモジュール番号のMACアド
レスラーニングステートに関する情報を表示

します。

module num

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC (>)

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートがSupervisorEngine 720に追加されまし
た。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン スーパーバイザエンジンまたは分散型フォワーディングカード（DFC）だけを指定するには、

modulenumキーワードおよび引数を使用できます。
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interfaceinterfaceslot/portキーワードおよび引数は、ルーテッドインターフェイスにだけ使用でき
ます。 interfaceinterfaceslot/portキーワードおよび引数を使用してスイッチポートインターフェ
イスでの学習を設定できません。

vlanvlan-idを指定した場合、すべてのモジュール上の指定した VLANのMACアドレスラーニン
グステートがルータインターフェイスも含めて表示されます。

vlanvlan-idおよびmodulenumを指定した場合は、指定したモジュール上の指定したVLANのMAC
アドレスラーニングステートが表示されます。

interfaceinterfaceslot/portキーワードおよび引数を指定した場合、すべてのモジュール上の指定し
たインターフェイスのMACアドレスラーニングステートが表示されます。

interfaceinterfaceslot/portキーワードおよび引数を指定した場合、指定したモジュール上の指定し
たインターフェイスのMACアドレスラーニングステートが表示されます。

引数もキーワードも指定せずに showmac-address-tablelearningコマンドを入力した場合は、Cisco
7600シリーズルータに設定されているすべてのスーパーバイザエンジンまたは DFC上のすべて
の既存 VLANのMACラーニングステートが表示されます。

___________________
例 次に、Cisco 7600シリーズルータに設定されているすべてのスーパーバイザエンジンまたはDFC

上のすべての既存 VLANのMACアドレスラーニングステートを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table learning

VLAN/Interface Mod1 Mod4 Mod7
-------------------- ---------------------
1 yes yes yes
100 yes yes yes
150 yes yes yes
200 yes yes yes
250 yes yes yes
1006 no no no
1007 no no no
1008 no no no
1009 no no no
1010 no no no
1011 no no no
1012 no no no
1013 no no no
1014 no no no
GigabitEthernet6/1 no no no
GigabitEthernet6/2 no no no
GigabitEthernet6/4 no no no
FastEthernet3/4 no no no
FastEthernet3/5 no no no
GigabitEthernet4/1 no no no
GigabitEthernet4/2 no no no
GigabitEthernet7/1 no no no
GigabitEthernet7/2 no no no
Router#

表 1に、この例で表示されているフィールドの説明を示します。

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
89

show dot1q-tunnel から show udld まで
show mac-address-table learning



表 4：show mac-address-table learning のフィールドの説明

説明フィールド

VLAN IDまたはインターフェイスタイプ、モ
ジュール、およびポート番号

VLAN/Interface1

スーパーバイザエンジンまたはDFCのモジュー
ル番号

Mod#

MACアドレスラーニングはイネーブルです。yes

MACアドレスラーニングはディセーブルです。no

1
表示されるインターフェイスは、内部 VLANが割り当てられているルーテッドインターフェイスです。

次に、単一のスーパーバイザエンジンまたは DFC上のすべての既存 VLANのMACラーニング
ステータスを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table learning module 4

VLAN/Interface Mod4
-------------------- -----
1 yes
100 yes
150 yes
200 yes
250 yes
1006 no
1007 no
1008 no
1009 no
1010 no
1011 no
1012 no
1013 no
1014 no
GigabitEthernet6/1 no
GigabitEthernet6/2 no
GigabitEthernet6/4 no
FastEthernet3/4 no
FastEthernet3/5 no
GigabitEthernet4/1 no
GigabitEthernet4/2 no
GigabitEthernet7/1 no
GigabitEthernet7/2 no
Router#

次に、すべてのスーパーバイザエンジンおよび DFC上の特定の VLANのMACアドレスラーニ
ングステータスを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table learning vlan 100

VLAN Mod1 Mod4 Mod7
---- ---------------------
100 no no yes
Router
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次に、特定のスーパーバイザエンジンまたは DFC上の特定の VLANのMACアドレスラーニン
グステータスを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table learning vlan 100 module 7

VLAN Mod7
---- -----
100 yes
Router

次に、特定のスーパーバイザエンジンまたは DFCのMACアドレスラーニングステータスを表
示する例を示します。

Router# show mac-address-table learning interface FastEthernet 3/4

Interface Mod1 Mod4 Mod7
--------- ---------------------
Fa3/4 no yes no
Router

次に、特定のスーパーバイザエンジンまたはDFC上の特定のインターフェイスのMACアドレス
ラーニングステータスを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table learning
interface FastEthernet 3/4 module 1

Interface Mod1
--------- -----
Fa3/4 no
Router

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレスラーニングをイネーブルにしま
す。

mac-address-table learning
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show mac-address-table static
スタティックMACアドレステーブルエントリだけを表示するには、特権 EXECモードで
showmac-address-tablestaticコマンドを使用します。

Cisco 2600 Series, Cisco 3600 Series, and Cisco 3700 Series Routers

show mac-address-table static [address mac-address| interface type /slot number| vlan vlan-id]

Catalyst Switches

show mac-address-table static [address mac-address| detail| interface type number| protocol protocol|
vlan vlan-id] [[begin| exclude| include] expression]

___________________
構文の説明

（任意）一致する48ビットMACアドレスを指
定します。有効なフォーマットはH.H.Hです。

address mac -address

（任意）MACアドレステーブル情報の詳細表
示を指定します。

detail

（任意）一致するインターフェイスを指定しま

す。有効な type値は Ethernet、FastEthernet、お
よび GigabitEthernetで、有効な number値は 1
～ 9です。

interface type number

（任意）一致するインターフェイスを指定しま

す。有効な type値は FastEthernetおよび Gigabit
Ethernetです。

interface type

（任意）スロット 1または 2のモジュールにダ
イナミックアドレスを追加します。

slot

（任意）使用するイーサネットスイッチネッ

トワークモジュールのタイプに基づくポート

インターフェイス番号の範囲。

• NM-16ESWの場合は 0～ 15

• NM-36ESWの場合は 0～ 35

• Gigabit Ethernetの場合は 0～ 1

port

（任意）プロトコルを指定します。キーワード

の定義については、「使用上のガイドライン」

の項を参照してください。

protocol protocol
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（任意）特定の VLANのエントリを表示しま
す。有効値は 1～ 1005です。

vlan vlan

（任意）出力表示が expressionと一致する行で
始まるように指定します。

begin

（任意）出力表示が expressionと一致する行を
除外するように指定します。

exclude

（任意）出力表示が expressionと一致する行を
含むように指定します。

include

参照ポイントとして使用する出力内の文字列で

す。

expression

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが、Cisco2600シリーズ、Cisco3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータに実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドが、Cisco2600シリーズ、Cisco3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン Catalystスイッチ

protocol引数のキーワードの定義は、次のとおりです。

• ip：IPプロトコルを指定します。
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• ipx：Internetwork Packet Exchange（IPX）プロトコルを指定します

• assigned：割り当てられたプロトコルエントリを指定します。

• other：その他のプロトコルエントリを指定します。

___________________
例 次に、すべてのスタティックMACアドレスエントリを表示する例を示します。各出力にはフィー

ルドの説明も表示されます。

___________________
例

Router# show mac-address-table static
Static Address Table:
Destination Address Address Type VLAN Destination Port
------------------- ------------ ---- --------------------
2323.3214.5432 Static 4 FastEthernet4/1
2323.3214.5431 Static 5 FastEthernet4/1
2323.3214.5432 Static 6 FastEthernet4/1
2323.3214.5434 Static 7 FastEthernet4/1
2323.3214.5435 Static 8 FastEthernet4/1

___________________
例

Router# show mac-address-table static
*Oct 22 12:15:35: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
vlan mac address type protocol qos ports
-----+---------------+--------+---------+---+--------------------------------
200 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router
100 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router
4092 0050.f0ac.3058 static other -- Router
917 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch
5 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router

303 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch
850 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch
1002 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch
802 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch
2 0100.0cdd.dddd static other -- Fa5/9,Router,Switch

304 0100.5e00.0001 static ip -- Fa5/9,Switch
.
.
.

次に、特定のプロトコルタイプ（この場合は assigned）を持つスタティックMACアドレスエン
トリを表示する例を示します。

Router# show mac-address-table static protocol assigned
vlan mac address type protocol qos ports
-----+---------------+--------+---------+---+--------------------------------
200 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router
100 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router
5 0050.3e8d.6400 static assigned -- Router

次に、上記の例の詳細出力を表示する例を示します。

Router# show mac-address-table static protocol assigned detail
MAC Table shown in details

========================================
Type Always Learn Trap Modified Notify Capture Protocol Flood
-------+------------+----+--------+------+-------+--------+-----+

QoS bit L3 Spare Mac Address Age Byte Pvlan Xtag SWbits Index
-----------------+--------+--------------+--------+-----+----+------+-----
STATIC NO NO NO NO NO assigned NO

Bit Not On 0 0050.3e8d.6400 254 200 1 0 0x3
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STATIC NO NO NO NO NO assigned NO
Bit Not On 0 0050.3e8d.6400 254 100 1 0 0x3

STATIC NO NO NO NO NO assigned NO
Bit Not On 0 0050.3e8d.6400 254 5 1 0 0x3

S Bit Not On 0 0050.f0ac.3058 254 4092 1 0 0x3
.
.
.

___________________
例 次に、すべてのスタティックMACアドレスエントリを表示する例を示します。この Cisco 7600

シリーズルータは、Supervisor Engine 720を搭載しています。

Router# show mac-address-table static
Codes: * - primary entry
vlan mac address type learn qos ports

------+----------------+--------+-----+---+--------------------------
* --- 0001.6441.60ca static No -- Router

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のMACアドレスのMACアドレステーブ
ル情報を表示します。

show mac -address-tableaddress

MACアドレスのエージングタイムを表示しま
す。

show mac -address-tableaging-time

MACアドレステーブルの現在のエントリの数
を表示します。

show mac -address-tablecount

詳細MACアドレステーブル情報を表示しま
す。

show mac -address-tabledetail

ダイナミックMACアドレステーブルエントリ
だけを表示します。

show mac -address-tabledynamic

特定のインターフェイスのMACアドレステー
ブル情報を表示します。

show mac -address-tableinterface

マルチキャストMACアドレステーブル情報を
表示します。

show mac -address-tablemulticast

プロトコルに基づくMACアドレステーブル情
報を表示します。

show mac -address-tableprotocol

特定のVLANのMACアドレステーブル情報を
表示します。

show mac -address-tablevlan
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show spanning-tree
指定されたスパニングツリーインスタンスのスパニングツリー情報を表示するには、特権 EXEC
モードで showspanning-treeコマンドを使用します。

Cisco 2600、3660、および 3845 シリーズスイッチ

show spanning-tree [ bridge-group ] [active| backbonefast| blockedports| bridge| brief| inconsistentports|
interface interface-type interface-number| root| summary [totals]| uplinkfast| vlan vlan-id]

Cisco 6500/6000 Catalyst シリーズスイッチおよび Cisco 7600 シリーズルータ

show spanning-tree [bridge-group| active| backbonefast| bridge [ id ]| detail| inconsistentports| interface
interface-type interface-number [portfast [edge]]|mst [list| configuration [digest]]| root| summary [totals]|
uplinkfast| vlan vlan-id| port-channel number| pathcost method]

___________________
構文の説明

（任意）ブリッジグループ番号を指定します。

指定できる範囲は 1～ 255です。
bridge-group

（任意）アクティブインターフェイスに関する

スパニングツリー情報だけを表示します。

active

（任意）スパニングツリーBackboneFastステー
タスを表示します。

backbonefast

（任意）ブロックされたポート情報を表示しま

す。

blockedports

（任意）このスイッチのステータスおよび設定

を表示します。

bridge

（任意）インターフェイスの簡単な要約情報を

指定します。

brief

（任意）複数のスパニングツリーの現在のリー

ジョン設定を表示します。

configuration digest ]

（任意）不整合ポートに関する情報を表示しま

す。

inconsistentports
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（任意）インターフェイスのタイプおよび番号

を指定します。各インターフェイス識別子は、

前後のものとの区切りを示すためにスペースを

使用して入力します。インターフェイスの範囲

は入力できません。有効なインターフェイスに

は、物理ポートおよび仮想LAN（VLAN）があ
ります。有効な値については、「使用上のガイ

ドライン」を参照してください。

interface interface-type interface-number

（任意）複数のスパニングツリーインスタンス

のリストを指定します。

list

（任意）複数のスパニングツリーを指定しま

す。

mst

（任意）スパニングツリー PortFastエッジイン
ターフェイスの動作ステータスを表示します。

Cisco IOS Release 12.2(33)SXI以降では、edge
キーワードが必要です。以前のリリースでは、

edgeキーワードは使用されません。

portfast edge ]

（任意）ルートスイッチのステータスおよび設

定を表示します。

root

（任意）ポートステートのサマリーを指定しま

す。

summary

（任意）スパニングツリーステートセクショ

ンのすべての行を表示します。

totals

（任意）スパニングツリーUplinkFastステータ
スを表示します。

uplinkfast

（任意）VLAN IDを指定します。有効範囲は
1～ 1005です。 Cisco IOS Release 12.4(15)T以
降、有効な VLAN IDの範囲は 1～ 4094です。

vlan-idの値を省略すると、このコマンドはすべ
ての VLANのスパニングツリーインスタンス
に適用されます。

vlan vlan-id

（任意）スパニングツリーブリッジを識別しま

す。

id

（任意）ステータスおよび設定の詳細を表示し

ます。

detail

   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
98

show dot1q-tunnel から show udld まで
show spanning-tree



（任意）インターフェイスに関連付けられた

イーサネットチャネルを識別します。

port-channel number

（任意）使用されているデフォルトパスコス

ト計算方式を表示します。有効値については

「使用上のガイドライン」の項を参照してくだ

さい。

pathcost method

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5.2)WC(1)に統合されました。12.0(5.2)WC(1)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(6)EA2に統合されました。次の
キーワードと引数が追加されました。bridge-group、active、
backbonefast、blockedports、bridge、inconsistentports、pathcostmethod、
root、totals、uplinkfast。

12.1(6)EA2

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

Cisco IOSRelease 12.1(6)EA2で追加された構文が、Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3600シリーズ、および Cisco 3700シリーズルータに実装されまし
た。

12.2(15)ZJ

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

Cisco IOS Release 12.2(15)ZJに追加されたプラットフォームサポートお
よび構文が、Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。

12.3(4)T

このコマンドは、指定されたプラットフォームに対する VLAN IDの有
効範囲を 1～ 4094に拡張するために修正されました。

12.4(15)T

このコマンドは、portfastの後に edgeキーワードを必要とするように変
更されました。コマンド出力が変更され、Bridge Assuranceと PVSTシ
ミュレーションのステータスが表示されるようになりました。

12.2(33)SXI
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___________________
使用上のガイドライン showspanning-treeコマンドで使用できるキーワードおよび引数は、ご使用のプラットフォームお

よび設置されて動作可能なネットワークモジュールによって異なります。

Cisco 2600、3660、および 3845シリーズスイッチ

interfaceinterface-typeの有効値は次のとおりです。

• fastethernet：ファストイーサネット IEEE 802.3インターフェイスを指定します。

• port-channel：インターフェイスのイーサネットチャネルを指定します。

Cisco 6500/6000 Catalystスイッチおよび 7600シリーズルータ

値が 257～ 282の port-channelnumberは、コンテントスイッチングモジュール（CSM）および
ファイアウォールサービスモジュール（FWSM）にだけサポートされます。

interface-number引数では、モジュールおよびポート番号を指定します。 interface-numberの有効な
値は、指定するインターフェイスタイプと、使用するシャーシおよびモジュールによって異なり

ます。たとえば、13スロットシャーシに 48ポート 10/100BASE-Tイーサネットモジュールが搭
載されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイスを指定すると、モジュール番号

の有効値は 2～ 13、ポート番号の有効値は 1～ 48になります。

多数の VLANが存在し、スパニングツリーのアクティブステートをチェックする場合は、
showspanning-treesummarytotalコマンドを入力できます。VLANのリストをスクロールしなくて
も VLANの総数を表示できます。

interfaceinterface-typeの有効値は次のとおりです。

• fastethernet：ファストイーサネット IEEE 802.3インターフェイスを指定します。

• port-channel：インターフェイスのイーサネットチャネルを指定します。

• ATM：非同期転送モード（ATM）インターフェイスを指定します。

• gigabitethernet：ギガビットイーサネット IEEE 802.3zインターフェイスを指定します。

• multilink：マルチリンクグループインターフェイスを指定します。

• serial：シリアルインターフェイスを指定します。

• vlan：Catalyst VLANインターフェイスを指定します。

キーワード pathcoastmethodの有効値は次のとおりです。

• append：（アペンド動作をサポートしている）URLにリダイレクトされた出力をアペンドし
ます。

• begin：一致する行から開始します。

• exclude：一致する行を除外します。

• include：一致した行を含みます。

• redirect：URLに出力をリダイレクトします。
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• tee：出力を URLにコピーします。

VLANまたはインターフェイスに対して showspanning-treeコマンドを実行すると、スイッチルー
タは VLANまたはインターフェイスに対して異なるポートステートを表示します。有効なスパ
ニングツリーポートステートは、リスニング、ラーニング、フォワーディング、ブロッキング、

ディセーブル、ループバックです。ポートステートの定義については次の表を参照してくださ

い。

表 5：show spanning-tree vlan コマンドのポートステート

定義フィールド

ブロッキング。ポートが、まだBPDUパケット
の送信およびリスニング中で、トラフィックを

転送していない状態。

BLK

ディセーブル。ポートが、BPDUパケットを送
信またはリスニングしておらず、トラフィック

も転送していない状態。

DIS

フォワーディング。ポートが、BPDUパケット
の送信およびリスニング中で、トラフィックを

転送中の状態。

FWD

ループバック。ポートが、自身のBPDUパケッ
トを受信し返す状態。

LBK

リスニング。ポートスパニングツリーが、ルー

トブリッジの BPDUパケットを初めてリッス
ンし始めた状態。

LIS

ラーニング。ポートが、送信するBPDUパケッ
ト上にプロポーザルビットを設定している状

態。

LRN

___________________
例

___________________
例 次に、ブリッジグループ 1が VLANブリッジスパニングツリープロトコルを実行している例を

示します。

Router# show spanning-tree 1
Bridge group 1 is executing the VLAN Bridge compatible Spanning Tree Protocol
Bridge Identifier has priority 32768, address 0000.0c37.b055
Configured hello time 2, max age 30, forward delay 20
We are the root of the spanning tree
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Port Number size is 10 bits
Topology change flag not set, detected flag not set
Times: hold 1, topology change 35, notification 2

hello 2, max age 30, forward delay 20
Timers: hello 0, topology change 0, notification 0
bridge aging time 300

Port 8 (Ethernet1) of Bridge group 1 is forwarding
Port path cost 100, Port priority 128
Designated root has priority 32768, address 0000.0c37.b055
Designated bridge has priority 32768, address 0000.0c37.b055
Designated port is 8, path cost 0
Timers: message age 0, forward delay 0, hold 0
BPDU: sent 184, received 0

次に、showspanning-treesummaryコマンドからの出力例を示します。

Router# show spanning-tree summary
UplinkFast is disabled
Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
-------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
VLAN1 23 0 0 1 24
-------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------

1 VLAN 23 0 0 1 24

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 6：show spanning-tree summary のフィールドの説明

説明フィールド

スパニングツリーUplinkFast機能がイネーブル
かディセーブルかを示します。

UplinkFast

VLAN名Name

VLAN内のブロッキングステートのポート数Blocking

リスニングステートのポート数Listening

ラーニングステートのポート数Learning

フォワーディングステートのポート数Forwarding

スパニングツリープロトコルを使用したポート

数

STP Active

次に、showspanning-treebriefコマンドからの出力例を示します。

Router# show spanning-tree brief
VLAN1
Spanning tree enabled protocol IEEE
ROOT ID Priority 32768

Address 0030.7172.66c4
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

VLAN1
Spanning tree enabled protocol IEEE
ROOT ID Priority 32768
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Address 0030.7172.66c4
Port Designated
Name Port ID Prio Cost Sts Cost Bridge ID Port ID
------- ------- ---- ---- --- ---- -------------- -------
Fa0/11 128.17 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.17
Fa0/12 128.18 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.18
Fa0/13 128.19 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.19
Fa0/14 128.20 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.20
Fa0/15 128.21 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.21
Fa0/16 128.22 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.22
Fa0/17 128.23 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.23
Fa0/18 128.24 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.24
Fa0/19 128.25 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.25
Fa0/20 128.26 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.26
Fa0/21 128.27 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.27
Port Designated
Name Port ID Prio Cost Sts Cost Bridge ID Port ID
------- ------- ---- ---- --- ---- -------------- -------
Fa0/22 128.28 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.28
Fa0/23 128.29 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.29
Fa0/24 128.30 128 100 BLK 38 0404.0400.0001 128.30 Hello Time 2 sec Max Age 20
sec Forward Delay 15 sec

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 7：show spanning-tree brief のフィールドの説明

説明フィールド

スパニングツリー情報を表示する VLANVLAN1

スパニングツリーのタイプ（IEEE、IBM、
CISCO）

Spanning tree enabled protocol

ルートブリッジを示します。ROOT ID

プライオリティインジケータPriority

ポートのMACアドレスAddress

ブリッジがブリッジプロトコルデータユニッ

ト（BPDU）を送信する時間（秒単位）
Hello Time

BPDUパケットが有効と見なされるべき時間
（秒単位）

Max Age

ポートがリスニングモードまたはラーニング

モードにある時間（秒単位）

Forward Delay

ポートのインターフェイスタイプおよびイン

ターフェイス番号

Port Name

名前付きポートの IDPort ID

ポートに対応付けられたプライオリティPrio
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説明フィールド

ポートに対応付けられたコストCost

ポートのステータスSts

パスの指定コストDesignated Cost

ポートに対応付けられた LANの指定ブリッジ
と見なされるブリッジのブリッジ ID

Designated Bridge ID

次に、showspanning-treevlan1コマンドからの出力例を示します。

Router# show spanning-tree vlan 1
Spanning tree 1 is executing the IEEE compatible Spanning Tree protocol
Bridge Identifier has priority 32768, address 00e0.1eb2.ddc0
Configured hello time 2, max age 20, forward delay 15
Current root has priority 32768, address 0010.0b3f.ac80
Root port is 5, cost of root path is 10
Topology change flag not set, detected flag not set, changes 1
Times: hold 1, topology change 35, notification 2

hello 2, max age 20, forward delay 15
Timers: hello 0, topology change 0, notification 0

Interface Fa0/1 in Spanning tree 1 is down
Port path cost 100, Port priority 128
Designated root has priority 32768, address 0010.0b3f.ac80

Designated bridge has priority 32768, address 00e0.1eb2.ddc0
Designated port is 1, path cost 10
Timers: message age 0, forward delay 0, hold 0
BPDU: sent 0, received 0

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 8：show spanning-tree vlan のフィールドの説明

説明フィールド

スパニングツリーのタイプ（IEEE、IBM、
CISCO）

Spanning tree

ブリッジ IDの一部で、ブリッジ IDを比較する
場合に最も重要な部分と見なされます。

Bridge Identifier

ブリッジMACアドレスaddress

ルートポートの IDRoot port

トポロジの変更に対応づけられたフラグとタイ

マー

Topology change
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次に、showspanning-treeinterfacefastethernet0/3コマンドからの出力例を示します。

Router# show spanning-tree interface fastethernet0/3
Interface Fa0/3 (port 3) in Spanning tree 1 is down

Port path cost 100, Port priority 128
Designated root has priority 6000, address 0090.2bba.7a40
Designated bridge has priority 32768, address 00e0.1e9f.4abf
Designated port is 3, path cost 410
Timers: message age 0, forward delay 0, hold 0
BPDU: sent 0, received 0

___________________
例 次に、インターフェイス情報のサマリーを表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree
VLAN0001
Spanning tree enabled protocol ieee
Root ID Priority 4097

Address 0004.9b78.0800
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 4097 (priority 4096 sys-id-ext 1)
Address 0004.9b78.0800
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 15

Interface Port ID Designated Port ID
Name Prio.Nbr Cost Sts Cost Bridge ID Prio.Nbr
---------------- -------- --------- --- --------- -------------------- --------
Gi2/1 128.65 4 LIS 0 4097 0004.9b78.0800 128.65
Gi2/2 128.66 4 LIS 0 4097 0004.9b78.0800 128.66
Fa4/3 128.195 19 LIS 0 4097 0004.9b78.0800 128.195
Fa4/4 128.196 19 BLK 0 4097 0004.9b78.0800 128.195
Router#

次の表に、この例で表示されているフィールドの説明を示します。

表 9：show spanning-tree コマンド出力のフィールド

定義フィールド

ポート IDおよびプライオリティ番号Port ID Prio.Nbr

ポートコストCost

ステータス情報。Sts

次に、アクティブインターフェイスのスパニングツリー情報だけを表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree active
UplinkFast is disabled
BackboneFast is disabled
VLAN1 is executing the ieee compatible Spanning Tree protocol
Bridge Identifier has priority 32768, address 0050.3e8d.6401
Configured hello time 2, max age 20, forward delay 15
Current root has priority 16384, address 0060.704c.7000
Root port is 265 (FastEthernet5/9), cost of root path is 38
Topology change flag not set, detected flag not set
Number of topology changes 0 last change occurred 18:13:54 ago
Times: hold 1, topology change 24, notification 2
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hello 2, max age 14, forward delay 10
Timers: hello 0, topology change 0, notification 0

Router#

次に、スパニングツリー BackboneFastステータスを表示する例を示します。

Router# show spanning-tree backbonefast
BackboneFast is enabled

BackboneFast statistics
-----------------------
Number of transition via backboneFast (all VLANs) : 0
Number of inferior BPDUs received (all VLANs) : 0
Number of RLQ request PDUs received (all VLANs) : 0
Number of RLQ response PDUs received (all VLANs) : 0
Number of RLQ request PDUs sent (all VLANs) : 0
Number of RLQ response PDUs sent (all VLANs) : 0
Router#

次に、現在のブリッジのスパニングツリー情報だけを表示する例を示します。

Router# show spanning-tree bridge
VLAN1
Bridge ID Priority 32768

Address 0050.3e8d.6401
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

.
Router#

次に、インターフェイスに関する詳細情報を表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree detail
VLAN1 is executing the ieee compatible Spanning Tree protocol
Bridge Identifier has priority 4096, address 00d0.00b8.1401
Configured hello time 2, max age 20, forward delay 15
We are the root of the spanning tree
Topology change flag not set, detected flag not set
Number of topology changes 9 last change occurred 02:41:34 ago
from FastEthernet4/21
Times: hold 1, topology change 35, notification 2
hello 2, max age 20, forward delay 15
Timers: hello 1, topology change 0, notification 0, aging 300

Port 213 (FastEthernet4/21) of VLAN1 is forwarding
Port path cost 19, Port priority 128, Port Identifier 128.213.
Designated root has priority 4096, address 00d0.00b8.1401
Designated bridge has priority 4096, address 00d0.00b8.1401
Designated port id is 128.213, designated path cost 0
Timers: message age 0, forward delay 0, hold 0
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 4845, received 1
Router#

次に、特定のインターフェイスのスパニングツリーに関する情報を表示する例を示します。

Router# show spanning-tree interface fastethernet 5/9
Interface Fa0/10 (port 23) in Spanning tree 1 is ROOT-INCONSISTENT
Port path cost 100, Port priority 128
Designated root has priority 8192, address 0090.0c71.a400
Designated bridge has priority 32768, address 00e0.1e9f.8940

次に、特定のブリッジグループのスパニングツリーに関する情報を表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree 1
UplinkFast is disabled
BackboneFast is disabled
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Bridge group 1 is executing the ieee compatible Spanning Tree protocol
Bridge Identifier has priority 32768, address 00d0.d39c.004d
Configured hello time 2, max age 20, forward delay 15
Current root has priority 32768, address 00d0.d39b.fddd
Root port is 7 (FastEthernet2/2), cost of root path is 19
Topology change flag set, detected flag not set
Number of topology changes 3 last change occurred 00:00:01 ago

from FastEthernet2/2
Times: hold 1, topology change 35, notification 2

hello 2, max age 20, forward delay 15
Timers: hello 0, topology change 0, notification 0 bridge aging time 15

Port 2 (Ethernet0/1/0) of Bridge group 1 is down

Port path cost 100, Port priority 128
Designated root has priority 32768, address 0050.0bab.1808
Designated bridge has priority 32768, address 0050.0bab.1808
Designated port is 2, path cost 0
Timers: message age 0, forward delay 0, hold 0
BPDU: sent 0, received 0

Router#

次に、ポートステートのサマリーを表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree summary

Root bridge for: Bridge group 1, VLAN0001, VLAN0004-VLAN1005
VLAN1013-VLAN1499, VLAN2001-VLAN4094
EtherChannel misconfiguration guard is enabled
Extended system ID is enabled
Portfast is enabled by default
PortFast BPDU Guard is disabled by default
Portfast BPDU Filter is disabled by default
Loopguard is disabled by default
UplinkFast is disabled
BackboneFast is disabled
Platform PVST Simulation is enabled
Pathcost method used is long
Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
1 bridge 0 0 0 1 1
3584 vlans 3584 0 0 7168 10752

Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
Total 3584 0 0 7169 10753
Router#

次に、スパニングツリーステートセクションのすべての行を表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree summary total
Root bridge for:Bridge group 10, VLAN1, VLAN6, VLAN1000.
Extended system ID is enabled.
PortFast BPDU Guard is disabled
EtherChannel misconfiguration guard is enabled
UplinkFast is disabled
BackboneFast is disabled
Default pathcost method used is long
Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
-------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------

105 VLANs 3433 0 0 105 3538

BackboneFast statistics
-----------------------
Number of transition via backboneFast (all VLANs) :0
Number of inferior BPDUs received (all VLANs) :0
Number of RLQ request PDUs received (all VLANs) :0
Number of RLQ response PDUs received (all VLANs) :0
Number of RLQ request PDUs sent (all VLANs) :0
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Number of RLQ response PDUs sent (all VLANs) :0
Router#

次に、特定の VLANのスパニングツリーに関する情報を表示する例を示します。

Router#
show spanning-tree vlan 200
VLAN0200
Spanning tree enabled protocol ieee
Root ID Priority 32768

Address 00d0.00b8.14c8
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 32768
Address 00d0.00b8.14c8
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 300

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Status
---------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
Fa4/4 Desg FWD 200000 128.196 P2p
Fa4/5 Back BLK 200000 128.197 P2p
Router#

次の表に、この例で表示されているフィールドの説明を示します。

表 10：show spanning-tree vlan コマンドの出力フィールド

定義フィールド

現在の 802.1wロール。有効値は、Boun
（boundary）、Desg（designated）、Root、Altn
（alternate）、および Back（backup）です。

Role

スパニングツリーステート。有効値は、BKN*
（broken）2、BLK（blocking）、DWN
（down）、LTN（listening）、LBK
（loopback）、LRN（learning）、および FWD
（forwarding）です。

Sts

ポートコストCost

ポートプライオリティとポート番号で構成され

るポート ID
Prio.Nbr
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定義フィールド

ステータス情報。有効値は次のとおりです。

• P2p/Shr：インターフェイスは、スパニン
グツリーによってポイントツーポイント

（それぞれ共有される）インターフェイ

スと見なされます。

• Edge：PortFastが設定され（defaultコマン
ドをグローバルに使用して、または直接イ

ンターフェイス上でのいずれか）、BPDU
は受信されていません。

• *ROOT_Inc、*LOOP_Inc、*PVID_Inc、お
よび*TYPE_Inc：ポートは不整合のある故
障状態（BKN*）です。ポートは（それぞ
れ）ルート不整合、ループガード不整合、

PVID（ポート VLAN ID）不整合、または
タイプ不整合です。

• Bound(type)：MSTモードで、境界ポート
を識別し、ネイバーのタイプ（STP、
RSTP、または PVST）を指定します。

• Peer(STP)：PVRST rapid-pvstモードで、前
のバージョンの 802.1Dブリッジに接続さ
れているポートを識別します。

Status

2 *については、Statusフィールドの定義を参照してください。

次に、root inconsistentステートのポートがあるかどうかを判別する例を示します。

Router#
show spanning-tree inconsistentports

Name Interface Inconsistency
-------------------- -------------------- ------------------
VLAN1 FastEthernet3/1 Root Inconsistent
Number of inconsistent ports (segments) in the system :1
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべてのイーサネット VLANで BackboneFast
をイネーブルにします。

spanning-tree backbonefast

STP計算に使用するインターフェイスのパスコ
ストを設定します。

spanning-tree cost
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説明コマンド

ガードモードをイネーブルまたはディセーブル

にします。

spanning-tree guard

デフォルトのパスコスト計算方式を設定しま

す。

spanning-tree pathcost method

PortFastモードをイネーブルにします。spanning-tree portfast（インターフェイスコン
フィギュレーションモード）

すべての PortFastポートで、BPDUフィルタリ
ングをデフォルトでイネーブルにします。

spanning-tree portfast bpdufilter default

すべての PortFastポートで、BPDUガードをデ
フォルトでイネーブルにします。

spanning-tree portfast bpduguard default

2つのブリッジがルートブリッジとなるために
競合している場合に、インターフェイスにプラ

イオリティを設定します。

spanning-tree port-priority

UplinkFastをイネーブルにします。spanning-tree uplinkfast

VLANで STPをイネーブルにします。spanning-tree vlan
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show udld
管理および動作上の単一方向リンク検出プロトコル（UDLD）ステータスを表示するには、ユー
ザ EXECモードで show udldコマンドを使用します。

show udld [interface-id| neighbors]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイス名およびインター

フェイス番号

interface-id

（任意）ネイバー情報だけを表示します。neighbors

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC (>)

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドに neighborsキーワードが追加されました。12.2(18)SXD

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン interface-id値を入力しなかった場合は、すべてのインターフェイスの管理および動作上の UDLD

ステータスが表示されます。

___________________
例 次に、単一のインターフェイスのUDLDステートを表示する例を示します。出力にはフィールド

の説明も表示されます。

Router#
show udld gigabitethernet2/2
Interface Gi2/2
---
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Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement
Message interval: 60
Time out interval: 5
No multiple neighbors detected

Entry 1
---
Expiration time: 146
Device ID: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device name: 0050e2826000
Port ID: 2/1
Neighbor echo 1 device: SAD03160954
Neighbor echo 1 port: Gi1/1
Message interval: 5
CDP Device name: 066527791

Router#

次に、ネイバー情報だけを表示する例を示します。出力にはフィールドの説明も表示されます。

Router#
show udld neighbors
Port Device Name Device ID Port-ID OperState
-------- ------------------------------ ------------ ------- --------------
Gi3/1 SAL0734K5R2 1 Gi4/1 Bidirectional
Gi4/1 SAL0734K5R2 1 Gi3/1 Bidirectional
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アグレッシブモード UDLDまたは標準モード
UDLDをイネーブルにしたり、設定可能なメッ
セージ時間を設定したりします。

udld

インターフェイス上でUDLDをイネーブルにし
たり、インターフェイス上でアグレッシブモー

ド UDLDをイネーブルにしたりします。

udld port
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show vlan から storm-control まで

• show vlan, 115 ページ

• show vlan access-map, 121 ページ

• show vlan mapping, 123 ページ

• show vtp, 125 ページ

• shutdown vlan, 138 ページ

• spanning-tree backbonefast, 139 ページ

• spanning-tree bpdufilter, 141 ページ

• spanning-tree bpduguard, 143 ページ

• spanning-tree cost, 145 ページ

• spanning-tree etherchannel guard misconfig, 147 ページ

• spanning-tree extend system-id, 149 ページ

• spanning-tree guard, 151 ページ

• spanning-tree link-type, 153 ページ

• spanning-tree loopguard default, 155 ページ

• spanning-tree mst, 157 ページ

• spanning-tree mst configuration, 159 ページ

• spanning-tree mst forward-time, 162 ページ

• spanning-tree mst hello-time, 164 ページ

• spanning-tree mst max-age, 166 ページ
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• spanning-tree mst priority, 172 ページ
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• spanning-tree mst root, 174 ページ

• spanning-tree portfast（インターフェイス）, 176 ページ

• spanning-tree port-priority, 179 ページ

• spanning-tree transmit hold-count, 181 ページ

• spanning-tree uplinkfast, 183 ページ

• spanning-tree vlan, 185 ページ
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   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
114

show vlan から storm-control まで



show vlan
VLAN情報を表示するには、特権 EXECモードで show vlanコマンドを使用します。

show vlan [all| brief| id vlan-id| name name [ifindex]| ifindex]

___________________
構文の説明

（任意）すべての VLAN情報を表示します。all

（任意）各VLANについて、VLAN、ステータ
ス、およびポートを 1行で表示します。

brief

（任意）VLANID番号によって識別される単一
VLANに関する情報を表示します。有効値は 1
～ 4094です。

id vlan-id

（任意）VLAN名によって識別される単一
VLANに関する情報を表示します。有効値は 1
～ 32文字の ASCII文字列です。

name name

（任意）VLANの ifIndex番号を表示します。ifindex

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン 各イーサネットスイッチポートおよびイーサネットリピータグループが属するのは、1つの

VLANだけです。トランクポートは、複数の VLANに存在できます。
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state suspendまたは state activeコマンドを使用してVLANをシャットダウンすると、Statusフィー
ルドに次の値が表示されます。

• suspended：VLANが一時停止されます。

• active：VLANがアクティブです。

shutdownコマンドを使用してVLANをシャットダウンすると、Statusフィールドに次の値が表示
されます。

• act/lshut：VLANステータスはアクティブで、ローカルでシャットダウンされました。

• sus/lshut：VLANステータスはサスペンドで、ローカルでシャットダウンされました。

次に、アクティブでローカルにシャットダウンされている VLAN（VLAN0002）の出力例を示し
ます。

Router# show vlan
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Fa5/9
2 VLAN0002 act/lshut Fa5/9
<...Output truncated...>

VLANが内部的にシャットダウンされている場合は、Statusフィールドに次の値が表示されます。

• act/ishut：VLANステータスはアクティブで、内部的にシャットダウンされました。

• sus/ishut：VLANステータスはサスペンドで、内部的にシャットダウンされました。

次に、アクティブで内部的にシャットダウンされている VLAN（VLAN0002）の出力例を示しま
す。

Router# show vlan
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Fa5/9
2 VLAN0002 act/ishut Fa5/9
<...Output truncated...>

VLANがローカルおよび内部的にシャットダウンされている場合、Statusフィールドに表示され
る値は act/ishutまたは sus/ishutです。 VLANがローカルでだけシャットダウンされている場合、
Statusフィールドに表示される値は act/lshutまたは sus/lshutです。

VLAN範囲はハイフンで区切り、複数のVLANはカンマで区切ります。間にスペースは入れませ
ん。たとえば、次のように入力します。

Router# show vlan id 1-4,3,7,5-20

単一の VLANを表示すると、トランクおよび非トランクポートの両方が表示されます。非トラ
ンクポートはpm_port_mode_trunkとして設定されていないポートです。インターフェイスが「ス
イッチポートポートモードトランク」として設定されている場合、リンクがアップかダウンか

が表示されます。

複数の VLANを表示する場合、非トランクポートだけが表示されます。
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___________________
例 次に、管理ドメイン内のすべての VLANの VLANパラメータを表示する例を示します。

Router# show vlan
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Fa5/9
2 VLAN0002 active Fa5/9
3 VLAN0003 active Fa5/9
4 VLAN0004 active Fa5/9
5 VLAN0005 active Fa5/9
6 VLAN0006 active Fa5/9
<...Output truncated...>

1004 fddinet-default active Fa5/9
1005 trbrf-default active Fa5/9

VLAN Type SAID MTU Parent RingNo BridgeNo Stp BrdgMode Trans1 Trans2
---- ----- ---------- ----- ------ ------ -------- ---- -------- ------ ------
1 enet 100001 1500 - - - - - 0 0
2 enet 100002 1500 - - - - - 0 0
3 enet 100003 1500 - - - - - 303 0
4 enet 100004 1500 - - - - - 304 0
5 enet 100005 1500 - - - - - 305 0
6 enet 100006 1500 - - - - - 0 0
10 enet 100010 1500 - - - - - 0 0
<...Output truncated...>

Remote SPAN VLANs
-----------------
2, 20
Primary Secondary Type Ports
------- --------- ----------------- ------------------------------------------
Router#

次に、VLAN名、ステータス、および関連付けられているポートだけを表示する例を示します。

Router# show vlan brief
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Fa5/9
2 VLAN0002 active Fa5/9
3 VLAN0003
act/lshut
Fa5/9
4 VLAN0004
act/lshut
Fa5/9
5 VLAN0005 active Fa5/9
10 VLAN0010 active Fa5/9
.
.
.
999 VLAN0999 active Fa5/9
1002 fddi-default active Fa5/9
1003 trcrf-default active Fa5/9
1004 fddinet-default active Fa5/9
1005 trbrf-default active Fa5/9
Router#

次に、複数の VLANの VLANパラメータを表示する例を示します。

Router# show vlan id 1-4,3,7,5-20
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- ------------------------------
1 default active Fa5/7, Fa5/12
2 VLAN0002 active
3 VLAN0003 act/lshut
4 VLAN0004 act/lshut
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5 VLAN0005 active
6 VLAN0006 active
10 VLAN0010 active
20 VLAN0020 active

VLAN Type SAID MTU Parent RingNo BridgeNo Stp BrdgMode Trans1 Trans2
---- ----- ---------- ----- ------ ------ -------- ---- -------- ------ ------
1 enet 100001 1500 - - - - - 0 0
2 enet 100002 1500 - - - - - 0 0
3 enet 100003 1500 - - - - - 303 0
4 enet 100004 1500 - - - - - 304 0
5 enet 100005 1500 - - - - - 305 0
6 enet 100006 1500 - - - - - 0 0
10 enet 100010 1500 - - - - - 0 0
20 enet 100020 1500 - - - - - 0 0

Remote SPAN VLANs
------------------------------------------------------------------------------

Primary Secondary Type Ports
------- --------- ----------------- ------------------------------------------

Router#

次に、VLAN 10の ifIndex番号だけを表示する例を示します。

Router# show vlan id 10 ifindex

VLAN Ifindex
---- -------
10 37
Router#

次の表に、この例で表示されているフィールドの説明を示します。

表 11：show vlan コマンドの出力フィールド

説明フィールド

VLAN番号。VLAN

VLANの名前（設定されている場合）。Name

VLANのステータス（activeまたは suspend、
act/lshutまたは sus/lshut、act/ishutまたは
sus/ishut）

Status

VLANに属するポート。Ports

VLANのメディアタイプ。Type

VLANのセキュリティアソシエーション ID値。SAID

VLANの最大伝送単位サイズ。MTU

親 VLAN（存在する場合）。Parent

VLANのリング番号（該当する場合）。RingNo
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説明フィールド

VLANのブリッジ番号（該当する場合）。BrdgNo

VLANで使用されるスパニングツリープロトコ
ルタイプ

Stp

この VLANのブリッジングモード：可能な値
は SRBおよび SRTで、デフォルトは SRBで
す。

BrdgMode

All-Routes Explorerフレームの最大ホップカウ
ント：可能な値は 1～ 13、デフォルトは 7で
す。

AREHops

Spanning Tree Explorerフレームの最大ホップカ
ウント：可能な値は 1～ 13、デフォルトは 7で
す。

STEHops

TrCRF（トークンリングコンセントレータリ
レー機能）がトラフィックのバックアップパス

であるかどうかを示すステータス

Backup CRF

ifIndexの番号。Ifindex

RSPANのステータスRemote SPAN VLAN

プライマリ VLANの番号。Primary

セカンダリ VLANの番号。Secondary

VLAN内のポートを示します。Ports

VLANのタイプ：可能な値はprimary、isolated、
community、non_operation、またはnormalです。

Type

___________________
関連コマンド

説明コマンド

PVLAN情報を表示します。show vlan private-vlan

特定の VLANを設定します。vlan（config-VLANサブモード）

グローバル VTPステートを設定します。vtp
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show vlan access-map
VLANアクセスマップの内容を表示するには、特権 EXECモードで showvlanaccess-mapコマン
ドを使用します。

show vlan access-map [ map-name ]

___________________
構文の説明

（任意）VLANアクセスマップ名map-name

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1.(1)SG

___________________
例 次に、VLANアクセスマップの内容を表示する例を示します。出力にはフィールドの説明も表示

されます。

Device# show vlan access-map access-map-example-1

Vlan access-map access-map-example-1
match: ip address 13
action: forward capture

Device# show vlan access-map vl10

match clauses:
ipv6 address: v6acl
Action:
drop
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

パケットの action句を設定します。action

VLANアクセスマップシーケンスの ACLを 1
つ以上選択して、match句を指定します。

match

VLANアクセスマップを作成するか、VLANア
クセスマップコマンドモードを開始します。

vlan access-map

   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
122

show vlan から storm-control まで
show vlan access-map



show vlan mapping
802.1Q VLANとスイッチ間リンク（ISL）VLANのマッピングを登録するには、特権 EXECモー
ドで showvlanmappingコマンドを使用します。

show vlan mapping

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
例 次に、802.1Q VLANと ISL VLANのマップのリストを表示する例を示します。出力にはフィール

ドの説明も表示されます。

Router# show vlan mapping
802.1Q Trunk Remapped VLANs:
802.1Q VLAN ISL VLAN
----------- -----------
101 202
200 330
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポート上のVLANマッピングのステータスを表
示します。

show interfaces vlan mapping

スイッチポート単位で VLANマッピングをイ
ネーブルにします。

switchport vlan mapping enable
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show vtp
VLANトランキングプロトコル（VTP）管理ドメイン、ステータス、およびカウンタに関する一
般情報を表示するには、特権 EXECモードで showvtpコマンドを使用します。

show vtp{counters| interface| type/number| status| password| devices| [conflicts]}

___________________
構文の説明

スイッチの VTPカウンタを表示します。counters

すべてのインターフェイスに対する情報を表示

します。

interface

（任意）特定のインターフェイス。type / number

VTP管理ドメインに関する一般情報を表示しま
す。

status

VTPバージョン 3ドメインに VTPパスワード
を表示します。

password

VTPバージョン 3ドメイン情報を表示します。devices

（任意）VTPバージョン 3ドメイン内で矛盾す
るサーバを持つデバイスだけが表示されます。

conflicts

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2(8)SA4

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合され
ました。

12.2(8)T

このコマンドがスーパーバイザエンジン 720に実装されました。12.2(14)SX
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変更内容リリース

Supervisor Engine 2上のこのコマンドは、Cisco IOSRelease12.2(17d)SXB
にまで拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

password、devices、conflictsキーワードが、Cisco 7600シリーズルー
タ上で VTPバージョン 3をサポートするために追加されました。

12.2(33)SRC

カウンタおよびステータスの出力が更新され、VTPv3情報が含まれま
した。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン showvtpstatusコマンドの出力では、最後に変更した時間は修飾子自身の時間になります。たとえ

ば、「Configuration last modified by 7.0.22.11 at 5-5-06 05:51:49」の行に表示される時間は、修飾子
（7.0.22.11）が最後に VLAN設定を変更した時間です。

___________________
例 次に、showvtpcountersコマンドからの出力例を示します。

Router# show vtp counters
VTP statistics:
Summary advertisements received : 0
Subset advertisements received : 0
Request advertisements received : 0
Summary advertisements transmitted : 6970
Subset advertisements transmitted : 0
Request advertisements transmitted : 0
Number of config revision errors : 0
Number of config digest errors : 0
Number of V1 summary errors : 0
VTP pruning statistics:
Trunk Join Transmitted Join Received Summary advts received from

non-pruning-capable device
---------------- ---------------- ---------------- ---------------------------
Gi1/11 0 0 0
Gi8/10 0 0 0
Gi8/15 0 0 0
Gi8/16 0 0 0
Fa3/1 0 0 0
Fa3/2 0 0 0
Router#

次に、showvtp出力内の Summaryという語を含む行だけを表示する例を示します。

Router# show vtp counters | include Summary
Summary advertisements received : 1
Summary advertisements transmitted : 32
Trunk Join Transmitted Join Received Summary advts received from
Router#

次に、VTP管理ドメインに関する一般情報を表示する例を示します。

Router# show vtp status
VTP Version capable : 1 to 3
VTP version running : 2
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VTP Domain Name : cisco
VTP Pruning Mode : Disabled
VTP Traps Generation : Disabled
Device ID : 0012.44dc.b800
MD5 digest : 0x61 0x98 0xD0 0xAD 0xA4 0x8C 0x53 0x35
Configuration last modified by 10.10.0.0 at 8-7-06 06:56:27
Local updater ID is 10.10.0.0 on interface Lo0 (first layer3 interface found)
Feature VLAN:
--------------
VTP Mode : Server
Maximum VLANs supported locally : 1005
Number if existing VLANs : 53
Revision : 1
Router#

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 12：show vtp counters のフィールドの説明

説明フィールド

トランクポート上でこのスイッチが受信するサ

マリーアドバタイズの数。要約アドバタイズ

メントには、管理ドメイン名、コンフィギュ

レーションリビジョン番号、更新タイムスタ

ンプおよび ID、認証チェックサム、このアドバ
タイズメントに後続するサブセットの数が含ま

れます。

Summary advertisements received

トランクポート上でこのスイッチが受信するサ

ブセットアドバタイズの数。サブセットアド

バタイズメントには、1つ以上のVLANに対す
る VTP情報がすべて含まれます。

Subset advertisements received

トランクポート上でこのスイッチが受信するア

ドバタイズ要求の数。アドバタイズ要求は、通

常、すべてのVLAN上に関する情報を要求しま
す。また、VLANのサブセットに関する情報も
要求できます。

Request advertisements received

トランクポート上でこのスイッチが送信するサ

マリーアドバタイズの数。要約アドバタイズ

メントには、管理ドメイン名、コンフィギュ

レーションリビジョン番号、更新タイムスタ

ンプおよび ID、認証チェックサム、このアドバ
タイズメントに後続するサブセットの数が含ま

れます。

Summary advertisements transmitted

トランクポート上でこのスイッチが送信するサ

ブセットアドバタイズの数。サブセットアド

バタイズメントには、1つ以上のVLANに対す
る VTP情報がすべて含まれます。

Subset advertisements transmitted
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説明フィールド

トランクポート上でこのスイッチが送信するア

ドバタイズ要求の数。アドバタイズ要求は、通

常、すべてのVLAN上に関する情報を要求しま
す。また、VLANのサブセットに関する情報も
要求できます。

Request advertisements transmitted

リビジョンエラーの数。

新たに VLANを定義、既存の VLANを削除、
既存のVLANを一時停止または再開、または既
存のVLANのパラメータを変更すると必ず、ス
イッチのコンフィギュレーションリビジョン番

号が増加します。

リビジョンエラーの数は、あるスイッチが同じ

リビジョン番号を持つアドバタイズメントを受

信したが、メッセージダイジェストアルゴリ

ズム 5（MD5）の値が一致しない場合に増加し
ます。このエラーは、2つのスイッチの VTP
パスワードが異なること、またはこれらのス

イッチのコンフィギュレーションが異なること

を示します。

これらのエラーは、スイッチが受信アドバタイ

ズメントをフィルタしていて、これによりVTP
データベースがネットワーク全体で同期されて

いない状態になっていることを示しています。

Number of config revision errors

MD5エラーの数。

サマリーパケット内のMD5ダイジェストと、
計算された受信済みアドバタイズのMD5ダイ
ジェストが一致しない場合は、ダイジェストエ

ラーが増加します。このエラーは、通常、2つ
のスイッチの VTPパスワードが異なることを
示します。この問題を解決するには、すべての

スイッチで VTPパスワードが同じになるよう
にします。

これらのエラーは、スイッチが受信アドバタイ

ズメントをフィルタしていて、これによりVTP
データベースがネットワーク全体で同期されて

いない状態になっていることを示しています。

Number of config digest errors
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説明フィールド

バージョン 1エラーの数。

VTP V2モードのスイッチが VTPバージョン 1
フレームを受信すると、バージョン 1サマリー
エラーが増加します。これらのエラーは、少な

くとも1つの近接スイッチで、V2モードがディ
セーブルにされた VTPバージョン 1、または
VTPバージョン 2が実行されていることを示し
ています。この問題を解決するには、VTP V2
モードのスイッチの設定をディセーブルに変更

します。

Number of V1 summary errors

VTPプルーニングに参加するトランクポート。Trunk

トランクで送信された VTPプルーニングメッ
セージの数。

Join Transmitted

トランク上で受信されたVTPプルーニングメッ
セージの数。

Join Received

トランク上で受信された、プルーニングをサ

ポートしていないデバイスからのVTPサマリー
メッセージの数。

Summary advts received from non-pruning-capable
device

次に、VTPバージョン 1および VTPバージョン 2に対する showvtpstatusコマンドの出力例を示
します。

Router# show vtp status
VTP Version : 3 (capable)
Configuration Revision : 1
Maximum VLANs supported locally : 1005
Number of existing VLANs : 37
VTP Operating Mode : Server
VTP Domain Name : [smartports]
VTP Pruning Mode : Disabled
VTP V2 Mode : Enabled
VTP Traps Generation : Disabled
MD5 digest : 0x26 0xEE 0x0D 0x84 0x73 0x0E 0x1B 0x69
Configuration last modified by 172.20.52.19 at 7-25-08 14:33:43
Local updater ID is 172.20.52.19 on interface Gi5/2 (first layer3 interface fou)
VTP version running : 2

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 13：show vtp status のフィールドの説明

説明フィールド

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、お
よび Cisco 3700シリーズルータ

スイッチ上で動作している VTPバージョンを
表示します。デフォルトでは、スイッチはバー

ジョン 1を実装します。

Catalystスイッチ

スイッチ上で動作している VTPバージョンを
表示します。デフォルトでは、Catalyst 2900お
よび 3500 XLスイッチはバージョン 1を実装し
ていますが、バージョン 2に設定することがで
きます。

VTP Version

このスイッチの現在のコンフィギュレーション

リビジョン番号。

Configuration Revision

ローカルにサポートされている VLANの最大
数。

Maximum VLANs supported locally

既存の VLAN数。Number of existing VLANs
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説明フィールド

VTP Operating Mode
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説明フィールド

VTP動作モード（サーバ、クライアント、また
はトランスペアレント）を表示します。

•サーバ：VTPサーバモードのスイッチは
VTPに対してイネーブルであり、アドバタ
イズメントを送信します。スイッチで

VLANを設定できます。スイッチは、リ
ブート後、現在の VTPデータベースの
VLAN情報を不揮発性ストレージからすべ
て回復できることを保証します。デフォ

ルトでは、すべてのスイッチが VTPサー
バです。

•クライアント：VTPクライアントモード
のスイッチは VTPに対してイネーブルで
あり、アドバタイズメントを送信できます

が、VLAN設定を格納するために十分な不
揮発性ストレージがありません。スイッ

チでは VLANを設定できません。 VTPク
ライアントを開始しても、VLANデータ
ベースを初期化するためのアドバタイズメ

ントを受信するまで、VTPアドバタイズメ
ントは送信されません。

•トランスペアレント：VTPトランスペアレ
ントモードのスイッチは、VTPに対して
ディセーブルであり、アドバタイズメント

の送信や、他のデバイスから送信されたア

ドバタイズメントからの学習を行いませ

ん。また、ネットワーク内の他のデバイス

の VLAN設定に影響を与えることはあり
ません。スイッチは VTPアドバタイズを
受信し、アドバタイズを受信したトランク

ポートを除くすべてのトランクポートに

これを転送します。複数の VLANポート
のコンフィギュレーションにより、スイッ

チは自動的にトランスペアレントモード

に入ります。

•オフ：オフモードを使用して VTPをディ
セーブルにすると、スイッチは VTPトラ
ンスペアレントモードと同様に動作しま

すが、VTPアドバタイズメントが転送され
ません。

Catalyst
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説明フィールド

（注） 2912MF、2924M、および 3500 XLス
イッチは、最高 250個の VLANをサ
ポートします。その他のCatalyst 2900
XLスイッチはすべて、最高 64個の
VLANをサポートします。 Catalyst
2912MF、2924M、および 3500 XLス
イッチの場合、250個を超えるVLAN
を定義するか、またはスイッチが 250
個を超える VLANを含むアドバタイ
ズメントを受信すると、スイッチは自

動的に VTPトランスペアレントモー
ドに入り、トランスペアレントモー

ドに入る前のVLANコンフィギュレー
ションで動作します。その他のすべ

てのCatalyst 2900XLスイッチの場合、
64個を超える VLANを定義するか、
またはスイッチが 64個を超える
VLANを含むアドバタイズメントを受
信すると、スイッチは自動的に VTP
トランスペアレントモードに入り、

トランスペアレントモード入る前の

VLANコンフィギュレーションで動作
します。

スイッチの管理ドメインを特定する名前。VTP Domain Name

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、お
よび Cisco 3700シリーズルータ

VTPプルーニングモードは、Cisco2600、Cisco
3600、および 3700シリーズルータではサポー
トされていません。

Catalystスイッチ、Cisco 7600シリーズルータ

プルーニングがイネーブルかまたはディセーブ

ルかを表示します。 VTPサーバでプルーニン
グをイネーブルにすると、管理ドメイン全体で

プルーニングが有効になります。プルーニング

を使用すると、トラフィックが適切なネット

ワークデバイスにアクセスするために使用しな

ければならないトランクリンクへのフラッディ

ングトラフィックが制限されます。

VTP Pruning Mode
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説明フィールド

VTPバージョン 2モードがイネーブルかどうか
を表示します。すべての VTPバージョン 2ス
イッチは、デフォルトでバージョン 1モードで
動作します。 VTPスイッチはそれぞれ、その
他すべての VTPデバイスの機能を自動的に検
出します。 VTPデバイスネットワーク内のす
べての VTPスイッチがバージョン 2モードで
動作可能な場合のみ、ネットワークをバージョ

ン 2に設定してください。

VTP V2 Mode

VTPトラップがネットワーク管理ステーション
に送信されるかどうかを表示します。

VTP Traps Generation

VTPコンフィギュレーションの 16バイトの
チェックサム。

MD5 digest

最後に行った設定変更の日付と時刻を表示しま

す。データベースの設定変更の原因となったス

イッチの IPアドレスを表示します。

Configuration last modified

次に、Release 12.2(33)SRC以降を実行している Cisco 7600シリーズルータの 3つすべての VTP
バージョンに対する showvtpstatusコマンドの出力例を示します。

次に、デバイスでVTPバージョン 1を実行している場合にコンフィギュレーションを確認する例
を示します。

Router# show vtp status
VTP Version capable : 1 to 3
VTP version running : 1
VTP Domain Name : Lab_Network
VTP Pruning Mode : Enabled
VTP Traps Generation : Disabled
Device ID : 0016.9c6d.5300
Configuration last modified by 127.0.0.12 at 10-18-07 10:12:42
Local updater ID is 127.00.12 at 10-18-07 10:2:42
Feature VLAN:
--------------
VTP Operating Mode : Server
Maximum number of existing VLANs : 5
Configuration Revision : 1
MD5 digest : 0x92 0xF1 0xE8 0x52 0x2E ox5C 0x36 0x10 0x70 0x61 0xB8

0x24 0xB6 0x93 0x21 0x09
Router#

次に、デバイスでVTPバージョン 2を実行している場合にコンフィギュレーションを確認する例
を示します。

Router# show vtp status
VTP Version capable : 1 to 3
VTP version running : 2
VTP Domain Name : Lab_Network
VTP Pruning Mode : Disabled
VTP Traps Generation : Disabled
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Device ID : 0012.44dc.b800
Configuration lst modified by 127.0.0.12 at 10-18-07 10:38:45
Local updater ID is 127.0.0.12 on interface EO 0/0 (first interface found)
Feature VLAN:
--------------
VTP Operating Mode : Server
Maximum VLANs supported locally: 1005
Number of existing VLANs : 1005
Configuration Revision : 1
MD5 digest : 0x2E 0x6B 0x99 0x58 0xA2 0x4F 0xD5 0x150x70 0x61 0xB8

0x24 0xB6 0x93 0x21 0x09
Router#

次に、デバイスでVTPバージョン 3を実行している場合にコンフィギュレーションを確認する例
を示します。

Router# show vtp status
VTP Version capable : 1 to 3
VTP version running : 3
VTP Domain Name : Lab_Network
VTP Pruning Mode : Disabled
VTP Traps Generation : Disabled
Device ID : 0012.44dc.b800
Feature VLAN:
--------------
VTP Operating Mode : Server
Number of existing VLANs : 1005
Number of existing extended VLANs: 3074
Configuration Revision : 18
Primary ID : 0012.4371.9ec0
Primary Description :
Router#

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 14：show vtp status のフィールドの説明（Cisco 7600 シリーズルータ Release 12.2(33) SRC 以降）

説明フィールド

デバイスが実行できる VTPバージョン。VTP Version capable

デバイスで実行されているVTPのバージョン。VTP Version running

デバイスの管理ドメインを特定する名前。VTP Domain Name

プルーニングがイネーブルかまたはディセーブ

ルかを表示します。 VTPサーバでプルーニン
グをイネーブルにすると、管理ドメイン全体で

プルーニングが有効になります。プルーニング

を使用すると、トラフィックが適切なネット

ワークデバイスにアクセスするために使用しな

ければならないトランク回線へのフラッディン

グトラフィックが制限されます。

VTP Pruning Mode

VTPトラップがネットワーク管理ステーション
に送信されるかどうかを表示します。

VTP Traps Generation

ローカルデバイスのMACアドレス。Device ID
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説明フィールド

最後に行った設定変更の日付と時刻を表示しま

す。データベースの設定変更の原因となったス

イッチの IPアドレスを表示します。

Configuration last modified

Configuration lst modified

機能タイプ別で示す VTPモード（クライアン
ト、サーバ、トランスペアレント、オフ）。

VTP Operating Mode

ローカルにサポートされている VLANの最大
数。

Maximum VLANs supported locally

既存の VLAN数。Maximum number of existing VLANs

既存の拡張 VLAN数。Number of existing extended VLANs

特定の機能のコンフィギュレーションリビジョ

ン番号。

Configuration Revision

プライマリサーバのMACアドレス。Primary ID

プライマリサーバの名前。Primary Description

VTPコンフィギュレーションの32ビットチェッ
クサム。

MD5 digest

次に、特定のインターフェイスの情報を表示する例を示します。

Router# show vtp interface GigabitEthernet2/4
Interface VTP Status
------------------------------------
GigabitEthernet2/4 enabled

次に、hiddenキーワード（VTPバージョン 3のみ）を使用して設定した場合のパスワードの表示
方法を示します。

Router# show vtp password
VTP Password: 89914640C8D90868B6A0D8103847A733
Router#

次に、ドメイン内のすべての VTPデバイスの情報を表示する例を示します。

Router# show vtp devices
Gathering information from the domain, please wait.
VTP Database Conf switch ID Primary Server Revision System Name

lict
------------ ---- -------------- ------------------------ ------------------
VLAN Yes 00b0.8e50.d000 000c.0412.6300 12354 main.cisco.com
MST No 00b0.8e50.d000 0004.AB45.6000 24 main.cisco.com
VLAN Yes 000c.0412.6300=000c.0412.6300 67 querty.cisco.com

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。
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表 15：show vtp devices のフィールドの説明

説明フィールド

各サーバの機能（データベース）タイプ（VLAN
またはMST）が表示されます。

VTP Database

サーバが機能についてローカルサーバと矛盾し

ている場合には、このカラムに「Yes」が表示
されます。同じドメインの2台のデバイスが特
定のデータベースに対して同じプライマリサー

バを持たない場合に競合が検出されます。

Conflict

サーバのMACアドレス。Switch ID

[Switch ID]カラムで特定されたデバイスのプラ
イマリサーバのMACアドレス。デバイスが発
信されたデータベースで設定されている場合、

[Primary Server]フィールドと [Switch ID]フィー
ルドの間に等号（=）が表示されます。

Primary Server

VTPデータベースのリビジョン番号。Revision

より簡単にシステムを識別するための文字列。System Name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTPおよびプルーニングカウンタをクリアし
ます。

clear vtp counters

VTPモードを設定します。vtp
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shutdown vlan
指定されたVLAN上でローカルトラフィックを遮断するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで shutdownvlanコマンドを使用します。 VLANのローカルトラフィックを再開するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

shutdown vlan vlan-id

no shutdown vlan vlan-id

___________________
構文の説明

ローカルに遮断する VLANの VLAN番号。有
効値は 2～ 1001です。

vlan-id

___________________
コマンドデフォルト 指定された VLAN上のローカルトラフィックはシャットダウンされていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、拡張範囲 VLANをサポートしません。

___________________
例 次の例では、VLAN 2のトラフィックをシャットダウンする方法を示します。

Router(config)#
shutdown vlan 2

   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
138

show vlan から storm-control まで
shutdown vlan



spanning-tree backbonefast
BackboneFastをイネーブルにして、スイッチ上のブロックされたポートを即座にリスニングモー
ドに切り替えられるようにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

spanning-treebackbonefastコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

spanning-tree backbonefast

no spanning-tree backbonefast

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト BackboneFastはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(6)EA2

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータで実装されました。

12.2(15)ZJ

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合され
ました。

12.3(4)T

___________________
使用上のガイドライン イーサネットスイッチネットワークモジュールを含む Ciscoルータすべてで BackboneFastをイ

ネーブルにする必要があります。 BackboneFastは、スパニングツリーのトポロジ変更後、ネット
ワークバックボーンに高速コンバージェンスを提供します。これにより、スイッチは間接リンク
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障害を検出し、通常のスパニングツリールールを使用している場合よりも早く、スパニングツ

リーの再設定を開始できるようになります。

設定を確認するには、showspanning-tree特権 EXECコマンドを使用します。

___________________
例 次に、スイッチで BackboneFastをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# spanning-tree backbonefast

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree
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spanning-tree bpdufilter
インターフェイス上でブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）フィルタリングをイネーブ
ルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-treebpdufilterコマ
ンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree bpdufilter {enable| disable}

no spanning-tree bpdufilter

___________________
構文の説明

インターフェイスでのBPDUフィルタリングを
イネーブルにします。

enable

インターフェイスでのBPDUフィルタリングを
ディセーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト spanning-treeportfastbpdufilterdefaultコマンドを入力したときに、すでに設定されていた設定で

す。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA
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___________________
使用上のガイドライン

spanning-treebpdufilterenableコマンドを入力する場合は、慎重に行ってください。インター
フェイス上でBPDUフィルタリングをイネーブルにすることは、このインターフェイスのスパ
ニングツリーをディセーブルにすることと類似しています。このコマンドを正しく使用しな

い場合、ブリッジングループが発生する可能性があります。

注意

spanning-treebpdufilterenableコマンドを入力してBPDUフィルタリングをイネーブルにすると、
PortFast設定が無効になります。

すべてのサービスプロバイダーエッジスイッチにレイヤ 2プロトコルトンネリングを設定する
場合は、spanning-treebpdufilterenableコマンドを入力して、802.1Qトンネルポート上でスパニ
ングツリー BPDUフィルタリングをイネーブルにする必要があります。

BPDUフィルタリングにより、ポートは BPDUを送受信できなくなります。この設定は、イン
ターフェイスがトランキングであるかどうかに関係なく、そのインターフェイス全体に適用でき

ます。このコマンドには次の 3つの状態があります。

• spanning-tree bpdufilter enable：インターフェイス上で BPDUフィルタリングが無条件でイ
ネーブルになります。

• spanning-tree bpdufilter disable：インターフェイス上でBPDUフィルタリングが無条件でディ
セーブルになります。

• no spanning-tree bpdufilter：インターフェイスが PortFast動作ステートにある場合、および
spanning-treeportfastbpdufilterdefaultコマンドを設定する場合、インターフェイス上でBPDU
フィルタリングがイネーブルになります。

PortFast用に設定済みのすべてのポートで BPDUフィルタリングをイネーブルにするには、
spanning-treeportfastbpdufilterdefaultコマンドを使用します。

___________________
例 次に、現在のインターフェイス上で BPDUフィルタリングをイネーブルにする例を示します。

Router(config-if)# spanning-tree bpdufilter enable
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree

すべての PortFastポートで、BPDUフィルタリ
ングをデフォルトでイネーブルにします。

spanning-tree portfast bpdufilter default
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spanning-tree bpduguard
インターフェイス上でブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）ガードをイネーブルにする
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-treebpduguardコマンドを使
用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree bpduguard {enable| disable}

no spanning-tree bpduguard

___________________
構文の説明

インターフェイス上でのBPDUガードをイネー
ブルにします。

enable

インターフェイス上での BPDUガードをディ
セーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト spanning-treeportfastbpduguarddefaultコマンドを入力したときに、すでに設定されていた設定で

す。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン BPDUガードを使用すると、ポートは BPDUを受信できなくなります。通常、この機能は、アク

セスポートがスパニングツリーに参加しないようにネットワーク管理者によって設定されるサー

ビスプロバイダーの環境で使用されます。ポートが引き続きBPDUを受信する場合は、保護対策
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としてポートが error-disabledステートに置かれます。このコマンドには次の 3つの状態がありま
す。

• spanning-tree bpduguard enable：インターフェイス上で BPDUガードが無条件にイネーブル
になります。

• spanning-tree bpduguard disable：インターフェイス上でBPDUガードが無条件にディセーブ
ルになります。

• no spanning-tree bpduguard：インターフェイスが PortFast動作ステートにある場合、および
spanning-treeportfastbpduguarddefaultコマンドが設定されている場合、インターフェイス上
で BPDUガードがイネーブルになります。

___________________
例 次の例では、インターフェイス上で BPDUガードをイネーブルにする方法を示します。

Router(config-if)# spanning-tree bpduguard enable
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree

すべての PortFastポートで、BPDUガードをデ
フォルトでイネーブルにします。

spanning-tree portfast bpduguard default
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spanning-tree cost
スパニングツリープロトコル（STP）計算に使用するインターフェイスのパスコストを設定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-treecostコマンドを使用しま
す。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree cost cost

no spanning-tree cost

___________________
構文の説明

パスコスト。有効値は Cisco IOS Release
12.1(3a)E以降のリリースについては 1～
200000000、Cisco IOS Release 12.1(3a)E以前の
Cisco IOSについては 1～ 65535です。

cost

___________________
コマンドデフォルト デフォルトパスコストは、インターフェイスの帯域幅設定から計算されます。デフォルトパス

コストは次のとおりです。

イーサネット：100 16 Mbトークンリング：62 FDDI：10 FastEthernet：10 ATM 155：6
GigibitEthernet：1 HSSI：647

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、Catalyst 6000ファミリスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドは、32ビットパスコストをサポートするために変更さ
れました。

12.1(3a)E

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータで導入されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合され
ました。

12.2(8)T

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX
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変更内容リリース

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが 12.2(17d)SXBに拡
張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン 引数 costの値を指定する場合、値が大きいほどコストは高くなります。指定されたプロトコルタ

イプに関係なく、この値が適用されます。

___________________
例 次に、インターフェイスにアクセスし、このインターフェイスに関連するスパニングツリーVLAN

にパスコスト値 250を設定する例を示します。

Router(config)# interface ethernet 2/0
Router(config-if)# spanning-tree cost 250

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定されたスパニングツリーインスタンスのス

パニングツリー情報を表示します。

show spanning -tree

2つのブリッジがルートブリッジとなるために
競合している場合に、インターフェイスにプラ

イオリティを設定します。

spanning -treeport-priority

リンクがアップした時点で、インターフェイス

がタイマーの経過を待たずにただちにフォワー

ディングステートに移行した場合に、PortFast
モードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast（グローバル）

リンクがアップした時点で、インターフェイス

がタイマーの経過を待たずにただちにフォワー

ディングステートに移行した場合に、PortFast
モードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast（インターフェイス）

UplinkFast機能をイネーブルにします。spanning -treeuplinkfast

STPを VLAN単位で設定します。spanning -treevlan
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spanning-tree etherchannel guard misconfig
チャネルの設定ミスによるループが検出された場合に、エラーメッセージを表示するには、グ

ローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treeetherchannelguardmisconfigコマンドを
使用します。エラーメッセージをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

spanning-tree etherchannel guard misconfig

no spanning-tree etherchannel guard misconfig

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト エラーメッセージが表示されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン EtherChannelはポート集約プロトコル（PAgP）、またはLinkAggregationControl Protocol（LACP）

を使用し、インターフェイスの EtherChannelモードが channel-group group-number mode onコマン
ドを使用してイネーブル化されている場合は機能しません。

spanning-treeetherchannelguardmisconfigコマンドは、設定ミスと接続ミスの 2種類のエラーを検
出します。設定ミスエラーは、ポートチャネルと個別のポート間のエラーです。接続ミスエラー

は、エラーを検出できないほどたくさんのポートをチャネリングしているポートと、エラーを検

出するには不十分なスパニングツリープロトコル（STP）ブリッジプロトコルデータユニット
（BPDU）を使用しているスイッチ間のエラーです。この場合、スイッチが非ルートスイッチの
とき EtherChannelをエラーディセーブルにするだけです。
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EtherChannelガードの設定ミスが検出されると、次のエラーメッセージが表示されます。

msgdef(CHNL_MISCFG, SPANTREE, LOG_CRIT, 0, “Detected loop due to etherchannel misconfiguration
of %s %s”)

設定ミスに関連するローカルポートを判別するには、showinterfacesstatuserr-disabledコマンドを
入力します。リモート装置の EtherChannel設定を調べるには、リモート装置上で
showetherchannelsummaryコマンドを入力します。

設定を修正したら、対応付けられたポートチャネルインターフェイス上で shutdownコマンドと
noshutdownコマンドを入力します。

___________________
例 次に、EtherChannelガードの設定ミス機能をイネーブルにする例を示します。

Router(config)# spanning-treeetherchannelguardmisconfig

Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

チャネルの EtherChannel情報を表示します。show etherchannel summary

インターフェイスステータスを表示したり、

LANポートでerrdisableステートにあるインター
フェイスだけのリストを表示したりします。

show interfaces status err-disabled

インターフェイスをディセーブルにします。shutdown
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spanning-tree extend system-id
1024個のMAC（メディアアクセスコントロール）アドレスをサポートするシャーシ上で拡張シ
ステム ID機能をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
spanning-treeextendsystem-idコマンドを使用します。拡張システム IDをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree extend system-id

no spanning-tree extend system-id

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト 1024個のMACアドレスを提供しないシステム上でイネーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン Cisco 7600シリーズルータは、64個または 1024個のMACアドレスをサポートできます。 64個

のMACアドレスを持つ Cisco 7600シリーズルータの場合、STPは拡張システム IDとMACアド
レスを使用して、VLANごとに一意のブリッジ IDを作成します。

64個のMACアドレスをサポートする Cisco 7600シリーズルータでは、拡張システム IDをディ
セーブルにできません。

拡張システム IDをイネーブルまたはディセーブルにすると、すべてのアクティブなスパニングツ
リープロトコル（STP）インスタンスのブリッジ IDが更新されるため、これによってスパニング
ツリートポロジーが変更される場合があります。
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___________________
例 次に、拡張システム IDをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# spanning-tree extend system-id
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree
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spanning-tree guard
ガードモードをイネーブルまたはディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで spanning-treeguardコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

spanning-tree guard {loop| root| none}

no spanning-tree guard

___________________
構文の説明

インターフェイスでループガードモードをイ

ネーブルにします。

loop

インターフェイスでルートガードモードをイ

ネーブルにします。

root

ガードモードを Noneに設定します。none

___________________
コマンドデフォルト ガードモードはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
例 次の例では、ルートガードをイネーブルにする方法を示します。

Router(config-if)# spanning-tree guard root
Router(config-if)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree

所定のブリッジのすべてのポート上でデフォル

トとしてループガードをイネーブルにします。

spanning-tree loopguard default
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spanning-tree link-type
ポートにリンクタイプを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

spanning-treelink-typeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

spanning-tree link-type {point-to-point| shared}

no spanning-tree link-type

___________________
構文の説明

インターフェイスがポイントツーポイントリン

クになるように指定します。

point-to-point

インターフェイスが共有メディアになるように

指定します。

shared

___________________
コマンドデフォルト リンクタイプは、明示的に設定しなければ、デュプレックス設定から自動的に生成されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン 高速スパニングツリープロトコル+（RSTP+）高速トランジションが機能するのは、2つのブリッ

ジ間のポイントツーポイントリンク上だけです。

デフォルトでは、スイッチはデュプレックスモードからポートのリンクタイプを判断します。

つまり、全二重ポートはポイントツーポイントリンクと見なされ、半二重設定は共有リンク上に

あると見なされます。
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ポートを共有リンクとして指定した場合は、デュプレックス設定に関係なく、RSTP+高速トラン
ジションは禁止されます。

___________________
例 次に、ポートを共有リンクとして設定する例を示します。

Router(config-if)# spanning-tree link-type shared
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree interface
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spanning-tree loopguard default
指定されたブリッジのすべてのポート上でループガードをデフォルトでイネーブルにするには、

グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treeloopguarddefaultコマンドを使用しま
す。ループガードをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree loopguard default

no spanning-tree loopguard default

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ループガードはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン ループガードを使用すると、ブリッジネットワークのセキュリティが向上します。また、単一

方向リンクの原因となる障害によって代替ポートまたはルートポートが指定ポートとして使用さ

れることがなくなります。

ループガードが動作するのは、スパニングツリーがポイントツーポイントと見なすポート上だけ

です。

ループガードポートを個別に設定すると、このコマンドが上書きされます。
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___________________
例 次に、ループガードをイネーブルにする例を示します。

Router(config)#
spanning-tree loopguard default
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree

ガードモードをイネーブルまたはディセーブル

にします。

spanning-tree guard
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spanning-tree mst
任意のマルチスパニングツリー（MST）インスタンス（インスタンス ID 0のCommon and Internal
Spanning Tree（CIST）を含む）のパスコストおよびポートプライオリティパラメータを設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-treemstコマンドを使用し
ます。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst instance-id {{cost cost| port-priority priority}| pre-standard}

no spanning-tree mst instance-id {{cost| port-priority}| pre-standard}

___________________
構文の説明

インスタンス ID番号です。有効値の範囲は 0
～ 15です。

instance-id

インスタンスのパスコストを指定します。有効

値は 1～ 200000000です。
cost cost

インスタンスのポートプライオリティを指定し

ます。有効値は 0～ 240で、増分は 16です。
port-priority priority

インターフェイスで、先行標準のMST BPDU
伝送を設定します。

pre-standard

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

• costは、ポート速度に応じて変わります。インターフェイス速度が速いほどコストは小さく
なります。MSTは、常にロングパスコストを使用します。

• priorityは 128です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン cost costの値が大きいほど、コストは高くなります。 cost値を入力する場合は、カンマを含めな

いでください。たとえば、1,000ではなく、1000と入力します。

port-priority priority値が大きいほど、プライオリティは低くなります。

___________________
例 次に、インターフェイスパスコストを設定する例を示します。

Router(config-if)#
spanning-tree mst 0 cost 17031970
Router(config-if)#

次に、インターフェイスプライオリティを設定する例を示します。

Router(config-if)#
spanning-tree mst 0 port-priority 64
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

2つのブリッジがルートブリッジとなるために
競合している場合に、インターフェイスにプラ

イオリティを設定します。

spanning-tree port-priority
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spanning-tree mst configuration
MSTコンフィギュレーションサブモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで spanning-treemstconfigurationコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst configuration

no spanning-tree mst configuration

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、マルチスパニングツリー（MST）の設定値がすべてのパラメータのデフォルト

値になります。

• VLANはどのMSTインスタンスにもマッピングされません（すべてのVLANはCommon and
Internal Spanning Tree（CIST）インスタンスにマッピングされます）。

•領域名は空の文字列になります。

•リビジョン番号は 0です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されま
した。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS XE Release XE 3.7Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XE Release XE 3.7S

___________________
使用上のガイドライン MSTコンフィギュレーションは、次の 3つの主要パラメータから構成されます。
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•インスタンス VLANマッピング：instanceコマンドを参照してください。

•リージョン名：name（MSTコンフィギュレーションサブモード）コマンドを参照してくだ
さい。

•コンフィギュレーションリビジョン番号：revisionコマンドを参照してください。

abortおよび exitコマンドを使用すると、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了できま
す。これら 2つのコマンドの違いは、変更内容を保存するかどうかです。

exitコマンドは、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了する前に、すべての変更内容を
コミットします。セカンダリ VLANが、対応付けられたプライマリ VLANと同じインスタンス
にマッピングされていない場合に、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了すると、警告
メッセージが表示され、対応付けられたプライマリVLANと同じインスタンスにマッピングされ
ていないセカンダリ VLANが一覧表示されます。警告メッセージは次のとおりです。
These secondary vlans are not mapped to the same instance as their primary:
-> 3

abortコマンドは、変更を実行しないで、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了します。

MSTコンフィギュレーションサブモードパラメータを変更すると、接続損失が発生する可能性
があります。サービスの中断を減らすには、MSTコンフィギュレーションサブモードを開始す
る場合、現在のMSTコンフィギュレーションのコピーを変更します。コンフィギュレーション
の編集が終了したら、exitキーワードを使用してすべての変更内容を一度に適用するか、または
abortキーワードを使用して変更をコンフィギュレーションにコミットせずにサブモードを終了し
ます。

2名のユーザがまったく同時に新しいコンフィギュレーションを実行することは通常ありません
が、その場合は次の警告メッセージが表示されます。

% MST CFG:Configuration change lost because of concurrent access

___________________
例 次に、MSTコンフィギュレーションサブモードを開始する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)#

次に、MSTコンフィギュレーションをデフォルト設定にリセットする例を示します。
Device(config)# no spanning-tree mst configuration
Device(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VLANまたは VLANセットをMSTインスタン
スにマッピングします。

instance

MSTリージョンの名前を設定します。name（MST）

MSTコンフィギュレーションのリビジョン番号
を設定します。

revision
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説明コマンド

MSTコンフィギュレーションを確認します。show

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst forward-time
Cisco7600シリーズルータ上のすべてのインスタンスの転送遅延タイマーを設定するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで spanning-treemstforward-timeコマンドを使用します。デ
フォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst forward-time seconds

no spanning-tree mst forward-time

___________________
構文の説明 Cisco 7600シリーズルータのすべてのインスタ

ンスの転送遅延タイマーの設定秒数。有効値

は、4～ 30秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト secondsは 15です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
例 次に、転送遅延タイマーを設定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree mst forward-time 20
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst hello-time
Cisco 7600シリーズルータ上のすべてのインスタンスのハロータイム遅延タイマーを設定するに
は、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treemsthello-timeコマンドを使用し
ます。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst hello-time seconds

no spanning-tree mst hello-time

___________________
構文の説明 Cisco 7600シリーズルータのすべてのインスタ

ンスのハロータイム遅延タイマーの設定秒数。

有効値は、1～ 10秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト 2秒

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン hello-time値を指定しない場合は、ネットワークの直径から値が計算されます。

___________________
例 次に、ハロータイム遅延タイマーを設定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree mst hello-time 3
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst max-age
Cisco 7600シリーズルータ上のすべてのインスタンスの最大経過時間タイマーを設定するには、
グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treemstmax-ageコマンドを使用します。
デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst max-age seconds

no spanning-tree mst max-age

___________________
構文の説明 Cisco 7600シリーズルータのすべてのインスタ

ンスの最大経過時間タイマーの設定秒数。有効

値は、6～ 40秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト 20秒

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
例 次に、最大経過時間タイマーを設定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree mst max-age 40
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst max-hops
ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）が廃棄されるまでのリージョンの最大ホップカウ
ントを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treemstmax-hopsコ
マンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst max-hops hopnumber

no spanning-tree mst max-hops

___________________
構文の説明 BPDUが廃棄されるまでのリージョンの最大

ホップカウントを指定します。有効値は、1～
255ホップです。

hopnumber

___________________
コマンドデフォルト 20ホップ

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドで使用できる最大ホップカウントが 40から 255に増
やされました。

12.2(18)SXF

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

___________________
例 次に、許容されるホップ数を設定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree mst max-hops 25
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst pre-standard
先行標準のブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）だけを送信するようにポートを設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-treemstpre-standardコマ
ンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst pre-standard

no spanning-tree mst pre-standard

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、先行標準ネイバーを自動的に検出します。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートがSupervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(18)SXF

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン デフォルト設定であっても、ポートは先行標準および標準 BPDUの両方を受信できます。

先行標準 BPDUは、IEEE標準が完成する前に作成された Cisco IOSマルチスパニングツリー
（MST）実装に基づいています。標準 BPDUは、最終 IEEE標準に基づいています。

先行標準の BPDUだけを送信するようにポートを設定する場合、先行標準フラグが
showspanning-treeコマンドに表示されます。先行標準フラグの種類は次のとおりです。

• Pre-STDまたは pre-standard（長形式）：ポートが先行標準BPDUを送信するように設定され
ている場合、およびこのインターフェイス上で先行標準ネイバーブリッジが検出された場合

に、このフラグが表示されます。

• Pre-STD-Cfまたは pre-standard (config)（長形式）：先行標準 BPDUを送信するようにポート
を設定し、そのポートで先行標準BPDUが受信されない場合、自動検出メカニズムが失敗し
た場合、または先行標準ネイバーが存在しない場合に設定が間違っている場合、このフラグ

が表示されます。
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• Pre-STD-Rxまたは pre-standard (rcvd)（長形式）：先行標準BPDUがポートで受信され、先行
標準BPDUを送信するようにポートを設定していない場合に、このフラグが表示されます。
ポートは先行標準BPDUを送信しますが、先行標準ネイバーとのやりとりを自動検出メカニ
ズムだけに依存しないようにポートの設定を変更することを推奨します。

MSTの設定が先行標準に適合しない場合（インスタンス IDが 15より大きい場合）、ポート上の
STPの設定に関係なく、標準MST BPDUだけが送信されます。

___________________
例 次に、先行標準 BPDUだけを送信するようにポートを設定する例を示します。

Router(config-if)# spanning-tree mst pre-standard
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst priority
インスタンスのブリッジプライオリティを設定するには、グローバルコンフィギュレーション

モードで spanning-treemstpriorityコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst instance priority priority

no spanning-tree mst priority

___________________
構文の説明

インスタンス ID番号を指定します。有効値は
0～ 4094です。

instance

ブリッジプライオリティを指定します。有効値

および追加情報については、「使用上のガイド

ライン」の項を参照してください。

priority priority

___________________
コマンドデフォルト priorityは 32768です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

___________________
使用上のガイドライン ブリッジプライオリティは、4096ずつ増分して設定できます。プライオリティを設定する場合、

有効値は 0、4096、8192、12288、16384、20480、24576、28672、32768、36864、40960、45056、
49152、53248、57344、および61440です。

スイッチをルートにする場合は、priorityを 0に設定します。

instanceは、単一インスタンスまたはインスタンス範囲（0～ 3、5、7～ 9など）として入力でき
ます。
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___________________
例 次に、ブリッジプライオリティを設定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree mst 0 priority 4096
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst root
プライマリおよびセカンダリルートスイッチを指定して、インスタンスのタイマー値を設定する

には、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treemstrootコマンドを使用しま
す。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst instance root {primary| secondary} [diameter diameter [hello-time seconds]]

no spanning-tree mst instance root

___________________
構文の説明

インスタンス ID番号を指定します。有効値は
0～ 4094です。

instance

スパニングツリーインスタンスのルートに設定

するのに十分高いプライオリティ（小さい値）

を指定します。

primary

プライマリルートに障害が発生した場合に、セ

カンダリルートとなるようにスイッチを指定し

ます。

secondary

（任意）ネットワーク直径に基づくルートス

イッチのタイマー値を指定します。有効値は、

1～ 7です。

diameter diameter

（任意）ルートスイッチが設定メッセージを生

成する間隔を指定します。

hello-time seconds

___________________
コマンドデフォルト spanning-tree mst rootコマンドにデフォルト設定はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB
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___________________
使用上のガイドライン instanceは、単一インスタンスまたはインスタンス範囲（0～ 3、5、7～ 9など）として入力でき

ます。

spanning-treemstrootsecondary値は 16384です。

diameterdiameterおよび hello-timesecondsキーワードおよび引数は、インスタンス 0だけに使用で
きます。

seconds引数を指定しない場合、この引数の値はネットワークの直径から計算されます。

___________________
例 次に、インスタンスのプライマリルートスイッチおよびタイマー値を指定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree mst 0 root primary diameter 7 hello-time 2
Router(config)# spanning-tree mst 5 root primary
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree portfast（インターフェイス）
リンクがアップした時点で、インターフェイスがタイマーの経過を待たずにただちにフォワーディ

ングステートに移行した場合に、PortFastモードをイネーブルにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで spanning-treeportfastコマンドを使用します。デフォルト設定に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree portfast

spanning-tree portfast {disable| edge [trunk]| network| trunk}

no spanning-tree portfast

___________________
構文の説明

インターフェイスの PortFastをディセーブルに
します。

disable

インターフェイスの PortFastエッジモードをイ
ネーブルにします。

edge

インターフェイスの PortFastネットワークモー
ドをイネーブルにします。

network

トランクモードの場合でも、インターフェイス

の PortFastをイネーブルにします。
trunk

___________________
コマンドデフォルト これは、spanning-treeportfastdefaultコマンドにより設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA
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変更内容リリース

edge [trunk]と networkのキーワードが追加されました。12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、エンドステーションに接続されているインターフェイスだけに使用してくださ

い。偶発的なトポロジループが原因でデータパケットループが発生し、Cisco 7600シリーズルー
タおよびネットワークの動作が妨げられることがあります。

リンクがアップすると、PortFastモードがイネーブルに設定されたインターフェイスは標準の転送
遅延時間の経過を待たずに、ただちにスパニングツリーフォワーディングステートに移行しま

す。

nospanning-treeportfastコマンドを使用するときは注意してください。このコマンドは、
spanning-treeportfastdefaultコマンドがイネーブルの場合は、PortFastをディセーブルにしません。

このコマンドには次の状態があります。

• spanning-tree portfast：このコマンドは、特定のポート上でPortFastを無条件にイネーブルに
します。

• spanning-tree portfast disable：このコマンドは、特定のポートでPortFastを明示的にディセー
ブルにします。このコンフィギュレーション行はデフォルトでないため、実行コンフィギュ

レーションに含まれます。

• spanning-tree portfast edge：このコマンドを使用すると、特定のポートにPortFastエッジモー
ドを設定できます。

• spanning-tree portfast network：このコマンドを使用すると、特定のポートに PortFastネット
ワークモードを設定できます。

• spanning-tree portfast [edge] trunk：このコマンドを使用すると、トランクポートに PortFast
を設定できます。Cisco IOS Release 12.2(33)SXI以降のリリースでは、trunkに edgeキーワー
ドが必要です。

spanning-treeportfasttrunkコマンドを入力すると、アクセスモードの場合でも、ポートは
PortFastに対応するように設定されます。

（注）

• no spanning-tree portfast：spanning-treeportfastdefaultコマンドをグローバルコンフィギュ
レーションモードで定義する場合、およびポートがトランクポートでない場合に、PortFast
を暗黙的にイネーブルにします。 PortFastをグローバルに設定しない場合、
nospanning-treeportfastコマンドは spanning-treeportfastdisableコマンドと同様に機能しま
す。
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___________________
例 次に、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIよりも前のリリースで PortFastモードをイネーブルにする例

を示します。

Router(config-if)#
spanning-tree portfast
Router(config-if)#

次に、Cisco IOS Release 12.2(33)SXI以降のリリースで PortFastエッジモードをイネーブルにする
例を示します。

Router(config-if)#
spanning-tree portfast edge
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree

すべてのアクセスポート上で PortFastをデフォ
ルトでイネーブルにします。

spanning-tree portfast default
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spanning-tree port-priority
2つのブリッジがルートブリッジとなるために競合している場合に、インターフェイスにプライ
オリティを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

spanning-treeport-priorityコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

spanning-tree port-priority port-priority

no spanning-tree port-priority

___________________
構文の説明

ポートのプライオリティ。有効値は 2～ 255で
す。デフォルトは 128です。

port -priority

___________________
コマンドデフォルト port priorityは 128です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合され
ました。

12.2(8)T

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが 12.2(17d)SXBに拡
張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン 設定されたプライオリティによって、差が生じます。
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___________________
例 次に、インターフェイスイーサネット 2/0のルートブリッジとしてスパニングツリーインスタン

ス 20が選択される可能性を高める例を示します。

Router(config)# interface ethernet 2/0
Router(config-if)# spanning-tree port-priority 20
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定されたスパニングツリーインスタンスのス

パニングツリー情報を表示します。

show spanning -tree

STP計算に使用するインターフェイスのパスコ
ストを設定します。

spanning -treecost

任意のMSTインスタンス（インスタンス ID 0
のCISTを含む）のパスコストおよびポートプ
ライオリティパラメータを設定します。

spanning-tree mst

リンクがアップした時点で、インターフェイス

がタイマーの経過を待たずにただちにフォワー

ディングステートに移行した場合に、PortFast
モードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast（グローバル）

リンクがアップした時点で、インターフェイス

がタイマーの経過を待たずにただちにフォワー

ディングステートに移行した場合に、PortFast
モードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast（インターフェイス）

UplinkFast機能をイネーブルにします。spanning -treeuplinkfast

STPを VLAN単位で設定します。spanning -treevlan
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spanning-tree transmit hold-count
送信ホールドカウントを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

spanning-treetransmithold-countコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマン
ドの no形式を使用します。

spanning-tree transmit hold-count value

no spanning-tree transmit hold-count

___________________
構文の説明

一時停止するまで 1秒間に送信されるブリッジ
プロトコルデータユニット（BPDU）の数。有
効値は、1～ 20です。

value

___________________
コマンドデフォルト valueは 6です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートがSupervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(18)SXF

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、すべてのスパニングツリーモードでサポートされています。

送信ホールドカウントは、一時停止するまで 1秒間に送信される BPDUの数を決定します。

このパラメータをより高い値に変更すると、特に高速 Per-VLAN Spanning Tree（PVST）モー
ドで、CPU利用率に重大な影響を与える可能性があります。このパラメータを低い値に設定
すると、一部のシナリオでコンバージェンスが低速になる可能性があります。デフォルト設

定から値を変更しないことを推奨します。

（注）

value設定を変更する場合は、showrunning-configコマンドを入力して、変更内容を確認します。
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コマンドを削除する場合は、showspanning-treemstコマンドを使用して、削除内容を確認します。

___________________
例 次に、送信ホールドカウントを指定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree transmit hold-count 8
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

モジュールまたはレイヤ 2 VLANのステータス
および設定を表示します。

show running-config

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree uplinkfast
UplinkFastをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
spanning-treeuplinkfastコマンドを使用します。UplinkFastをディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

spanning-tree uplinkfast [max-update-rate packets-per-second]

no spanning-tree uplinkfast [max-update-rate]

___________________
構文の説明

（任意）更新パケットの最大送信速度（パケッ

ト/秒）を指定します。有効値の範囲は 0～
65535です。

max-update-rate packets-per-second

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

• UplinkFastはディセーブルです。

• packets-per-secondは 150パケット/秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、アクセススイッチ上だけで使用します。

UplinkFastが設定されている場合、このスイッチがルートとして選択されないように、ブリッジ
プライオリティは 49152に変更されます。指定されたスパニングツリーインスタンスに属するす
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べてのスパニングツリーインターフェイスのインターフェイスパスコストも、すべて 3000ずつ
増やされます。

ルートインターフェイスの障害がスパニングツリーで検出されると、UplinkFast機能はただちに
代替ルートインターフェイスに切り替えて、新しいルートインターフェイスを直接フォワーディ

ングステートに移行させます。この間、トポロジ変更通知が送信されます。トポロジーの変更

による中断を最小限にするため、元のルートインターフェイスに対応付けられたアドレスを除

き、転送元ブリッジのステーションアドレスごとに、マルチキャストパケットが

01-00-0C-CD-CD-CDに送信されます。

spanning-treeuplinkfastmax-update-rateコマンドを使用すると、UplinkFastがイネーブルになり
（まだイネーブルでない場合）、更新パケットの送信速度が変更されます。デフォルトの速度に

戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

___________________
例 次の例では、UplinkFastをイネーブルにして、最大速度を 200パケット/秒に設定する方法を示し

ます。

Router(config)#
spanning-tree uplinkfast max-update-rate 200
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示

します。

show spanning-tree
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spanning-tree vlan
仮想 LAN（VLAN）単位でスパニングツリープロトコル（STP）を設定するには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで spanning-treevlanコマンドを使用します。デフォルト設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree vlan vlan-id [forward-time seconds| hello-time seconds|max-age seconds| priority priority|
protocol protocol| [root {primary| secondary} [diameter net-diameter [hello-time seconds]]]]

no spanning-tree vlan vlan-id [forward-time| hello-time| max-age| priority| protocol| root]

___________________
構文の説明 VLAN ID番号。有効値は 1～ 1005です。Cisco

IOS Release 12.4(15)T以降、有効な VLAN IDの
範囲は 1～ 4094です。

vlan id

（任意）STP転送遅延時間を設定します。有効
値は 4～ 30秒です。

forward -timeseconds

（任意）ルートスイッチで生成されるコンフィ

ギュレーションメッセージの間隔（秒数）を指

定します。有効値は 1～ 10秒です。

hello -timeseconds

（任意）ブリッジプロトコルデータユニット

（BPDU）内の情報が有効である最大期間（秒
数）を設定します。有効値は 6～ 40秒です。

max -ageseconds

（任意）STPブリッジプライオリティを設定し
ます。有効値は 0～ 65535です。

priority priority

（任意）STPを設定します。有効値の一覧につ
いては「使用上のガイドライン」の項を参照し

てください。

protocol protocol

（任意）このスイッチを強制的にルートブリッ

ジにします。

root primary

（任意）プライマリルートに障害が発生した場

合に、このスイッチがルートスイッチとして機

能するように指定します。

root secondary

（任意）エンドステーションの任意の2つの接
続ポイント間に存在するブリッジの最大数を指

定します。有効値は 2～ 7です。

diameter net -diameter

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは、次のとおりです。
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• forward-time：15秒

• hello-time：2秒

• max-age：20秒

• priority：IEEESTPがイネーブルの場合のデフォルトは32768、STPがイネーブルの場合のデ
フォルトは 128です。

• protocol：IEEE

• root：STPルートなし

nospanning-treevlanxxrootコマンドを発行すると、次のパラメータがデフォルトにリセットされま
す。

• priority：IEEESTPがイネーブルの場合のデフォルトは32768、STPがイネーブルの場合のデ
フォルトは 128です。

• hello-time：2秒

• forward-time：15秒

• max-age：20秒

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

Catalyst 6000シリーズスイッチにおけるこのコマンドのサポートが、
Cisco IOS Release 12.1(1)Eにまで拡張されました。

12.1(1)E

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されま
した。

12.2(8)T

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、指定されたプラットフォームに対するVLAN IDの有
効範囲を 1～ 4094に拡張するために修正されました。

12.4(15)T

___________________
使用上のガイドライン

no spanning-tree vlan vlan-idコマンドを使用して VLAN上のスパニングツリーをディセーブル
にするときは、VLANのすべてのスイッチおよびブリッジのスパニングツリーがディセーブル
になっていることを確認してください。 VLAN内の一部のスイッチおよびブリッジのスパニ
ングツリーをディセーブルにし、同じ VLAN内の別のスイッチおよびブリッジのスパニング
ツリーをイネーブルにしておくことはできません。なぜなら、スパニングツリーがイネーブル

になっているスイッチおよびブリッジは、ネットワークの物理トポロジについて不完全な情報

しか持たないからです。

注意

物理的なループの存在しないトポロジーであっても、スパニングツリーをディセーブルにする

ことは推奨しません。スパニングツリーは誤設定やケーブル障害を防ぐ役割を果たします。

VLANに物理ループが存在しないことを確認せずに、VLANでスパニングツリーをディセーブ
ルにしないでください。

注意

max-agesecondsパラメータが設定されているときに、ブリッジが指定インターバル内にルートブ
リッジからブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を受信しない場合は、ネットワークが
変更されていると見なされ、スパニングツリートポロジが再計算されます。

protocolの有効値は dec（Digital STP）、ibm（IBM STP）、ieee（IEEE Ethernet STP）、および
vlan-bridge（VLAN Bridge STP）です。

spanning-treerootprimaryコマンドを入力すると、スイッチのブリッジプライオリティが 8192に
変更されます。 spanning-treerootprimaryコマンドを入力したにもかかわらず、スイッチがルー
トスイッチにならなかった場合は、このスイッチのブリッジプライオリティが現在のブリッジの

ブリッジプライオリティよりも 100だけ小さい値に変更されます。それでもスイッチがルートに
ならない場合は、エラーが発生します。

spanningtreerootsecondaryコマンドを入力すると、スイッチのブリッジプライオリティが 16384
に変更されます。ルートスイッチに障害が発生した場合は、このスイッチが次のルートスイッ

チになります。

spanningtreerootコマンドはバックボーンスイッチだけで使用します。

spanning-treeetherchannelguardmisconfigコマンドは、設定ミスと接続ミスの 2種類のエラーを検
出します。設定ミスエラーは、ポートチャネルと個別のポート間のエラーです。接続ミスエラー

は、エラーを検出できないほどたくさんのポートをチャネリングしているポートと、エラーを検

出するには不十分なスパニングツリープロトコル（STP）ブリッジプロトコルデータユニット
（BPDU）を使用しているスイッチ間のエラーです。この場合、スイッチが非ルートスイッチの
とき EtherChannelをエラーディセーブルにするだけです。
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___________________
例 次に、VLAN 200でスパニングツリーをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# spanning-tree vlan 200

次に、スイッチを VLAN 10のルートスイッチとして設定し、ネットワーク直径を 4に設定する
例を示します。

Router(config)# spanning-tree vlan 10 root primary diameter 4

次に、スイッチを VLAN 10のセカンダリルートスイッチとして設定し、ネットワーク直径を 4
に設定する例を示します。

Router(config)# spanning-tree vlan 10 root secondary diameter 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

STP計算に使用するインターフェイスのパスコ
ストを設定します。

spanning -treecost

チャネルの設定ミスによるループが検出される

と、エラーメッセージが表示されます。

spanning-tree etherchannel guard misconfig

2つのブリッジがルートブリッジとなるために
競合している場合に、インターフェイスにプラ

イオリティを設定します。

spanning -treeport-priority

リンクがアップした時点で、インターフェイス

がタイマーの経過を待たずにただちにフォワー

ディングステートに移行した場合に、PortFast
モードをイネーブルにします。

spanning -treeportfast（グローバル）

リンクがアップした時点で、インターフェイス

がタイマーの経過を待たずにただちにフォワー

ディングステートに移行した場合に、PortFast
モードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast（インターフェイス）

UplinkFast機能をイネーブルにします。spanning -treeuplinkfast

指定されたスパニングツリーインスタンスのス

パニングツリー情報を表示します。

show spanning -tree
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storm-control
ポート上でブロードキャスト、マルチキャスト、またはユニキャストストーム制御をイネーブル

にするか、またはポート上でストームが発生した場合のアクションを指定するには、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードで storm-controlコマンドを使用します。ブロードキャスト、
マルチキャスト、またはユニキャストトラフィックのストーム制御をディセーブルにするか、ま

たは指定のストーム制御アクションをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

storm-control {{broadcast| multicast| unicast} level level | action {shutdown| trap}}

no storm-control {{broadcast| multicast| unicast} level| action {shutdown| trap}}

___________________
構文の説明

ポート上でブロードキャストストーム制御をイ

ネーブルにします。

broadcast

ポート上でマルチキャストストーム制御をイ

ネーブルにします。

multicast

ポート上でユニキャストストーム制御をイネー

ブルにします。

unicast

上限抑制レベルと下限抑制レベルを定義しま

す。

• level：合計帯域幅の割合で示される上限抑
制レベル（小数点以下第 2位まで）。有
効値は 0～ 100です。 levelに指定した値
に到達すると、ストームパケットのフラッ

ディングがブロックされます。

level level

ポート上でストームが発生した場合に実行する

アクションを指定します。デフォルトアクショ

ンは、トラフィックのフィルタリングです。

action

ストームの間、ポートをディセーブルにしま

す。

shutdown

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ト
ラップを送信します。

trap
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___________________
コマンドデフォルト ブロードキャスト、マルチキャスト、およびユニキャストストーム制御はディセーブルに設定さ

れています。デフォルトアクションは、トラフィックのフィルタリングです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XT

スイッチポートの作成をサポートするために、このコマンドが Cisco
IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(15)ZJに統合されました。

level level キーワードと引数のペアと actionおよび shutdownキーワー
ドが追加されました。

12.2(15)ZJ

このコマンドが変更されました。 trapキーワードが追加されました。15.0(1)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン ポート上でブロードキャスト、マルチキャストまたはユニキャストストーム制御をイネーブルま

たはディセーブルにするには、storm-controlコマンドを使用します。ストーム中にポートがディ
セーブルになったときは、no shutdownインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使
用してポートをイネーブルにします。

抑制レベルは、合計帯域幅に対する割合として入力されます。 100%の抑制値は、指定したトラ
フィックタイプに制限が設定されていないことを意味します。このコマンドは、上限抑制レベル

が100%未満の場合のみイネーブルになります。他のストーム制御設定が指定されていない場合、
デフォルトアクションは、ストームの原因となるトラフィックのフィルタリングです。

ストームが発生し、実行されるアクションがトラフィックのフィルタリングであり、下限抑制レ

ベルが指定されていない場合、トラフィックレートが上限抑制レベルより低くなるまでネット

ワークデバイスはすべてのトラフィックをブロックします。下限抑制レベルが指定されている場

合、トラフィックレートがこのレベルより低くなるまでネットワークデバイスはトラフィックを

ブロックします。

アクションにトラフィックのフィルタリングが設定されている状態でマルチキャストまたはユニ

キャストストームが発生すると、すべてのトラフィック（ブロードキャスト、マルチキャストお

よびユニキャストトラフィック）がブロックされ、スパニングツリープロトコル（STP）パケッ
トのみが送信されます。
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ブロードキャストストームが発生し、実行されるアクションがトラフィックのフィルタリングで

ある場合、ネットワークデバイスはブロードキャストトラフィックだけをブロックします。

ブロードキャストストームが発生した場合、trapアクションを使用して SNMPトラップが送信さ
れます。

___________________
例 次の例では、75.67%の上限抑制レベルのポートでブロードキャストストーム制御をイネーブルに

する方法を示します。

Device(config-if)# storm-control broadcast level 75.67

次の例では、87%の上限抑制レベルのポートでマルチキャストストーム制御をイネーブルにする
方法を示します。

Device(config-if)# storm-control multicast level 87

次の例では、ポート上で shutdownアクションをイネーブルにする方法を示します。

Device(config-if)# storm-control action shutdown

次の例では、ポート上で shutdownアクションをディセーブルにする方法を示します。

Device(config-if)# no storm-control action shutdown

次の例では、ポート上で trapアクションをイネーブルにする方法を示します。

Device(config-if)# storm-control action trap

次の例では、ポート上で trapアクションをディセーブルにする方法を示します。

Device(config-if)# no storm-control action trap

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポートをイネーブルにします。no shutdown

パケットストーム制御情報を表示します。show storm-control

インターフェイスをディセーブルにします。shutdown（インターフェイス）

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
191

show vlan から storm-control まで
storm-control



   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
192

show vlan から storm-control まで
storm-control
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udld
単一方向リンク検出（UDLD）プロトコルにおいて、アグレッシブまたは標準モードをイネーブ
ルにし、設定可能なメッセージ時間を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモード

で udldコマンドを使用します。アグレッシブモードUDLDまたは標準モードUDLDをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

udld {aggressive| enable|message time seconds}

no udld {aggressive| enable|message time seconds}

___________________
構文の説明

すべての光ファイバインターフェイス上で、標

準モードUDLDをデフォルトでイネーブルにし
ます。

enable

すべての光ファイバインターフェイス上で、ア

グレッシブモードUDLDをデフォルトでイネー
ブルにします。

aggressive

アドバタイズモードであり、現在双方向である

と判別されているポートに、UDLDプローブ
メッセージの間隔を設定します。有効値は 7～
90秒です。

message time seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

• UDLDはすべての光ファイバインターフェイスでディセーブルです。

• secondsは 15秒です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの no形式は、次の場合に使用します。

•すべての光ファイバポート上で、標準モード UDLDをデフォルトでディセーブルにする。

•すべての光ファイバポート上で、アグレッシブモード UDLDをデフォルトでディセーブル
にする。

•メッセージタイマーをディセーブルにする。

アグレッシブモードがイネーブルである場合、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズフェー

ズまたは検出フェーズ中に期限切れになると、UDLDはリンクアップシーケンスを再開して、同
期化されない可能性のあるネイバーと再同期化し、リンクからのメッセージリリースが未定の場

合は、ポートをシャットダウンします。

このコマンドは、光ファイバインターフェイスにだけ作用します。他のインターフェイスタイ

プでUDLDをイネーブルにする場合は、udldportコマンドをインターフェイスコンフィギュレー
ションモードで使用します。

___________________
例 次に、すべての光ファイバインターフェイスで UDLDをイネーブルにする例を示します。

Router(config)#
udld enable
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理上および運用上のUDLDステータスを表示
します。

show udld

インターフェイス上でUDLDをイネーブルにし
たり、インターフェイス上でアグレッシブモー

ド UDLDをイネーブルにしたりします。

udld port
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udld port
インターフェイス上で単一方向リンク検出（UDLD）プロトコルをイネーブルにするか、または
インターフェイス上でアグレッシブモード UDLDをイネーブルにするには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードでudldportコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

udld port [aggressive]

no udld port [aggressive]

___________________
構文の説明

（任意）現在のインターフェイス上でアグレッ

シブモード UDLDをイネーブルにします。詳
細については、「使用上のガイドライン」の項

を参照してください。

aggressive

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

•光ファイバインターフェイスは、グローバル udld（enableまたは aggressive）コマンド状態
です。

•光ファイバインターフェイス以外では、UDLDはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco ASR 901シリーズの集約サービスルータに
実装されました。

15.1(2)SNG
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___________________
使用上のガイドライン CLIでこのコマンドを表示するには、イネーブルにしようとしているポートに GBICを装着する

必要があります。

光ファイバポート上で、udldportおよび udldport aggressiveコマンドを使用すると、グローバル
udld（enableまたは aggressive）コマンドの設定を上書きします。この設定を削除して、UDLDの
イネーブル化に関する制御をグローバルudldコマンドに戻したり、光ファイバ以外のポートの場
合に UDLDをディセーブルにしたりするには、光ファイバポート上でこのコマンドの no形式を
使用します。

アグレッシブモードがイネーブルである場合、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズフェー

ズまたは検出フェーズ中に期限切れになると、UDLDはリンクアップシーケンスを再開して、同
期化されない可能性のあるネイバーと再同期化し、リンクからのメッセージリリースが未定の場

合は、ポートをシャットダウンします。

ポートが光ファイバポートから光ファイバ以外のポートに、またはその逆に変更された場合で

も、プラットフォームソフトウェアによってモジュールまたはギガビットインターフェイスコ

ンバータ（GBIC）の変更が検出されるため、すべての設定が維持されます。

___________________
例 次に、現在のグローバルな udld設定に関係なく、すべてのポートインターフェイスで UDLDを

イネーブルにする例を示します。

Router(config-if)#
udld port
Router(config-if)#

次に、現在のグローバルな udld（enableまたは aggressive）設定に関係なく、すべてのポートイ
ンターフェイス上でアグレッシブモード UDLDをイネーブルにする例を示します。

Router(config-if)#
udld port aggressive
Router(config-if)#

次に、現在のグローバルなudld設定に関係なく、光ファイバポートインターフェイス上でUDLD
をディセーブルにする例を示します。

Router(config-if)#
no udld port
Router(config-if)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理上および運用上のUDLDステータスを表示
します。

show udld

アグレッシブモード UDLDまたは標準モード
UDLDをイネーブルにしたり、設定可能なメッ
セージ時間を設定したりします。

udld
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udld reset
単一方向リンク検出（UDLD）プロトコルによってシャットダウンされたすべてのポートをリセッ
トし、再度トラフィックの通過を許可する（ただし、スパニングツリー、ポート集約プロトコル

（PAgP）、ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）などの他の機能がイネーブルの場合
は通常どおりに動作します）には、特権 EXECモードで udldresetコマンドを使用します。

udld reset

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ポートシャットダウンはリセットされません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン UDLDのインターフェイスコンフィギュレーションがまだイネーブルの場合、これらのポートは

UDLDの再実行を開始します。シャットダウンの原因が修正されていない場合は、何らかの理由
によりポートがシャットダウンすることがあります。

___________________
例 次に、UDLDによってシャットダウンされたすべてのポートをリセットする例を示します。

Router#
udld reset
Router#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

管理上および運用上のUDLDステータスを表示
します。

show udld
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vlan（グローバル）
VLANを追加して、config-VLANサブモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで vlanコマンドを使用します。 VLANを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

vlan {vlan-id| vlan-range}

no vlan {vlan-id| vlan-range}

___________________
構文の説明 VLANの番号です。有効値の範囲は 1～ 4094

です。VLANID番号の設定の詳細については、
「使用上のガイドライン」の項を参照してくだ

さい。

vlan-id

設定された VLANの範囲。VLAN ID番号の設
定範囲の詳細については、「使用上のガイドラ

イン」の項を参照してください。

vlan-range

___________________
コマンドデフォルト このコマンドには、デフォルト設定がありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートがCisco IOSRelease
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

___________________
使用上のガイドライン VLAN 1パラメータは、出荷時に設定されており、変更できません。
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VLAN 1およびVLAN 1002～ 1005はデフォルトのVLANです。デフォルトのVLANは自動的に
作成されるため、ユーザによる削除または設定はできません。

config-VLANサブモードを終了すると、指定されたVLANがVLANデータベースに対して追加ま
たは変更されます。

vlan vlan-idコマンドを入力すると、一時バッファ内のすべてのデフォルトパラメータを使用して
新規 VLANが作成され、CLIは config-VLANサブモードを開始します。入力した vlan-idが既存
のVLANと一致する場合は、config-VLANサブモードで入力するコンフィギュレーションコマン
ドがすべて既存の VLANに適用されます。新しい VLANは作成しません。

設定された VLANの範囲を定義する場合は、config-VLANサブモードで vlan-name引数を設定で
きません。

vlan-range引数を入力するには、カンマ（,）、ダッシュ（-）、および数字を使用します。

1006～ 4094の範囲の VLAN IDは、「拡張された VLAN ID」であると見なされます。Cisco IOS
Release 12.4(15)T以降は、次のルータで拡張された VLAN IDを設定できます。

•モデル 851、857、871、876、877、878を含む Cisco 800シリーズルータ

•モデル 1711、1712、1751、1751V、1760を含む Cisco 1700シリーズルータ

•モデル 1801、1802、1803、1811、1812、1841を含む Cisco 1800シリーズルータ

•モデル 2610XM、2611XM、2620XM、2621XM、2650XM、2651XM、2691を含む Cisco 2600
シリーズルータ

•モデル 2801、2811、2821、2851を含む Cisco 2800シリーズルータ

•モデル 3620、3640、3640A、3660を含む Cisco 3600シリーズルータ

•モデル 3725、3745を含む Cisco 3700シリーズルータ

•モデル 3825、3845を含む Cisco 3800シリーズルータ

4000VLANをサポートするには、MACアドレスの削減機能が必要です。Cisco IOSRelease12.1(14)E1
以降のリリースは、64または 1024のMACアドレスを持つシャーシをサポートします。 64の
MACアドレスを持つシャーシの場合、スパニングツリープロトコル（STP）は拡張システム ID
（つまり VLAN ID）とMACアドレスを使用して、各 VLANに対してブリッジ IDを一意にしま
す。（MACアドレス削減機能がサポートされていない場合、4096の VLANでは、スイッチ上に
4096のMACアドレスが必要になります）

拡張 VLANを設定する場合は、スパニングツリー拡張システム ID機能もイネーブルにする必要
があります。

レガシー vlan databaseモードは、拡張 VLANコンフィギュレーションをサポートしていません。

config-VLANサブモードで利用できるコマンドの詳細については、vlan（config-VLAN）コマンド
を参照してください。

___________________
例 次に、新規 VLANを追加して、config-VLANサブモードを開始する例を示します。

Router(config)#
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vlan 2
Router(config-vlan)#

次に、新規 VLAN範囲を追加して、config-VLANサブモードを開始する例を示します。

Router(config)#
vlan 2,5,10-12,20,25,4000
Router(config-vlan)#

次に、VLANを削除する例を示します。

Router(config)#
no vlan 2
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定の VLANを設定します。vlan（config-VLAN）
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vlan access-map
VLANアクセスマップを作成するか、または VLANアクセスマップコマンドモードを開始する
には、グローバルコンフィギュレーションモードでvlanaccess-mapコマンドを使用します。マッ
ピングシーケンスまたはマップ全体を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

vlan access-map name [ seq-number ]

no vlan access-map name [ seq-number ]

___________________
構文の説明 VLANアクセスマップのタグです。name

（任意）マップシーケンス番号。有効値は0～
65535です。

seq-number

___________________
コマンドデフォルト VLANアクセスマップは作成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン 既存のマップシーケンスのシーケンス番号を入力するには、VLANアクセスマップモードを開始

します。

シーケンス番号を指定しないと、番号が自動的に割り当てられます。各マップシーケンスには、

match句および action句をそれぞれ 1つずつ入力できます。
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シーケンス番号を指定しないで novlanaccess-mapname [seq-number]コマンドを入力すると、マッ
プ全体が削除されます。

VLANアクセスマップモードを開始すると、次のコマンドが使用可能になります。

• action：パケットの action句を指定します。actionコマンドの項を参照してください。

• default：コマンドをデフォルトに設定します。

• end：コンフィギュレーションモードを終了します。

• exit：VLANアクセスマップコンフィギュレーションモードを終了します。

• match：match句を指定します。matchコマンドの項を参照してください。

• no：コマンドを無効にするか、またはデフォルト値に設定します。

___________________
例 次の例では、VLANアクセスマップモードを開始する方法を示します。

Router(config)# vlan access-map tagname1
Router(config-access-map)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

パケットの action句を設定します。action

VLANアクセスマップシーケンスの ACLを 1
つ以上選択して、match句を指定します。

match

VLANアクセスマップの内容を表示します。show vlan access-map
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vlan database

vlandatabaseコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SXI5およびCisco IOS 12.2SX以降のリリー
スでは使用できません。

（注）

VLANコンフィギュレーションモードを開始するには、特権 EXECモードで vlandatabaseコマン
ドを使用します。

vlan database

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト VLANコンフィギュレーションモードは開始されません。

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6500シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

Catalyst 6500シリーズスイッチにおけるこのコマンドのサポートが E
リリースに拡張されました。

12.1(1)E

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco 3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合され
ました。

12.2(8)T

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されました。12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが 12.2(17d)SXBに拡
張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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___________________
使用上のガイドライン

Cisco 7600シリーズルータまたは Catalyst 6500シリーズスイッチで RPR+モードを実行して
いる場合は、VLAN-databaseモードで VLANを設定しないでください。アクティブスーパー
バイザエンジンとスタンバイスーパーバイザエンジンの間での設定同期中に、パフォーマン

スが低下することがあります。

（注）

VLANコンフィギュレーションモードを開始すると、VLANデータベースにアクセスし、次のよ
うなバッファ操作コマンドを編集できます。

• abort：変更を適用せずにこのモードを終了します。

• apply：現在の変更が適用され、リリース番号が増加します。

• exit：変更が適用され、リリース番号が増加し、モードを終了します。

• no：コマンドを無効にするかまたはデフォルトに設定します。有効値は vlanおよび vtpで
す。

• reset：現在の変更を破棄し、現在のデータベースから読み直します。

• show：データベース情報を表示します。

• vlan：サブコマンドにアクセスして、単一のVLANと関連付けられた値を追加、削除、また
は変更します。vlanサブコマンドについては、vlan（VLAN）コマンドを参照してください。

• vtp：サブコマンドにアクセスして、仮想プロトコル（VTP）の管理機能を実行します。 vtp
サブコマンドの詳細については、vtpclientコマンドを参照してください。

___________________
例 次に、VLANコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

Router# vlan database
Router(vlan)#

次に、VLANコンフィギュレーションモードの場合に、変更を適用しないでVLANコンフィギュ
レーションモードを終了する例を示します。

Router(vlan)# abort
Aborting....
Router#

次に、VLANコンフィギュレーションモードの場合、VLANを削除する例を示します。

Router(vlan)# no vlan 100
Deleting VLAN 100...
Router(vlan)#

次に、VLANコンフィギュレーションモードの場合、VLANを削除する例を示します。

Router(vlan)# no vlan 100
Deleting VLAN 100...
Router(vlan)#
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次に、VLANコンフィギュレーションモードの場合に、プルーニングをオフにする例を示しま
す。

Router(vlan)# no vtp pruning
Pruning switched OFF
Router(vlan)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VLAN情報を表示します。show vlan
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vlan filter
VLANアクセスマップを適用するには、グローバルコンフィギュレーションモードで vlanfilter
コマンドを使用します。 VLANまたはインターフェイスから VLANアクセスマップを消去する
には、このコマンドの no形式を使用します。

vlan filter map-name {vlan-list vlan-list| interface interface interface-number}

no vlan filter map-name {vlan-list [ vlan-list ]| interface [interface interface-number]}

___________________
構文の説明 VLANアクセスマップのタグです。map-name

VLANリスト。有効値は 1～ 4094です。
vlan-list引数の詳細については、「使用上のガ
イドライン」の項を参照してください。

vlan-list

インターフェイスタイプを指定します。有効値

はpos、atm、またはserialです。詳細について
は、「使用上のガイドライン」の項を参照して

ください。

interface interface

インターフェイス番号。詳細については、「使

用上のガイドライン」の項を参照してくださ

い。

interface-number

___________________
コマンドデフォルト VLANアクセスマップは適用されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA
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___________________
使用上のガイドライン VLANアクセスマップに action句を設定する場合は、次の点に注意してください。

• VLANアクセスマップは、1つまたは複数の VLANまたはWANインターフェイスに適用で
きます。

• vlan-list引数には単一のVLANID、VLANIDリスト、またはVLANID範囲（vlan-id-vlan-id）
を指定できます。複数のエントリはハイフン（-）またはカンマ（,）で区切ります。

• VLANアクセスコントロールリスト（VACL）が適用されたWANインターフェイスを削除
すると、インターフェイス上の VACL設定も削除されます。

•各VLANまたはWANインターフェイスには、VLANアクセスマップを 1つだけ適用できま
す。

• VLANに適用した VACLがアクティブになるのは、レイヤ 3 VLANインターフェイスが設定
されている VLANに適用された場合だけです。レイヤ 3 VLANインターフェイスを備えて
いない VLANに適用された VACLは、非アクティブです。レイヤ 3 VLANインターフェイ
スを備えていない VLANに VLANアクセスマップを適用すると、VLANアクセスマップを
サポートするレイヤ 3VLANインターフェイスが、管理上のダウン状態で作成されます。レ
イヤ 3 VLANインターフェイスの作成に失敗すると、VACLは非アクティブになります。

このコマンドの no形式を入力する場合、vlan-list引数はオプションです（ただし、キーワード
vlan-listは必須です）。 vlan-list引数を入力しないと、map-name引数が適用されるすべてのVLAN
から VACLが削除されます。

WANインターフェイスにこのコマンドの no形式を入力する場合、interface引数はオプションで
す（ただし、interfaceキーワードは必須です）。 interface引数を入力しないと、map-nameが適用
されるインターフェイスから VACLが削除されます。

vlanfiltermap-nameinterfaceコマンドに対応しているのは、ATM、POS、またはシリアルインター
フェイスタイプだけです。 Cisco 7600シリーズルータにこれらのインターフェイスタイプが装
備されていない場合は、interfaceinterfaceinterface-numberキーワードおよび引数を使用できませ
ん。

interface-numberの形式は、mod/portまたは slot/port-adapter/portです。サブインターフェイスまた
はチャネルグループ記述子を含めることができます。

___________________
例 次の例では、VLAN 7～ 9に VLANアクセスマップを適用する方法を示します。

Router(config)# vlan filter ganymede vlan-list 7-9
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

パケットの action句を設定します。action
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説明コマンド

VLANアクセスマップシーケンスの ACLを 1
つ以上選択して、match句を指定します。

match

VLANフィルタに関する情報を表示します。show vlan filter
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vtp（グローバル）
グローバル VLANトランキングプロトコル（VTP）状態を設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで vtpコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

vtp {domain domain-name| file filename| interface interface-name [only]|mode {client| off| server|
transparent}| password password-value| pruning| version {1| 2}}

no vtp

vtp {domain domain-name| file filename| interface interface-name [only]|mode {client| off| server [mst|
unknown| vlan]| transparent}| password password-value [hidden| secret]| pruning| version {1| 2| 3}}

no vtp

___________________
構文の説明 VTP管理ドメイン名を設定します。domain domain-name

VTPコンフィギュレーションを保存する IFS
ファイルシステムファイルの ASCII名を設定
します。

file filename

この装置の VTPアップデータ IDの推奨送信元
の名前を設定します。

interface interface-name

（任意）VTP IPアップデータアドレスとして
現在のインターフェイスの IPアドレスだけを
使用するように指定します。

only

VTP装置のモードタイプをクライアントモー
ドに設定します。

mode client

VTP装置のモードタイプをオフモードに設定
します。

mode off

VTP装置のモードタイプをサーバモードに設
定します。

mode server

VTP装置のモードタイプをトランスペアレン
トモードに設定します。

mode transparent

管理ドメインパスワードを指定します。password password-value

管理ドメインによるプルーニングの許可をイ

ネーブルにします。

pruning
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Catalyst 6500シリーズスイッチ

（任意）実行コンフィギュレーションで 16進
数形式で保存された秘密キーとともにパスワー

ドを設定します。Catalyst 6500シリーズスイッ
チでだけサポートされます。

hidden

（任意）パスワードの秘密キーを直接設定でき

ます。Catalyst 6500シリーズスイッチでだけサ
ポートされます。

secret

マルチスパニングツリー（MST）VTPインス
タンスのモードを設定します。

mst

不明な VTP機能のモードを設定します。unknown

VLAN VTPインスタンスのモードを設定しま
す。

vlan

管理ドメイン VTPバージョン番号を指定しま
す。

version {1 | 2 | 3}

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

• vtp domainおよび vtpinterfaceコマンドには、デフォルト設定がありません。

• filenameは const-nvram:vlan.datです。

• VTPモードは modeserverです。

•パスワードは設定されていません。

•プルーニングはディセーブルです。

•管理ドメイン VTPバージョン番号は 1です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Supervisor Engine 720に導入されました。12.2(14)SX
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変更内容リリース

Supervisor Engine 2上のこのコマンドのサポートが Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに拡張されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

modeoffキーワードの組み合わせが追加されました。12.2(33)SXH

Catalyst 6500シリーズスイッチでは、以下が変更されています。

• vtp mode {client | off | server [mst | unknown | vlan] | transparent]}

• vtp password password-value [hidden | secret

• vtp version {1 | 2|3}

12.2(33)SXI

このコマンドは、Cisco IOSRelease 15.0(1)Mよりも前のリリースに統
合されました。

15.0(1)M

___________________
使用上のガイドライン

vtppruning、vtppassword、および vtpversionコマンドは、特権 EXECモードでも使用できま
す。これらのコマンドはグローバルコンフィギュレーションモードでだけ使用し、特権EXEC
モードでは使用しないでください。

（注）

拡張範囲VLANは、VTPバージョン 1およびバージョン 2ではサポートされていません。拡張範
囲 VLANは、VTPバージョン 3でサポートされています。

domain-name値を定義する場合は、大文字と小文字を区別する 1～ 32文字のドメイン名を指定し
てください。

filenameおよび interface-name値は、1～ 255文字の ASCII文字列です。

スイッチがセキュアモードの場合、管理ドメイン内の各ネットワーク装置にパスワードを設定す

る必要があります。

VTPをセキュアモードで設定した場合、ドメイン内の各ネットワークデバイスに管理ドメイ
ンパスワードを割り当てるまで、管理ドメインは正常に動作しません。

注意

VTPバージョン 2対応のネットワークデバイス上で VTPバージョン 2をディセーブルに設定し
ている場合、その VTPバージョン 2対応ネットワークデバイスは、同一 VTPドメイン内で VTP
バージョン 1が稼働しているネットワークデバイスとして動作します（VTPバージョン 2は、デ
フォルトでディセーブルに設定されています）。

同一 VTPドメイン内のすべてのネットワークデバイスがバージョン 2に対応する場合を除き、
ネットワークデバイス上で VTPバージョン 2をイネーブルにしないでください。ネットワーク

   LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
214

udld から vtp transparent まで
vtp（グローバル）



デバイス上で VTPバージョン 2をイネーブルにすると、ドメイン内のすべてのバージョン 2対応
ネットワークデバイスで VTPバージョン 2がイネーブルになります。

トークンリング環境で、VLANスイッチング機能を正常に動作させるには、VTPバージョン 2を
イネーブルにする必要があります。

VTPサーバ上でVTPプルーニングをイネーブルまたはディセーブルにすると、管理ドメイン全体
で VTPプルーニングがイネーブルまたはディセーブルになります。

該当するデバイス上でVLANをプルーニング適格または不適格として設定した場合に、影響を受
けるのは、そのスイッチ上の VLANのプルーニング適性だけです。VTPドメイン内のすべての
ネットワーク装置のプルーニング適性に影響するわけではありません。

vtppassword、vtppruning、およびvtpversionコマンドは、スタートアップメモリに格納されない
で、VTPトランスペアレントモードスタートアップコンフィギュレーションファイルに格納さ
れます。

拡張範囲 VLANは、VTPではサポートされません。

VTP-serverモードで pruningキーワードを設定できます。versionキーワードは、VTP-serverモー
ドまたは VTPトランスペアレントモードで設定できます。

password-value引数は、装置の管理ドメインを識別する 8～ 64文字の ASCII文字列です。

VTPプルーニングにより、プルーニング適格 VLANに所属するステーションがない場合、その
VLANの情報は VTP更新から削除されることになります。

VTPドメイン内の該当するすべてのデバイスで、同じ VTPバージョンを実行する必要がありま
す。同一 VTPドメイン内の該当デバイスで、VTPバージョン 1とバージョン 2を同時に実行で
きません。

ドメイン内のすべての該当デバイスがVTPバージョン 2対応の場合、該当デバイス上でVTPバー
ジョン 2をイネーブルにするだけで、バージョン番号は、VTPドメイン内の他のバージョン 2対
応の該当デバイスに伝播されます。

バージョン 2モードを切り替えると、特定のデフォルト VLANのパラメータが変更されます。

vtpmodeoffコマンドを入力すると、デバイスをオフに設定します。novtpmodeoffコマンドを入力
すると、デバイスを VTPサーバモードに戻します。

Catalyst 6500シリーズスイッチ

VTPバージョン 3は、バージョン 1およびバージョン 2のすべての機能をサポートします。 VTP
バージョン 3は、バージョン 1およびバージョン 2でサポートされていない次の機能もサポート
します。

•拡張認証：VTPバージョン 3では、vtppasswordコマンドを使用して認証パスワードを非表
示にするよう設定できます。認証パスワードを非表示に設定した場合、設定のパスワードは

プレーンテキストで表示されません。代わりに、使用されている設定でパスワードに関連

付けられた秘密キーが16進数形式で保存されます。password-string引数は、デバイスの管理
ドメインを識別する 8～ 64文字の ASCII文字列です。次の構文が使用可能です。

password password-string [hidden | secret]

password password-string：管理ドメインパスワードを指定します。
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hidden：（任意）実行コンフィギュレーションで16進数形式で保存された秘密キーとともにパス
ワードを設定します。

secret：（任意）パスワードの秘密キーを 16進数形式で直接設定できます。

VTPパスワードの hiddenキーワードは、VTPバージョン 3だけでサポートされます。 VTPバー
ジョン 3から VTPバージョン 2へ変換する場合は、変換を行う前に hiddenキーワードを削除す
る必要があります。

•拡張範囲 VLANデータベース伝播のサポート：VTPバージョン 1およびバージョン 2は
VLAN 1～ 1000だけをサポートします。 VTPバージョン 3では、VLAN範囲全体（VLAN 1
～ 4096）がサポートされます。 VLANのプルーニングは VLAN 1～ 1000にだけ適用されま
す。拡張範囲 VLANは VTPバージョン 3だけでサポートされます。 VTPバージョン 3から
VTPバージョン 2に変換する場合は、1006～ 4094の範囲の VLANが VTP制御から削除さ
れます。

•ドメイン内にあるデータベースの伝播のサポート：VTPバージョン 1およびバージョン 2で
は、VTPサーバを使用してデータベースをNVRAMにバックアップし、データベース情報を
変更できます。VTPバージョン 3では、VTPプライマリサーバとVTPセカンダリサーバが
存在します。プライマリサーバでは、データベース情報を変更でき、送信されたデータベー

ス更新はシステム内のすべての装置で反映されます。セカンダリサーバでは、プライマリ

サーバから受け取った更新済み VTP設定だけを NVRAMにバックアップできます。プライ
マリサーバとセカンダリサーバのステータスは実行時ステータスであり、設定不可能です。

デフォルトでは、すべてのデバイスはセカンダリサーバとして起動します。プライマリサーバ

を指定するにはvtpprimary特権EXECモードコマンドを入力します。次の構文が使用可能です。

vtp primary [vlan |mst] [force

vlan：（任意）VTP VLAN機能のプライマリサーバとしてデバイスを指定します。

mst：（任意）VTP MST機能のプライマリサーバとしてデバイスを指定します。

force：（任意）このデバイスを強制的にプライマリサーバにします。

プライマリサーバステータスは、データベース変更を実行する必要がある場合だけ必要であり、

管理者がドメイン内で引継ぎメッセージを発行した場合に取得されます。プライマリサーバス

テータスは、リロードやスイッチオーバーを行ったとき、またはドメインパラメータが変更した

ときに失われます。セカンダリサーバは設定をバックアップし、データベースを伝播し続けま

す。プライマリサーバなしで実用 VTPドメインを持つことができます。

VTPバージョン 3では、VLANデータベース情報だけを伝播できる制限がなくなりました。 VTP
バージョン 3を使用して VTPドメイン全体でデータベース情報を伝播できます。 VTPを使用す
る各アプリケーションに対してプロトコルの個別インスタンスが実行されています。

•トランク単位で VTPをオン/オフにする CLI：インターフェイスコンフィギュレーション
モードで novtpコマンドを使用して、トランク単位で VTPをディセーブルにできます。ト
ランキングポートで VTPをディセーブルにすると、そのポートのすべての VTPインスタン
スがディセーブルになります。 VTPをMSTデータベースに対して OFF、VLANデータベー
スに対してONに設定できません。インターフェイスコンフィギュレーションモードで vtp
コマンドを使用して、トランク単位で VTPをイネーブルにできます。
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グローバルでのVTP：VTPモードをグローバルにOFFに設定すると、システム内のすべてのトラ
ンキングポートに適用されます。ポートごとの設定とは異なり、1つのVTPインスタンスごとに
OFFオプションを指定できます。たとえば、システムはVLANデータベースに対するVTP-server
として、またはMSTデータベースに対する VTP-offとして設定できます。この場合は、VLAN
データベースが VTPによって伝播され、MST更新がシステム内のトランクポートに送信され、
システムが受け取ったMST更新が破棄されます。

___________________
例 次に、デバイスの管理ドメインを設定する例を示します。

Router(config)#
vtp domain DomainName1

次に、VTPコンフィギュレーションを保存する IFSファイルシステム内のファイルを指定する例
を示します。

Router(config)#
vtp file vtpconfig
Setting device to store VLAN database at filename vtpconfig.

次に、VTPモードをクライアントモードに設定する例を示します。

Router(config)#
vtp mode client
Setting device to VTP CLIENT mode.

次に、VTPモードをグローバルにディセーブルにする例を示します。

Router(config)# vtp mode off
Setting device to VTP OFF mode.

次に、デバイスを VTPサーバモードにリセットする例を示します。

Router(config)# no vtp mode off
Setting device to VTP OFF mode.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP統計情報とドメイン情報を表示します。show vtp

ポート単位で VTPをイネーブルにします。vtp（インターフェイス）

LAN スイッチングコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
217

udld から vtp transparent まで
vtp（グローバル）



vtp（インターフェイス）
ポート単位でVLANトランキングプロトコル（VTP）をイネーブルにするには、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードで vtpコマンドを使用します。ポート単位で VTPをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

vtp

no vtp

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ポート単位の VTPはイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン VTPイネーブル値は、ポートがスイッチされたポート状態で、トランクモードの場合にだけ適用

されます。

___________________
例 次に、ポート単位で VTPをイネーブルにする例を示します。

Router(config-if)# vtp

次に、ポート単位で VTPをディセーブルにする例を示します。

Router(config-if)# no vtp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

グローバルに VTPモードを設定します。vtp mode
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vtp client
デバイスを仮想トランキングプロトコル（VTP）クライアントモードにするには、VLANコン
フィギュレーションモードで vtpclientコマンドを使用します。 VTPサーバモードに戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

vtp client

no vtp client

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト VLANモード

___________________
コマンドモード VLANコンフィギュレーション（vlan）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン 受信スイッチがクライアントモードである場合、クライアントスイッチはその設定を変更して、

サーバのコンフィギュレーションをコピーします。クライアントモードのスイッチがある場合に

は、必ずサーバモードのスイッチですべての VTPまたは VLAN設定変更を行ってください。

vtpserverコマンドは、装置がクライアントモードではない場合にエラーを返さないという点を除
き、novtpclientコマンドと同等の機能を提供します。
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___________________
例 次に、装置を VTPクライアントモードにする例を示します。

Router(vlan)# vtp client

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP統計情報およびドメイン情報を表示しま
す。

show vtp

VTPコンフィギュレーションストレージファ
イルの名前を変更します。

vtp（グローバル）

装置を VTPサーバモードにします。vtp server

装置を VTPトランスペアレントモードにしま
す。

vtp transparent
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vtp domain
装置の管理ドメイン名を作成するには、VLANコンフィギュレーションモードで vtpdomainコマ
ンドを使用します。管理ドメイン名を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

vtp domain domain-name

no vtp domain

___________________
構文の説明

ドメイン名。ドメイン名は最大 32文字です。domain -name

___________________
コマンドデフォルト 管理ドメイン名は作成されません。

___________________
コマンドモード VLANコンフィギュレーション（vlan）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン domainname引数を定義すると、ドメイン名は大文字と小文字が区別されます。

ドメイン名が設定されるまでは、装置はno-management-domain状態になります。この状態では、
ローカルVLAN設定の変更の有無に関係なく、VLANトランキングプロトコル（VTP）アドバタ
イズを送信しません。現在トランキング中であるポート上で最初の VTPサマリーパケットを受
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信したとき、あるいは vtpdomainコマンドで設定されたドメイン名を受け取ったときに、装置の
no-management-domain状態が終了します。装置がサマリーパケットからドメインを受け取る場合
は、コンフィギュレーションリビジョン番号が 0にリセットされます。

装置の no-management-domain状態が終了すると、NVRAMを消去して、装置をリロードしない限
り、再度 no-management-domain状態になるように設定できません。

___________________
例 次に、装置の管理ドメインを DomainChandonに設定する例を示します。

Router(vlan)# vtp domain DomainChandon

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP統計情報およびドメイン情報を表示しま
す。

show vtp

VTPコンフィギュレーションストレージファ
イルの名前を変更します。

vtp（グローバル）
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vtp password
仮想トランキングプロトコル（VTP）ドメインパスワードを作成するには、VLANコンフィギュ
レーションモードで vtppasswordコマンドを使用します。パスワードを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

vtp password password-value

no vtp password

___________________
構文の説明

パスワード。値は 1～ 32文字の範囲の ASCII
文字列です。

password value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは passwordです。

___________________
コマンドモード VLANコンフィギュレーション（vlan）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

Catalyst 6000シリーズスイッチにおけるこのコマンドのサポートが Eト
レインに拡張されました。

12.1(1)E

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン passwordvalue引数の値は、1～ 32文字の ASCII文字列です。
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___________________
例 次に、DomainChandonの VTPドメインパスワードを作成する例を示します。

Router(vlan)# vtp password DomainChandon

次に、VTPドメインパスワードを削除する例を示します。

Router(vlan)# no vtp password
Clearing device VLAN database password.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP統計情報およびドメイン情報を表示しま
す。

show vtp

VTPコンフィギュレーションストレージファ
イルの名前を変更します。

vtp（グローバル）
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vtp server
装置を仮想トランキングプロトコル（VTP）サーバモードにするには、VLANコンフィギュレー
ションモードで vtpserverコマンドを使用します。

vtp server

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは VTPサーバモードです。

___________________
コマンドモード VLANコンフィギュレーション（vlan）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

Catalyst 6000シリーズスイッチにおけるこのコマンドのサポートが Eト
レインに拡張されました。

12.1(1)E

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン サーバモードのスイッチで VTPまたは VLAN設定を変更した場合、その変更は同じ VTPドメイ

ンのすべてのスイッチに伝播されます。

ダイナミックVLAN作成がディセーブルの場合、VTPに設定できるモードは、サーバモードまた
はクライアントモードのいずれかに限ります。
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受信スイッチがサーバモードの場合、設定は変更されません。

vtpserverコマンドは、装置がクライアントモードではない場合にエラーを返さないという点を除
き、novtpclientコマンドと同等の機能を提供します。

___________________
例 次に、装置を VTPサーバモードにする例を示します。

Router(vlan)# vtp server

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP統計情報およびドメイン情報を表示しま
す。

show vtp

VTPコンフィギュレーションストレージファ
イルの名前を変更します。

vtp（グローバル）

デバイスをVTPクライアントモードにします。vtp client

装置を VTPトランスペアレントモードにしま
す。

vtp transparent
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vtp transparent
装置を仮想トランキングプロトコル（VTP）トランスペアレントモードにするには、VLANコン
フィギュレーションモードで vtptransparentコマンドを使用します。 VTPサーバモードに戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

vtp transparent

no vtp transparent

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは VTPサーバモードです。

___________________
コマンドモード VLANコンフィギュレーション（vlan）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Catalyst 6000シリーズスイッチに追加されました。12.0(7)XE

Catalyst 6000シリーズスイッチにおけるこのコマンドのサポートが Eト
レインに拡張されました。

12.1(1)E

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータで実装されました。

12.2(2)XT

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCisco
3700シリーズルータ上の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。

12.2(8)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン vtptransparentコマンドは、ドメインの VTPをディセーブルにしますが、スイッチからドメイン

を削除しません。
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受信スイッチがトランスペアレントモードの場合、設定は変更されません。トランスペアレント

モードのスイッチは、VTPに参加しません。トランスペアレントモードでスイッチ上の VTPま
たは VLAN設定を変更しても、変更はネットワーク上の他のスイッチに伝播しません。

vtpserverコマンドは、装置がトランスペアレントモードの場合にエラーを返さないという点を除
き、novtptransparentコマンドと類似しています。

___________________
例 次に、装置を VTPトランスペアレントモードにする例を示します。

Router(vlan)# vtp transparent

次に、装置を VTPサーバモードに戻す例を示します。

Router(vlan)# no vtp transparent

___________________
関連コマンド

説明コマンド

VTP統計情報およびドメイン情報を表示しま
す。

show vtp

VTPコンフィギュレーションストレージファ
イルの名前を変更します。

vtp（グローバル）

デバイスをVTPクライアントモードにします。vtp client

装置を VTPサーバモードにします。vtp server
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